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え
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め
る
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高
校
の
歴
史
に
つ
な
が
る
。

『中学歴史 日本と世界　改訂版』がめざしたこと ―

生徒自身による学びをうながすように工夫した発問や、しっかりとした説明でありながらもわ
かりやすい記述、世界の歴史をふくめた歴史全体の流れがつかめるような内容から、小学校
社会科のみならず、高等学校の学習との円滑な接続ができるようにしました。

『歴史総合 近代から現代へ』 『詳説日本史』 『詳説世界史』

Concept ３つの特色

豊富で
多様な発問

特 色 1

生徒自身による学びを
うながすことが

できるようにしました。

因果関係を
重視した
詳しい記述

特 色 2

しっかりした説明で、
かつ、生徒にわかりやすい

記述を心がけました。

世界の歴史に
関する充実した

内容

特 色 3

世界の歴史をふくめた
歴史全体の流れがつかめ

るようにしました。

「考え」

「深める」

高校の歴史につながる。

⃝�さまざまなパターンの豊富な発問を通して、生徒自身による主体的・対
話的で深い学びをうながし、考える力を養えるように工夫しました。
⃝�社会的事象の歴史的な見方・考え方が身に付くよう、時期や理由、経
緯や差異などに着目できる発問を心がけました。

豊富で多様な発問   ➡p.8
特  色

1
特  色

2 ⃝�因果関係を重視したしっかりとした説明でありながら、わかりやすい記
述を心がけました。
⃝��「近代化」など高等学校での学習でも求められる概念を盛り込み、「用
語解説」で解説して、深い理解をうながせるようにしました。

因果関係を重視した詳しい記述   ➡p.10

特  色

3 ⃝�世界の歴史を充実させるとともに、日本の歴史との関連や、現在の国際
情勢との関連を意識した記述にしました。
⃝�各章の扉には、日本と世界のできごとを上下に分けて示す帯年表を付し、
視覚的に流れをつかむことができるようにしました。

世界の歴史に関する充実した内容   ➡p.12

高等学校の歴史学習との
円滑な接続ができる教科書

⃝�高等学校の歴史学習では、生徒自身が「問いを表現する」活動が求められます。本教科
書の豊富で多様な発問から、中学生の段階で問いに主体的に取り組む態度を身に付け
ることができます。
⃝�高等学校の歴史学習では、概念に関する理解や、日本の歴史のみならず世界の歴史に
対する理解が求められます。本教科書の因果関係を重視した詳しい記述や、世界の歴史
に関する充実した内容から、中学生の段階で概念や世界の歴史に関する基礎的な理解
を得ることができます。

『中学歴史 日本と世界』（歴史 708）からのおもな変更箇所はこちら
よりご確認ください。

2 3
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サポート教材

651節　中世社会の成立
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21/08/11

清和源氏 藤原氏庶流桓武平氏
その他の氏族および旧来の豪族

かん む へい し せい わ げん じ ふじわら し しょりゅう

ごうぞく

藤原純友の乱  
939～41

ふじわらのすみとも

後三年合戦  
1083～87

ご さんねん

前九年合戦  
1051～62

ぜんくねんかっせん

平将門の乱  
939～40

たいらのまさかど

平忠常の乱  
1028～31

たいらのただつね

　早くから東
とう

国
ごく

（東日本）に住み着いた国司の子孫で，下
しも

総
うさ

（茨
いばら

城
き

県）を根
こん

拠
きょ

地
ち

にしていた平
たいらの

将
まさ

門
かど

は，国司と対立して，939（天
てん

慶
ぎょう

２）年に反乱を

起こした。西
さい

国
ごく

（西日本）でも同じころ，元伊
い

予
よ

（愛
え

媛
ひめ

県）の国司であった

藤
ふじ

原
わらの

純
すみ

友
とも

が，瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

の海賊を率いて反乱を起こした。これらの反乱は

いずれも武士によって平定された（天
てん

慶
ぎょう

の乱
らん

）。

　この乱を通じて武士の実力を知った朝
ちょう

廷
てい

や貴族たちは，かれらを宮中

や都の警備，貴族の身辺警護などに当たらせた。また，地方でも武士の

一部は国司の下
もと

に組織され，国内の治安を守る存在となった。

源氏・平氏の進出
有力な武士は，都と地方を行き来しながら，

双
そう

方
ほう

に拠点を築いていった。11世紀になると，

都で活動する武士の多くは，次第に天皇の血を引く源
げん

氏
じ

（清
せい

和
わ

源氏）と平
へい

氏
し

（桓
かん

武
む

平氏）によってしめられるようになり，地方でもかれらに従う武

士が増加した。その結果，源
げん

平
ぺい

両氏は，多くの武士団を束ねる武
ぶ

家
け

の棟
とう

梁
りょう

として，広く知られるようになった。

　11世紀前半に上
か ず さ

総（千
ち

葉
ば

県）で平
たいらの

忠
ただ

常
つね

の乱が起こると，源氏はこれを

鎮圧して，東国進出のきっかけをつくった。また11世紀半ばに陸
む

奥
つ

の

国司に任命された 源
みなもとの

頼
より

義
よし

は，子の 源
みなもとの

義
よし

家
いえ

とともに，現地で勢力をふ

るっていた豪族の安
あ

倍
べ

氏をほろぼした（前
ぜん

九
く

年
ねん

合
かっ

戦
せん

）。さらに義家は，安

倍氏にかわって勢力をのばした清
きよ

原
はら

氏一族の争いに介
かい

入
にゅう

し，これを制圧

した（後
ご

三
さん

年
ねん

合
かっ

戦
せん

）。こののち東
とう

北
ほく

地方では，義家の支
し

援
えん

を受けた清原

（藤
ふじ

原
わら

）清
きよ

衡
ひら

とその子孫（奥
おう

州
しゅう

藤
ふじ

原
わら

氏
し

）が，北方との交
こう

易
えき

や金・馬などの産

物によって大いに栄えた。その根拠地であった陸奥の平
ひら

泉
いずみ

（岩
いわ

手
て

県）には，

中
ちゅう

尊
そん

寺
じ

金
こん

色
じき

堂
どう

に代表されるはなやかな仏
ぶっ

教
きょう

文化が根付いた。

　東国に進出した源氏に対して，平氏は12世紀初めごろ，瀬戸内海の

海賊平定で活
かつ

躍
やく

するなど，主に西国に勢力を広げていった。

1

6

用 語

5

5

→p. 68，69

M■4各地の武士団

荘
しょう
園
えん
や武士の発生により，国

こく
衙
が
の役

割はどのように変化したのだろうか。

ステップアップ

用 語 解 説

棟
とう

梁
りょう

　もともとは建物の重要な部材である棟
むね

と梁
はり

の意味だが，そこから転じて，ある集団の中で重
要な地位にある人物を棟梁と呼んだ。特に武

ぶ

士
し

団
だん

の指導者を指すことが多く，武
ぶ

家
け

の棟梁ともいった。

関
かん

東
とう

で力を持っていた武
ぶ

士
し

団
だん

は，
どの一族だろうか？

M■5前九年・後三年合戦　清衡の父は藤原氏の人
物だったが，前九年合戦で敗

はい

死
し

したため，清衡は
清原氏の養子となった。

二つの合戦後，東
とう

北
ほく

地方で奥
おう

州
しゅう

藤
ふじ

原
わら

氏が繁
はん

栄
えい

で
きたのはなぜだろうか？

地方の武
ぶ

士
し

をまとめる棟
とう

梁
りょう

に求められた条件と
は何だったのだろうか？

安倍頼時
貞任・

あ べのより とき

さだとう
源  頼義

源 義家

（父）（父）
加
担

介
入（
清
衡
を
支
援
）

か
い
に
ゅ
う

し
え
ん

敗

死亡

敗 勝

勝

勝

（出羽の豪族） （子） （子）

みなもとの

みなもとの

清原武則
きよはらのたけのり よりよし

よしいえ

義家
よしいえ

宗任
むね とう

清原氏一族の内紛

真衡 家衡・（藤原）清衡
きよ ひらいえ ふじわらひら

家衡

さねひら

前
九
年
合
戦

ぜ
ん
く
ね
ん
か
っ
せ
ん

後
三
年
合
戦

ご
さ
ん
ね
ん

（藤原）清衡

で　わ ごうぞく

ないふん

道
長・頼
通
全
盛
期

白
河
院
政

後
白
河
院
政

鳥
羽

院
政

【
桓
武
平
氏
】

【
清
和
源
氏
】

平将門の乱

平忠常の乱

前九年合戦

後三年合戦

清盛
きよ もり

忠盛
ただ もり

正盛
まさ もり

□

□

□

貞盛
さだもり

将門
まさかど

□

国香
くに か□□

桓武天皇
かん  む

□

忠常
ただつね

頼朝
よりとも

義朝
よしとも

義家
よしいえ

頼信
より のぶ

頼義
より よし

為義
ためよし

清和天皇
せい わ

げ
ん
じ

たいらのまさかど

たいらのただつね

ぜんくねんかっせん

ごさんねん

939～940

1028～31

1051～62

1083～87

み
ち
な
が
よ
り
み
ち

し
ら
か
わ
い
ん
せ
い

ご
し
ら
か
わ

と
ば

□

M■6平氏・源氏系図

64 第3章　中世の日本
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1

荘園の形成
８世紀に成立した荘

しょう

園
えん

の多くは間もなく衰
すい

退
たい

したが，

10世紀になると，それにかわって，中
ちゅう

世
せい

につなが

る新しい荘
しょう

園
えん

が登場してきた。

　地方の豪
ごう

族
ぞく

や有力農民の一部は，国
こく

衙
が

から一定の期間，税を免
めん

除
じょ

され

て山
さん

野
や

の開発に乗り出したが，その中から，より有利な条件を求めて開

発地を摂
せっ

関
かん

家
け

などの貴族や大寺社に寄
き

進
しん

する者も現れた。こうして中央

の権力者を領
りょう

主
しゅ

（荘園領主）とあおぐ荘園が成立し，開発者自身は荘園現

地の役人（荘
しょう

官
かん

）となって，さらに土地の開発を進めた。

　荘園の中には，荘園領主の権
けん

威
い

を背景に，政府から税の免除（不
ふ

輸
ゆ

）を

認めてもらう荘園が次
し

第
だい

に増え，やがて税収を確保しようとする国衙と

の対立が激しくなると，国衙の役人の立ち入りを認めない不
ふ

入
にゅう

の特権を

得る荘園も多くなっていった。その結果，11世紀後半には中央に送ら

れる税が減少し，貴族の給
きゅう

与
よ

や大寺社の運営費を支
し

払
はら

えなくなった政府

は，そのかわりに荘園をあたえたので，荘園はますます増加した。

　こうして全国の土地は公
こう

領
りょう

と荘園に分かれたが，いずれもその内部で

は，現地の有力者が開発地を拠
きょ

点
てん

に地域の支配を進めていった。

地方の反乱と
武士の成長

９世紀末から10世紀にかけて盗
とう

賊
ぞく

や海
かい

賊
ぞく

の活動

が活発化すると，京
きょう

都
と

の中級・下級貴族のうち，

特に弓
ゆみ

矢
や

や馬などの武芸に優
すぐ

れた者が国
こく

司
し

などに任命されて鎮
ちん

圧
あつ

に当た

った。かれらの中には任期が終わってもそのまま現地にとどまり，有力

な武
ぶ

士
し

（兵
つわもの

）として勢力を広げていく者もあった。かれらの子孫は一族

や従者を率いて，たがいに戦いをくり返し，ときには国司にも反
はん

抗
こう

した。

　一方，地方の豪族や有力農民たちも，自分の土地を守るために武
ぶ

装
そう

し

始めた。かれらは地方にとどまった国司の子孫などを中心に結集し，や

がて大きな武
ぶ

士
し

団
だん

に成長していった。

→p. 41

→p. 40

→p. 52

用 語 2

3

4

中
世
社
会
の
成
立

節

1 荘園の成立と
武士の登場

●❶どのように荘
しょう
園
えん
が全国的に広まって

いったのだろうか。
●❷�源

げん
氏
じ
が東

とう
国
ごく
で大きな力をにぎること

ができたのはなぜだろうか。

用 語 解 説

公
こう

領
りょう

　古代には公
こう

地
ち

公
こう

民
みん

が原則で，全ての
土地は公

おおやけ

の地とされたが，そのうち荘
しょう

園
えん

化
しなかった土地。国

こく

衙
が

の管理下に置かれた
ので国

こく

衙
が

領
りょう

ともいう。荘園が最も増えた中
ちゅう

世
せい

でも，荘園と公領の面積比はほぼ１：１
であった。

荘園に変わることは，その地に暮らす農
民の生活にどのような変化をもたらしたの
だろうか？

受領（国司）
（中流貴族）

ず りょう こく し
荘園領主

摂関家などの
上流貴族や大寺社

せっかんけ

地方豪族
有力農民

農民

支
配税

任
命税

支
配税

支
配税

支
配税

政府（朝廷）

中央の
権力者

現地の
有力者

地方豪族（荘官）
有力農民

しょうかんごうぞく

公領
こうりょう

荘園
しょうえん

ちょうてい

）（

M■2荘園・公領の模式図

M■3武士の家の構造

主人

下人・所従

郎党

家子（一族）

（惣領，一族の長）

（家人）

そう

ろう

いえのこ

げ にん しょじゅう

とう

りょう

同族の
分家や庶子

しょ し

け にん

P■1都での儀
ぎ

式
しき

の様子　武
ぶ

装
そう

して警備にあ
たる者も見られる。『年中行事絵巻』 田中家蔵
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馬場　基 奈良文化財研究所平城地区史料研究室長

　歴史を学ぶ中学生が、日本だけではなく世界の歩みも平易に理
解できるようにと願ってつくったのが、この教科書です。
　歴史を学ぶ意味は、私たちとちがう時代や地域に生きた人びと
に出会うことをとおして、自分自身を理解することにあります。自国
のことしか知らない人は、その自国のこともじつはよく理解していま
せん。日本のことだけを学んでも、それを取り巻く諸地域との交流
や、世界全体が歩んできた大きな流れを理解しなければ、日本と
いう国の成り立ちを知ったことにはなりません。
　日本列島に住む人びとは、古代から周辺の東アジア世界の影響
を強く受け、またのちには欧米諸国を模範として近代化への道を
歩みました。この教科書では、世界の歴史から見た日本の位置を
わかりやすく説明するようにつとめました。
　中学校から高校に進学すると、「歴史総合」「世界史探究」「日
本史探究」の学習も始まります。そうした科目学習へスムーズに入
ってゆくための予備知識も、この教科書は提供してくれます。
　グローバル化の進んだ現在の世界は、地域紛争や格差の拡大、
地球環境の破壊など、さまざまな問題に直面しています。世界が
どのようにして今日のような姿になったのか、その諸問題がどのよう
な背景から生じてきたのかを、中学生がこの教科書からぜひ学び
取って欲しいと願っています。

　思いのほか中学生は歴史好きで、流行のゲームやアニメの影響
からか戦国時代などはたいそう博識ですが、一方で暗記科目と断
じます。高校でも同様に、日本史と世界史を選択することは「W

ダブル

史は大変」と言われます。原因は、人物や事件名など歴史の知
識が無機質な「点」に留まっていることによるのではないかと日々
生徒と接していて感じます。
　この教科書では、あるできごとがどこから来て、どこへとつながっ
ていくのか、歴史における意義は何か、画期・分岐点はどこか、に
重きを置き、知識が有機的につながるような記述につとめました。
　とくに高校生が等しく学ぶ「歴史総合」への架橋として、近代
以降では、たとえば「国家」「植民地」「日本経済」「普通選挙」
「憲法」「領土」などについて「歴史へのアプローチ」や「歴史
を考えよう」というページを配し、「用語解説」も適宜設けて、苦
手としがちな概念用語にも向き合えるようにしました。あわせて、グ
ラフ・絵図の読みときや、とくに「問い」を表現することが面白くな
るように工夫しました。「問い」は教科書の随所に配し、「日本史
探究」「世界史探究」に通じるものも、一部用意しました。
　この教科書で学ぶことにより、歴史を「線」や「面」としてとら
えられるようになり、歴史の授業の時間が待ち遠しくなることを願っ
てやみません。

　私たちは、大人の入り口に立つ中学生のみなさんに、ぜひ歴史
的なモノの見方や考え方を身につけてほしいと願っています。今の
私たちの生活や技術は一朝一夕にできたわけではなく、何世代に
もわたる先人たちの努力や試行錯誤の積み重ねにほかなりません。
このごく当たり前の事実に思いをはせて欲しいのです。また、人類
は成功ばかりでなく、多くの失敗も繰り返してきました。現代に繋が
ることなく滅んでいった文明もたくさんあります。そのような失敗や
滅亡の原因を考えることも大切な勉強でしょう。
　一方、美しい自然や限りある資源は今生きている私たちだけのも
のではなく、まだ生まれてきていない未来の世代のものでもあります。
過去と未来の双方を見通すことで、私たち一人一人の人生も長い
人類史の一部であることを知るでしょう。それは、これから大人に
なり、社会を背負ってゆく中学生にとって、とても大事な経験です。
私たちは、この教科書をとおしてその瞬間によりそいたいと考えて
います。
　高校では、近現代史を中心に講じられる「歴史総合」という新
しい科目も待っています。そのときにあわてないためにも、私たちの
教科書で前近代史からしっかりと学び、さらに「日本史探究」「世
界史探究」を学ぶ際に役立つ思考力のベースを、身につけてほ
しいと思います。

　「過去に目を閉ざす者は、現在にも盲目となる」。統一ドイツの初
代大統領ヴァイツゼッカーの言葉通り、これからの社会の担い手で
ある中学生が、現在を正しく理解するために歴史を学ぶことはとて
も大切です。
　本書は、知的好奇心に満ちた中高一貫校の生徒の期待にも応
えてくれる教科書です。本文の記述内容や記述量、史資料など
が大変充実していることはもちろんですが、そのほかにも「歴史へ
のアプローチ」（琉球の歴史と文化、近代日本と女子留学生など）・
「地域からのアプローチ」（奈良、札幌、広島など）・「歴史を考
えよう」（関所を考える、江戸図屛風を読み解くなど）等、様 な々
角度から多彩なテーマで特集を組み、中学生の歴史についての
興味や関心を最大限に引き出す構成になっています。
　また、書名にもみられる通り、日本だけでなく世界も含めた歴史
全体の流れを重視している点も、本書の大きな特徴です。地図と
イラストを用いて当時の世界を視覚的に表現した「〇世紀の世界」
など、中学生の理解を助けるための様 な々工夫もこらされています。
　さらに、山川出版社の高校歴史教科書と継続性をもって学習で
きる中学歴史教科書である本書で学ぶことは、生徒にとって大きな
メリットとなります。多くの中学生にこの教科書を使って、高等学校
につながる歴史の学びを体感してほしいと願っています。

橋場 弦（はしば ゆづる）
東京大学教授

高橋 哲（たかはし あきら）
渋谷教育学園幕張中学校・高等学校教諭

桜井 英治（さくらい えいじ）
東京大学教授

菊池 陽太（きくち ようた）
開成中学校・高等学校教諭
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改訂版
教師用指導書

歴史 081-72 準拠

⃝�教科書に掲載された用語や図版の解説を盛り込み、学習指導案を付した、授業前にご確認いただ
くのに便利な１冊です。
⃝�学習指導要領や、社会科の学習評価とその方法のポイントもわかりやすく示しています。
⃝�「付属データ集」には、「授業用スライド」のほか、教科書紙面や教科書掲載地図・図版、教科
書掲載発問への解答など、便利なコンテンツが多数収録されています。
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ド」と内容をあわせており、両方の使用でより学習効果が高まります。
⃝�ノートとしての役割だけでなく、簡単な穴埋めテストとしても利用できるように制作しています。
⃝�テーマごとに見開き2ページで制作しています。学習課題や、ステップアップも収録しています。
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⃝�デジタル教科書（指導者用）には、地図・グラフアプリ機能、追加図版機能、Q＆
Aアプリ機能など、便利な機能が搭載されています。
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2世紀の世界

こ の 教 科 書 の 使 い 方

このテーマのタイトルと、このテーマ
を学習する中で、考えてほしい課題を
示しています。

写真やグラフ、コラムなどに関連して、
考えてほしい課題を示しています。

このテーマを学んだうえで、より主体
的に深めてほしい課題を示しています。

【マークについて】

各時代の世界の様子を地図とイラスト
で紹介しています。

歴史を
考えよう

取り上げた課題を話し合い、考察しな
がら学ぶページです。

地域からのアプローチ

地域の歴史をさまざまな角度から歴史
的に考えるページです。

歴史へのアプローチ

テーマを設定し、歴史的に深くほり下
げて解説しています。

教科書の内容を
より深めていくた
めのコラムです。

コ
ラム

歴史上の人物に
ついて、くわしく
説明しています。

人 物

重要な歴史上の
史料（資料）です。

意味がわかりにく
い言葉について、
解説しています。

用 語 解 説

ここから、博物館・資料館のウェブペー
ジや、動画・拡大画像などを見ることが
できます。

くわしく見てみよう
琉
りゅう

球
きゅう

王国

ユネスコ（UNESCO）に登録されてい
る世界遺産です。

世界遺産マーク

日本で国宝に指定されている文化財です。
国宝マーク
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と古代の帝国はどこ

が異なっているか、考えてみよう。

ステップアップ

歴史へのアプローチ

地域からのアプローチ
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こ の 教 科 書 の 使 い 方

このテーマのタイトルと、このテーマ
を学習する中で、考えてほしい課題を
示しています。

写真やグラフ、コラムなどに関連して、
考えてほしい課題を示しています。

このテーマを学んだうえで、より主体
的に深めてほしい課題を示しています。

テーマを設定し、歴史的に深くほり下
げて解説しています。

取り上げた課題を話し合い、考察しな
がら学ぶページです。

地域の歴史をさまざまな角度から歴史
的に考えるページです。

各時代の世界の様子を地図とイラスト
で紹介しています。

【マークについて】

コ
ラム  教科書の内容をより深めていくためのコラムです。

人 物  歴史上の人物について、くわしく説明しています。

 重要な歴史上の史料（資料）です。

用 語 解 説  意味がわかりにくい言葉について、解説しています。

　世界遺産マーク  ユネスコ（UNESCO）に登録されている世界遺産です。

　国宝マーク 日本で国宝に指定されている文化財です。

  ここから、博物館・資料館のウェブページや、動画・
拡大画像などを見ることができます。

＊�本書掲載の二次元コードからインターネットを使用した学習ができます。二次元コー
ドの使用にあたって使用料はかかりませんが、通信料はかかります。インターネット
を使用する際には、先生の許可を得たうえで使用してください。

くわしく見てみよう
琉
りゅう

球
きゅう

王国
二 次 元
コ ー ド
掲 載

【国名の表記について】
第５章以降を中心に、国名を以下のように表記することがあります。
日本：日　中国：中　韓国：韓　アメリカ：米　ロシア：露　イギリス：
英　フランス：仏　ドイツ：独　イタリア：伊　オランダ：蘭　ソヴィ
エト社会主義共和国連邦：ソ

【年代の表記について】
日本の歴史にかかわる西暦年は、年号（元号）を併記しています。なお、
年号が変わった年は、その年の初めから新しい年号としています。た
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新しく地頭が
任命された土地

守護の交代が
あった国

しゅ ご

じ とう

武士の生活
地
じ

頭
とう

に任じられた武
ぶ

士
し

は、堀
ほり

や土
ど

塁
るい

で周囲を囲った 

館
やかた

に住み、現地の管理者として、農民から年
ねん

貢
ぐ

や諸

税を徴
ちょう

収
しゅう

して国
こく

司
し

や荘
しょう

園
えん

領
りょう

主
しゅ

におさめ、一定の収入を得ていた。また、

館の周辺には地頭の田畑があり、下
げ

人
にん

や周辺の農民を使って耕作させた。

農民にとっては、地頭も荘園領主と並ぶもう一人の領主であった。

　武士の一族は、本
ほん

家
け

の家
か

長
ちょう

である惣
そう

領
りょう

を中心に結束し、戦時には一族

の家長や子
し

弟
てい

は惣領の指揮に従った。ただし土地や財産などの相続は分
ぶん

割
かつ

相
そう

続
ぞく

が原則であり、家長をつぐ者だけでなく、その兄
きょう

弟
だい

や姉
し

妹
まい

にも領

地がゆずられた。鎌
かま

倉
くら

時代までは女性の相続権も強かったため、地頭に

なる女性もいた。

　武士の生活は一
いっ

般
ぱん

に簡素で、日ごろから戦いに備えて弓
ゆみ

矢
や

や乗馬の訓

練をしていた。武
ぶ

勇
ゆう

と名
めい

誉
よ

を重んじ、恥
はじ

をきらう武士の気質は、「弓
きゅう

馬
ば

の道」「兵
つわもの

の道」などと呼ばれ、のちの武
ぶ

士
し

道
どう

の起源となった。

武士の土地支配
地頭と荘園領主の間には、現地の支配権や地頭

による年貢の未納などをめぐって、争いが絶え

なかった。特に承
じょう

久
きゅう

の乱後は多くの地頭が任命されたことから、争いは

ますます拡大した。

　荘園領主は初め、地頭を任命した幕
ばく

府
ふ

に訴
うった

え出ることで問題を解決し

ようとしたが、現地を支配する地頭を従わせることは難しかった。そこ

で荘園領主は、やむなく荘園の管理を全て地頭に任せるかわりに、毎年

一定の年貢を確実におさめさせる契
けい

約
やく

を結んだ（地
じ

頭
とう

請
うけ

）。さらには幕府

の立ち会いの下
もと

、荘園領主と地頭とで荘園を二分し、以後、相手の土地

には干
かん

渉
しょう

しないという取り決めを交
か

わすこともあった（下
した

地
じ

中
ちゅう

分
ぶん

）。その

結果、当初複雑に入り組んでいた荘園領主と地頭の領地は地理的に分
ぶん

離
り

することになったが、実際には、荘園領主の領地に対する地頭の侵
しん

害
がい

は

たち

1

→p. 64 3

❶

2

3M■3伯
ほう

耆
きの

国
くに

東
とう

郷
ごうの

荘
しょう

の下
した

地
じ

中
ちゅう

分
ぶん

図（模本）
東京大学史料編纂所蔵

4 武士と民衆の
生活

●❶武
ぶ
士
し
と民衆はどのような関係で結ばれて

いたのだろうか。
●❷�荘

しょう
園
えん
領
りょう
主
しゅ
と地

じ
頭
とう
との間の訴

そ
訟
しょう
が増加した

のはなぜだろうか。

M■2承
じょう

久
きゅう

の乱による守護・地頭の変化

O■1武
ぶ

士
し

の館
やかた

たち

地
じ

頭
とう

請
うけ

や下
した

地
じ

中
ちゅう

分
ぶん

で、荘
しょう

園
えん

領
りょう

主
しゅ

に
はどのような利点があったのだろうか。
Q

承久の乱後、どの地域
に地頭が増えたのだろうか。
Q

武士たちは何に備
えているのだろうか。
Q

くわしく見てみよう
伯耆国東郷荘の下地中分図
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阿
氐
河
荘
上か

み

村む
ら

の
百ひ

ゃ
く

姓し
ょ
う

ら
が
つ
つ
し
ん
で
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、�

御お
ん

材ざ
い

木も
く

の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
地じ

頭と
う

が
上
京
す
る
の
だ

と
か
、
近
所
で
の
人じ
ん

夫ぷ

役や
く

と
か
を
申
し
て
、
こ
の
よ
う
に
人

夫
が
地
頭
の
ほ
う
で
こ
き
使
わ
れ
ま
す
の
で
、
労
力
と
時
間

が
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
…
…
お
前
た
ち
が
こ
の
麦
を
ま

か
な
い
と
、
妻
子
ど
も
を
家
に
閉
じ
こ
め
、
耳
を
切
り
鼻
を

そ
ぎ
、
髪か
み

を
切
っ
て
尼あ

ま

に
し
て
、
縄
で
し
ば
っ
て
苦
し
め
る

ぞ
と
、
厳
し
く
追つ
い

及き
ゅ
う

さ
れ
ま
す
の
で
、
御
材
木
の
運う
ん

搬ぱ
ん

は
ま

す
ま
す
お
く
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
…
…

建け
ん

治じ

元（
一
二
七
五
）年
十
月
二
十
八
日

　
百
姓
ら
が
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
高
野
山
文
書
）

新しく地頭が
任命された土地

守護の交代が
あった国

しゅ ご

じ とう

24/02/07

その後も続いた。

民衆の生活
平
へい

安
あん

時代後期から鎌倉時代初期にかけては、新しい

荘園が次々に成立して土地の開発が進み、農業収
しゅう

穫
かく

量が増えた。しかし鎌倉時代の半ばごろになると、気候が不順になり、

飢
き

饉
きん

が増えてきたため、土地の生産性を高めるためのさまざまな工
く

夫
ふう

が

見られるようになった。

　用水路やため池による灌
かん

漑
がい

が広く行われ、鉄製の農具や牛
ぎゅう

馬
ば

を利用し

た農
のう

耕
こう

も広まった。肥料には山
さん

野
や

の草や木をそのまましいたり、焼いて

灰にしたものが使われたりした。また、畿
き

内
ない

や西日本の水田では稲
いな

作
さく

が

終わると、その田で麦をつくる二
に

毛
もう

作
さく

も始まった。農耕の合間には蚕
かいこ

が

飼われ、絹
きぬ

や麻
あさ

の布が織られた。

　また、このころの荘園では、用水路の整備・修理などの共同作業を通

じて農民の連帯意識が強まり、年貢の軽減や地頭の解任などを求めて、

集団で荘園領主に訴えたり、逃
とう

亡
ぼう

したりすることもあった。

　荘園領主や武士が多く住み、全国から大量の年貢や物資が集まる京
きょう

都
と

・奈
な

良
ら

・鎌倉などの都市では、それらを売買する常設の店
てん

舗
ぽ

（見
み

世
せ

棚
だな

）

が発達し、高級な織
おり

物
もの

や工芸品もつくられた。

　地方では、荘園・公
こう

領
りょう

の中心地や寺社の門前などに、月に三度の定
てい

期
き

市
いち

が開かれ、米や日用品のほか、地域の特産品や、商人の手で京都など

から運ばれてきた織物・工芸品なども売買された。陸上・海上交通の要

地には宿
しゅく

や港などの町
まち

場
ば

ができ、港には年貢や商品を保管する問
とい

（問
とい

丸
まる

）

が発達した。

　売買の手段としては、米や絹にかわって、宋
そう

（南
なん

宋
そう

）から輸入された宋
そう

銭
せん

が広く用いられるようになり、一部の荘園では年貢の銭
せん

納
のう

も始まった。

京都や鎌倉では借
かし

上
あげ

などの金
きん

融
ゆう

業者も多く見られるようになった。

5

→p. 92

4 6

用 語

M■4備
び

前
ぜんの

国
くに

福
ふく

岡
おかの

市
いち

の様子　
『一遍上人絵伝』神奈川県 清浄光寺（遊行寺）蔵

荘
しょう
園
えん
絵図がつくられた目的を考えて

みよう。

ステップアップ

用 語 解 説

問
とい

（問
とい

丸
まる

）　もともと港にいて年
ねん

貢
ぐ

の保管や積みか
えなどに従事していた荘

しょう

園
えん

の役人であったが、や
がて商品も取りあつかうようになり、商人化した。
現在の問

とん

屋
や

の起源でもある。

❶ただし、北
ほう

条
じょう

氏などの有力な御
ご

家
け

人
にん

は、本人は
鎌
かま

倉
くら

に住んで政治にたずさわり、領地には代
だい

官
かん

を
派
は

遣
けん

して現地を管理させていた。

くわしく見てみよう
備前国福岡市

①�一遍は何をしているのだろうか。
②�どのようなものが売買されているだろうか。
③�この場所に市

いち

が開かれたのはなぜだろうか。

Q

M■6信
しな

濃
のの

国
くに

伴
とも

野
のの

市
いち

の様子　『一遍上人絵伝』

この絵は福
ふく

岡
おかの

市
いち

と同じように市の風景をえが
いているが、なぜ大きく様子が異なるのだろうか。
Q

阿あ

氐て

河が
わ
の

荘し
ょ
う

荘
民
の
訴そ

状じ
ょ
う

（
一
部
要
約
）

■5

この史料が高
こう

野
や

山
さん

に残っている
のはなぜか、調べてみよう。
Q

一
いっ

遍
ぺん
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1	 農村にいる武士の立場で考えてみよう
●  あなたは農村をまとめる武

ぶ

士
し

です。最近、別の武士が支配する隣
となり

村
むら

の人々があなたの領地に立ち入ってきます。
あなたはどのように対応するでしょうか。だれをたよれば効果的か考えながら、対応策を練ってみよう。

時代 対応策

鎌
かま

倉
くら

時 代 将軍に自らの領地の支配を保障してもらう。

南北朝時代

室
むろ

町
まち

時 代

戦
せん

国
ごく

時 代

2	 農村にいる農民の立場で考えてみよう
●  あなたは農民です。今年は天候が悪く、農作物の育ちが良くありませんでした。自分たちの生活を守るために、

何ができるでしょうか。だれからの支配を受けていたのかを考えながら、対応策を練ってみよう。

時代 対応策

鎌 倉 時 代

南北朝時代 農民たちで結束して年
ねん

貢
ぐ

の軽減を荘
しょう

園
えん

領
りょう

主
しゅ

に訴
うった

える。

室 町 時 代

戦 国 時 代

3	 守護の立場で考えてみよう
●  あなたはある国の守

しゅ

護
ご

です。守護は幕
ばく

府
ふ

から任命される存在です。これから先も守護に任命され続けたいあな
たは、どのようにふるまうでしょうか。幕府から守護として何を期待されていたかをふまえて、何をすべきか
考えてみよう。

時代 対応策

鎌 倉 時 代

南北朝時代

室 町 時 代 京都に住んで、幕府の政治に貢
こう

献
けん

する。

戦 国 時 代

中世の日本 まとめ第3章
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苗
穂
村

北

豊

白し
ろ

な
え

ほ

い
し

と
よ

ひ
ら平

石

村

村

山
鼻
村

り
ん
ご
園

（
札
幌
本
庁
）

開
拓
使
本
庁

師
範
学
校
第
一
学
校

文

文

西
四
丁
目

西
六
丁
目

西
五
丁
目

豊

平

川

● ●

●
●

果樹園

ぶどう園
ぶどう園 札幌

病院

練兵場

農
具
製
作
所

ぶ
ど
う
酒
醸
造
所

ビ
ー
ル
醸
造
所

ビ
ー
ル
醸
造
所

製
粉
所

工業局

さ
っ
ぽ
ろ

ホ
ッ
プ
園 農
学
校

競馬場

大　　通

北三条

23/03/21

札幌
地域からのアプローチ⑤

1	 開拓の歴史から考える札幌

現在、札
さっ

幌
ぽろ

市は190万人以上の人口をかかえる、東
とう

北
ほく

・北
ほっ

海
かい

道
どう

では最大の都市です。碁
ご

盤
ばん

の目
め

状に整然とした道路で区画さ
れた計画都市のイメージがありますが、市の名

めい

称
しょう

はアイヌ語サ
ッポロペッ（乾

かわ

く大きな川）に由
ゆ

来
らい

し、開
かい

拓
たく

以前のアイヌ民族の
歴史をふまえた顔も見えてきます。

2 人口の推移から札幌の未来と多文化共生社会を考えよう
北海道全体の人口の中で、アイヌ民族が圧

あっ

倒
とう

的な少数者（マ

イノリティ）になったことと、1899（明治32）年の「北
ほっ

海
かい

道
どう

旧
きゅう

土
ど

人
じん

保護法」の成立との関連を調べてみよう。

■4

Q

O■3クラーク像（北海道大学構内）

P■1北
ほっ

海
かい

道
どう

庁
ちょう

旧本庁舎
（赤れんが庁舎）

N■2明
めい

治
じ

初年の札
さっ

幌
ぽろ

Q

Q

Q

Q 右の地図にある「白
しろ

石
いし

村
むら

」は入
にゅう

植
しょく

者
しゃ

の出身地にちなんだ

村名である。地名の由来を調べてみよう。

■2

アメリカ合衆国の農学者クラークが北海道大学の前身であ

る札幌農学校に招かれ、教育に当たったのはなぜか、調べ

てみよう。

■3

1997（平
へい

成
せい

９）年に制定され、「北海道旧土人保護法」を廃

止した「アイヌ文化振
しん

興
こう

法」の意義や、2019（令
れい

和
わ

元）年

に制定され、アイヌ民族が先住民族であると記した「アイ

ヌ施
し

策
さく

推進法」の意義を調べ、これから目指すべき社会の

姿について、話し合ってみよう。

札幌の人口が増加していく中、1972（昭
しょう

和
わ

47）年に冬季オ

リンピック札幌大会（札幌オリンピック）が開
かい

催
さい

され、それ

を契
けい

機
き

に、札幌のインフラ整備が進んでいった。北国なら

ではの開発・整備の工
く

夫
ふう

を調べてみよう。
■5 ■6

N■4北
ほっ

海
かい

道
どう

の人口、アイヌ民族の人口、札
さっ

幌
ぽろ

の人口推移
年 北海道の人口 アイヌ民族の人口 札幌の人口

19世紀初頭 3万1353人（和人） 2万3797人
幕末期 6万3834人（和人） 1万7810人
1874 17万1491人 1万6331人 1949人
1900 98万5304人 1万7298人 4万6103人
1926 243万7110人 1万5247人 15万2339人
1935 306万8282人 1万6324人 19万6541人
1941 333万9845人 1万7267人 22万4729人
1963 512万4717人 2万3033人 70万5037人
1986 566万8059人 2万4381人 156万6871人
2006 562万9970人 2万3782人 187万5278人

北海道庁、札幌市ほか調べ。アイヌ民族の人口は統計のたびごとの基準に基づく概数

Q
183ページの本文にあるように、明

めい

治
じ

政府は蝦
え

夷
ぞ

地
ち

を北海

道と改
かい

称
しょう

して、農地の開拓を進めてきた。明治以前の中

心都市であった函
はこ

館
だて

（箱館）ではなく、札幌が北海道の中心

となったのはなぜか、考えてみよう。

N■6地上のシェルターを
走る札幌市営地下鉄

M■5ブロック住宅　積雪に配
はい

慮
りょ

し
た三角屋根が並ぶ。写真は1976（昭
和51）年に現在の石

いし

狩
かり

市で撮
さつ

影
えい

。

▶ p.100
「第３章　まとめ」

さまざまなパターンの豊富な発問を通して、生徒自身による主体的・対話的で深い学びをう
ながし、考える力を養えるように工夫しました。また、社会的事象の歴史的な見方・考え方
が身に付くよう、時期や理由、経緯や差異などに着目できる発問を心がけました。

p.205「地域からのアプローチ⑤　札幌」▲

見開きの最後には、その時間
の学習内容をふまえて取り組
んでもらいたいステップアッ
プを設け、生徒の主体的な学
びをうながすようにしました。

発展 ステップアップ

▲２次元コードから
拡大図を見ることが
できます。

豊富で多様な発問

見開き冒頭には、その時間の
学習内容を理解するための学
習課題を付し、見通しを持っ
て学習に取り組むことができ
るようにしました。

導入 学習課題
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　そ
の
一
に
い
う
、
昔
の
天
皇
が
設
け
た
子こ

代し
ろ

の
民た
み

、
各
地

の
屯み
や
け倉（

天
皇
家
の
私
有
民
と
直ち
ょ
っ

轄か
つ

地ち

）、
お
よ
び
臣お
み

・
連む
ら
じ

・

伴と
も
の
み
や
つ
こ造

・
国く
に
の
み
や
つ
こ造

・
村む
ら
の
お
び
と首

が
支
配
す
る
部か
き
べ曲

の
民
、
各
地
の
田た

荘ど
こ
ろ（

諸

氏
族
の
私
有
民
と
私
有
地
）を
廃は
い

止し

せ
よ
。

　そ
の
二
に
い
う
、
初
め
て
都
を
整
備
し
、
畿き

内な
い

の
国こ
く

司し

・
郡ぐ
ん

司じ

、
関せ
き

塞そ
こ（

関せ
き

所し
ょ

と
砦と
り
で

）、
斥う
か
み候（

辺
境
地
域
の
監か
ん

視し

役や
く

）、
防さ
き

人も
り

、

駅は
ゆ
ま馬

・
伝つ
た
わ
り
う
ま馬（

役
人
が
公
お
お
や
け

の
用
務
に
使
う
馬
）を
置
け
。

　そ
の
三
に
い
う
、
初
め
て
戸こ

籍せ
き

・
計け
い

帳ち
ょ
う（

調ち
ょ
う

・
庸よ
う

を
徴ち
ょ
う

収し
ゅ
う

す
る

た
め
の
帳ち
ょ
う

簿ぼ

）・
班は
ん

田で
ん

収し
ゅ
う

授じ
ゅ

の
法
を
つ
く
れ
。

　そ
の
四
に
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
労ろ
う

役え
き

を
廃
止
し
、
田
の
面
積
に
応

じ
て
課か

税ぜ
い

せ
よ
。
…
…
そ
の
ほ
か
に
、
戸こ

ご
と
に
課
税
し
徴ち
ょ
う

収し
ゅ
う

せ
よ
。

改か
い

新し
ん

の
詔

み
こ
と
の
り 

（『
日
本
書
紀
』
よ
り
、
一
部
要
約
）

■2

唐の成立と
東アジアの変化

７世紀初め、中
ちゅう

国
ごく

では隋
ずい

が大運河の整備など土

木工事を盛
さか

んに行い、また、数回にわたって高
こう

句
く

麗
り

に遠
えん

征
せい

した。その負担は人々の生活を苦しめ、やがて反乱が起きて

隋は滅
めつ

亡
ぼう

した。隋にかわって中国を統一した唐
とう

は、律
りつ

令
りょう

によって政治体

制の基
き

礎
そ

を固め、強大な帝
てい

国
こく

を築いた。刑
けい

罰
ばつ

に関する法を律
りつ

、役所の組

織・職務や税制など行政に関する法を令
りょう

という。律令の下
もと

では、人々の

名前や性別・年
ねん

齢
れい

・身分などが戸
こ

籍
せき

に登録され、戸籍に基
もと

づいて、人々

は田をあたえられるとともに税や兵
へい

役
えき

を負担した。

　唐は、７世紀半ばに高句麗への攻
こう

撃
げき

を始めた。これにより、朝
ちょう

鮮
せん

半島

では唐と新
し ら ぎ

羅、高句麗と百
く だ ら

済がそれぞれ手を結ぶなど、各国の間の関係

が変化して、次
し

第
だい

に対立を深めていった。

大化の改新
７世紀の東アジアにおける国際情勢の変化に対応す

るため、倭
わ

でも政治の変革を目指す動きが出てきた。

当時、政治の実権をにぎっていた蘇
そ

我
がの

入
いる

鹿
か

は、聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

の子である山
やま

背
しろの

大
おお

兄
えの

王
おう

をほろぼし、自らの手に権力を集中させようとした。

　このころには、唐から帰国した留
る

学
がく

生
しょう

や僧
そう

によって新しい法律や制度

などの知識がもたらされ、唐を手本にした国づくりを考えた人々もいた。

その中心であった中
なかの

大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ

や中
なか

臣
とみの

鎌
かま

足
たり

（のちの藤
ふじ

原
わらの

鎌
かま

足
たり

）らは、645年

に蘇
そ

我
がの

蝦
え み し

夷・入鹿父子をほろぼし、大
たい

化
か

という年号（元
げん

号
ごう

）を定め、都を

飛
あ す か

鳥から難
なに

波
わ

（大
おお

阪
さか

府）へ移して政治改革を進めた。

　翌646（大化２）年の正月には、改革の方針を示した「改
かい

新
しん

の 詔
みことのり

」が

出された。詔には、それまでの天皇家や豪
ごう

族
ぞく

による土地と人々の支配を

やめて、国家が土地と人々を支配する公
こう

地
ち

公
こう

民
みん

制を基本とすること、地

方をおさめる組織や新しい土地制度・税制を整備することなどが示され

た。政治権力の集中を目指したこの改革を、大
たい

化
か

の改
かい

新
しん

という。

しん ら ひゃくさい 1

用 語 2

2 律令国家への道
●❶７世紀の倭

わ
は、なぜ朝

ちょう
廷
てい
に政治権力を集

中させようとしたのだろうか。
●❷�朝廷に権力が集中する中で、天皇と豪

ごう
族
ぞく

との関係はどのように変化したのだろうか。

0 50m

博多湾

大野城

大宰府

水城

博多湾

大野城

大宰府

水城

土塁
水城大堤堀 堀

木樋

大
宰
府
側

博
多
湾
側

水城の横断面模式図

石松好雄ほか『古代日本を発掘する4　大宰府と多賀城』による

ひもく

ど るい

はか た わん

みず き

だ ざい ふ

おお の じょう

ほり
おおつつみ

大野城

水城

M■1７世紀半ばの東アジア

OM■3大野城と水城　百
く だ ら

済からの渡
と

来
らい

人
じん

が指
し

揮
き

して、各地に山
やま

城
じろ

がつくられた。大野城はその
一つで、山にめぐらされた土塁・石

いし

垣
がき

や、建物の
礎
そ

石
せき

などが残されている。水城は、全長約1.2km、
堤
つつみ

の高さは約７mで、博多湾側につくられた幅
はば

60mの堀
ほり

には水がたくわえられた。福岡県

ひゃくさい

淮河

0 500km

大運河

黄
河

長
江 太 平 洋東シナ海

日本海高句麗

唐
とう 平壌

洛陽長安
ちょうあん

大宰府大宰府
だ ざい ふ

大野城
おお の じょう

らくよう

ルオヤン

へいじょう

ピョンヤン

金城

新羅
しらぎ

しん  ら
（676年統一）

飛鳥

大津宮

難波

おおつのみや

なに わ

あすか

きんじょう

百済
くだら

ひゃくさい

白村江
はくそんこう

はくすきのえ

こう く り

改新の詔により、土地と人々の支配をどのよ
うに改めようとしたのだろうか。
Q

水
みず
城
き

大
だ
宰
ざい
府
ふ

博
はか
多
た
湾
わん

大
おお
野
の
城
じょう

160 第5章　近代の日本と国際関係

5

10

15

20

コ
ラム

　ヨーロッパ諸国が北アメリカやカリブ海
かい

諸島で展開したプランテーションは、
黒人奴

ど

隷
れい

を労働力にして、大規模な農園で同じ作物を栽
さい

培
ばい

するというものであっ
た。生産された砂糖やたばこは、アフリカから奴隷を運んできた船に積みこまれ
てヨーロッパに送られ、経営者たちに多くの利益をもたらした。
　プランテーションは、奴隷たちに過

か

酷
こく

な労働を強制しただけでなく、自然環
かん

境
きょう

に対しても深刻な被
ひ

害
がい

をもたらした。まず、広大な農園をつくるために、森林が
伐
ばっ

採
さい

された。さらに、利益を極限まで増やそうとした経営者たちは、休耕地を設
けることなく同じ土地に同じ作物をひたすら栽培し続けたため、土地の生産力は
おとろえていった。
　産業革命は工場からの煙

けむり

や排
はい

水
すい

などによって自然環境に悪
あく

影
えい

響
きょう

をおよぼしたが、
その産業革命につながったプランテーションは、産業革命より前に、ヨーロッパ
から遠くはなれたところで、自然環境に大きな爪

つめ

痕
あと

を残したのである。

経済の広がりと
イギリスの台頭

17世紀になると、ポルトガルやスペインにかわ

って、イギリスやオランダが海上貿易の主導権

を争った。イギリスは東南アジアではオランダに敗れ、日本からも去っ 

たが、北アメリカやカリブ海
かい

諸島では支配地を広げ、サトウキビやたば

こなどを栽
さい

培
ばい

する大規模な農園（プランテーション）を展開した。フランス

もイギリスと同じように北アメリカやカリブ海諸島に植
しょく

民
みん

地
ち

を広げた。

　プランテーションでは、アフリカ大陸から連れられてきた黒人奴
ど

隷
れい

が

働き、その生産品はヨーロッパに持ちこまれて消費された。このように

17世紀から18世紀にかけて、ヨーロッパ諸国は他の地域との経済的な

つながりを強めたが、このつながりは地域間の対等な交
こう

易
えき

ではなく、支

配と従
じゅう

属
ぞく

の関係であった。

産業革命
イギリスが17世紀から進出していたインドでは、以前

から綿
めん

工
こう

業
ぎょう

が存在していた。綿
めん

花
か

（木
も

綿
めん

）は温暖な地域

で生育するため、ヨーロッパには綿工業は発達しなかった。しかし、大
だい

航
こう

海
かい

時代以降、インド産綿
めん

布
ぷ

がヨーロッパで広く流通するようになり、

イギリスでも17世紀から綿
めん

織
おり

物
もの

が衣服や装
そう

飾
しょく

品
ひん

として好まれるように

なった。それは綿織物が、ヨーロッパで広く用いられていた毛織物とは

異なり、染
せん

色
しょく

が簡単で、さまざまなデザインが可能だったからである。

　そのような中でイギリスでは、原料である綿花を輸入して自国で綿織

物にする動きが起こった。18世紀を通じて紡
ぼう

績
せき

機
き

や織
しょっ

機
き

の改良が進み、

また蒸
じょう

気
き

機
き

関
かん

が機械の動力源として使用できるようになったこともあっ

て、大規模な工場で綿織物を大量に生産することが可能になった。こう

して、イギリスでは農業中心の社会から工業中心の社会への転
てん

換
かん

が進ん

だ。これらの一連の技術革新や変化を産
さん

業
ぎょう

革
かく

命
めい

という。
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ろにインド南東部で製
造されたもの。

N■3紡
ぼう

績
せき

工場で働く子どもと女性（1840年ごろ）　
体が小さい子どもは、大人が入れない機械の下な
どにもぐりこむ作業をさせられた。

2 産業革命と社会
の変化

●�産業革命の結果、社会はどのように変わ
ったのだろうか。

プランテーションと自然破
は

壊
かい

M■2ワットの蒸
じょう

気
き

機関　ワットはそれまでの蒸気
機関を大

おお

幅
はば

に改良し、ピストンの往復運動を回転
運動に変えることに成功した。

プランテーションによって、ど
のような問題が起こったのだろうか。
Q
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　ヨーロッパ諸国が北アメリカやカリブ海
かい

諸島で展開したプランテーションは、
黒人奴

ど

隷
れい

を労働力にして、大規模な農園で同じ作物を栽
さい

培
ばい

するというものであっ
た。生産された砂糖やたばこは、アフリカから奴隷を運んできた船に積みこまれ
てヨーロッパに送られ、経営者たちに多くの利益をもたらした。
　プランテーションは、奴隷たちに過

か

酷
こく

な労働を強制しただけでなく、自然環
かん

境
きょう

に対しても深刻な被
ひ

害
がい

をもたらした。まず、広大な農園をつくるために、森林が
伐
ばっ

採
さい

された。さらに、利益を極限まで増やそうとした経営者たちは、休耕地を設
けることなく同じ土地に同じ作物をひたすら栽培し続けたため、土地の生産力は
おとろえていった。
　産業革命は工場からの煙

けむり

や排
はい

水
すい

などによって自然環境に悪
あく

影
えい

響
きょう

をおよぼしたが、
その産業革命につながったプランテーションは、産業革命より前に、ヨーロッパ
から遠くはなれたところで、自然環境に大きな爪

つめ

痕
あと

を残したのである。

経済の広がりと
イギリスの台頭

17世紀になると、ポルトガルやスペインにかわ

って、イギリスやオランダが海上貿易の主導権

を争った。イギリスは東南アジアではオランダに敗れ、日本からも去っ 

たが、北アメリカやカリブ海
かい

諸島では支配地を広げ、サトウキビやたば

こなどを栽
さい

培
ばい

する大規模な農園（プランテーション）を展開した。フランス

もイギリスと同じように北アメリカやカリブ海諸島に植
しょく

民
みん

地
ち

を広げた。

　プランテーションでは、アフリカ大陸から連れられてきた黒人奴
ど

隷
れい

が

働き、その生産品はヨーロッパに持ちこまれて消費された。このように

17世紀から18世紀にかけて、ヨーロッパ諸国は他の地域との経済的な

つながりを強めたが、このつながりは地域間の対等な交
こう

易
えき

ではなく、支

配と従
じゅう

属
ぞく

の関係であった。

産業革命
イギリスが17世紀から進出していたインドでは、以前

から綿
めん

工
こう

業
ぎょう

が存在していた。綿
めん

花
か

（木
も

綿
めん

）は温暖な地域

で生育するため、ヨーロッパには綿工業は発達しなかった。しかし、大
だい

航
こう

海
かい

時代以降、インド産綿
めん

布
ぷ

がヨーロッパで広く流通するようになり、

イギリスでも17世紀から綿
めん

織
おり

物
もの

が衣服や装
そう

飾
しょく

品
ひん

として好まれるように

なった。それは綿織物が、ヨーロッパで広く用いられていた毛織物とは

異なり、染
せん

色
しょく

が簡単で、さまざまなデザインが可能だったからである。

　そのような中でイギリスでは、原料である綿花を輸入して自国で綿織

物にする動きが起こった。18世紀を通じて紡
ぼう

績
せき

機
き

や織
しょっ

機
き

の改良が進み、

また蒸
じょう

気
き

機
き

関
かん

が機械の動力源として使用できるようになったこともあっ

て、大規模な工場で綿織物を大量に生産することが可能になった。こう

して、イギリスでは農業中心の社会から工業中心の社会への転
てん

換
かん

が進ん

だ。これらの一連の技術革新や変化を産
さん

業
ぎょう

革
かく

命
めい

という。

→p. 125

コラム

1

2

P■1インド産の綿
めん

織
おり

物
もの

（スカート）　1725年ご
ろにインド南東部で製
造されたもの。

N■3紡
ぼう

績
せき

工場で働く子どもと女性（1840年ごろ）　
体が小さい子どもは、大人が入れない機械の下な
どにもぐりこむ作業をさせられた。

2 産業革命と社会
の変化

●�産業革命の結果、社会はどのように変わ
ったのだろうか。

プランテーションと自然破
は

壊
かい

M■2ワットの蒸
じょう

気
き

機関　ワットはそれまでの蒸気
機関を大

おお

幅
はば

に改良し、ピストンの往復運動を回転
運動に変えることに成功した。

プランテーションによって、ど
のような問題が起こったのだろうか。
Q

160 第5章　近代の日本と国際関係

5

10

15

20

コ
ラム

　ヨーロッパ諸国が北アメリカやカリブ海
かい

諸島で展開したプランテーションは、
黒人奴

ど

隷
れい

を労働力にして、大規模な農園で同じ作物を栽
さい

培
ばい

するというものであっ
た。生産された砂糖やたばこは、アフリカから奴隷を運んできた船に積みこまれ
てヨーロッパに送られ、経営者たちに多くの利益をもたらした。
　プランテーションは、奴隷たちに過

か

酷
こく

な労働を強制しただけでなく、自然環
かん

境
きょう

に対しても深刻な被
ひ

害
がい

をもたらした。まず、広大な農園をつくるために、森林が
伐
ばっ

採
さい

された。さらに、利益を極限まで増やそうとした経営者たちは、休耕地を設
けることなく同じ土地に同じ作物をひたすら栽培し続けたため、土地の生産力は
おとろえていった。
　産業革命は工場からの煙

けむり

や排
はい

水
すい

などによって自然環境に悪
あく

影
えい

響
きょう

をおよぼしたが、
その産業革命につながったプランテーションは、産業革命より前に、ヨーロッパ
から遠くはなれたところで、自然環境に大きな爪

つめ

痕
あと

を残したのである。

経済の広がりと
イギリスの台頭

17世紀になると、ポルトガルやスペインにかわ

って、イギリスやオランダが海上貿易の主導権

を争った。イギリスは東南アジアではオランダに敗れ、日本からも去っ 

たが、北アメリカやカリブ海
かい

諸島では支配地を広げ、サトウキビやたば

こなどを栽
さい

培
ばい

する大規模な農園（プランテーション）を展開した。フランス

もイギリスと同じように北アメリカやカリブ海諸島に植
しょく

民
みん

地
ち

を広げた。

　プランテーションでは、アフリカ大陸から連れられてきた黒人奴
ど

隷
れい

が

働き、その生産品はヨーロッパに持ちこまれて消費された。このように

17世紀から18世紀にかけて、ヨーロッパ諸国は他の地域との経済的な

つながりを強めたが、このつながりは地域間の対等な交
こう

易
えき

ではなく、支

配と従
じゅう

属
ぞく

の関係であった。

産業革命
イギリスが17世紀から進出していたインドでは、以前

から綿
めん

工
こう

業
ぎょう

が存在していた。綿
めん

花
か

（木
も

綿
めん

）は温暖な地域

で生育するため、ヨーロッパには綿工業は発達しなかった。しかし、大
だい

航
こう

海
かい

時代以降、インド産綿
めん

布
ぷ

がヨーロッパで広く流通するようになり、

イギリスでも17世紀から綿
めん

織
おり

物
もの

が衣服や装
そう

飾
しょく

品
ひん

として好まれるように

なった。それは綿織物が、ヨーロッパで広く用いられていた毛織物とは

異なり、染
せん

色
しょく

が簡単で、さまざまなデザインが可能だったからである。

　そのような中でイギリスでは、原料である綿花を輸入して自国で綿織

物にする動きが起こった。18世紀を通じて紡
ぼう

績
せき

機
き

や織
しょっ

機
き

の改良が進み、

また蒸
じょう

気
き

機
き

関
かん

が機械の動力源として使用できるようになったこともあっ

て、大規模な工場で綿織物を大量に生産することが可能になった。こう

して、イギリスでは農業中心の社会から工業中心の社会への転
てん

換
かん

が進ん

だ。これらの一連の技術革新や変化を産
さん

業
ぎょう

革
かく

命
めい

という。

→p. 125

コラム

1

2

P■1インド産の綿
めん

織
おり

物
もの

（スカート）　1725年ご
ろにインド南東部で製
造されたもの。

N■3紡
ぼう

績
せき

工場で働く子どもと女性（1840年ごろ）　
体が小さい子どもは、大人が入れない機械の下な
どにもぐりこむ作業をさせられた。

2 産業革命と社会
の変化

●�産業革命の結果、社会はどのように変わ
ったのだろうか。

プランテーションと自然破
は

壊
かい

M■2ワットの蒸
じょう

気
き

機関　ワットはそれまでの蒸気
機関を大

おお

幅
はば

に改良し、ピストンの往復運動を回転
運動に変えることに成功した。

プランテーションによって、ど
のような問題が起こったのだろうか。
Q

160 第5章　近代の日本と国際関係

5

10

15

20

コ
ラム

　ヨーロッパ諸国が北アメリカやカリブ海
かい

諸島で展開したプランテーションは、
黒人奴

ど

隷
れい

を労働力にして、大規模な農園で同じ作物を栽
さい

培
ばい

するというものであっ
た。生産された砂糖やたばこは、アフリカから奴隷を運んできた船に積みこまれ
てヨーロッパに送られ、経営者たちに多くの利益をもたらした。
　プランテーションは、奴隷たちに過

か

酷
こく

な労働を強制しただけでなく、自然環
かん

境
きょう

に対しても深刻な被
ひ

害
がい

をもたらした。まず、広大な農園をつくるために、森林が
伐
ばっ

採
さい

された。さらに、利益を極限まで増やそうとした経営者たちは、休耕地を設
けることなく同じ土地に同じ作物をひたすら栽培し続けたため、土地の生産力は
おとろえていった。
　産業革命は工場からの煙

けむり

や排
はい

水
すい

などによって自然環境に悪
あく

影
えい

響
きょう

をおよぼしたが、
その産業革命につながったプランテーションは、産業革命より前に、ヨーロッパ
から遠くはなれたところで、自然環境に大きな爪

つめ

痕
あと

を残したのである。

経済の広がりと
イギリスの台頭

17世紀になると、ポルトガルやスペインにかわ

って、イギリスやオランダが海上貿易の主導権

を争った。イギリスは東南アジアではオランダに敗れ、日本からも去っ 

たが、北アメリカやカリブ海
かい

諸島では支配地を広げ、サトウキビやたば

こなどを栽
さい

培
ばい

する大規模な農園（プランテーション）を展開した。フランス

もイギリスと同じように北アメリカやカリブ海諸島に植
しょく

民
みん

地
ち

を広げた。

　プランテーションでは、アフリカ大陸から連れられてきた黒人奴
ど

隷
れい

が

働き、その生産品はヨーロッパに持ちこまれて消費された。このように

17世紀から18世紀にかけて、ヨーロッパ諸国は他の地域との経済的な

つながりを強めたが、このつながりは地域間の対等な交
こう

易
えき

ではなく、支

配と従
じゅう

属
ぞく

の関係であった。

産業革命
イギリスが17世紀から進出していたインドでは、以前

から綿
めん

工
こう

業
ぎょう

が存在していた。綿
めん

花
か

（木
も

綿
めん

）は温暖な地域

で生育するため、ヨーロッパには綿工業は発達しなかった。しかし、大
だい

航
こう

海
かい

時代以降、インド産綿
めん

布
ぷ

がヨーロッパで広く流通するようになり、

イギリスでも17世紀から綿
めん

織
おり

物
もの

が衣服や装
そう

飾
しょく

品
ひん

として好まれるように

なった。それは綿織物が、ヨーロッパで広く用いられていた毛織物とは

異なり、染
せん

色
しょく

が簡単で、さまざまなデザインが可能だったからである。

　そのような中でイギリスでは、原料である綿花を輸入して自国で綿織

物にする動きが起こった。18世紀を通じて紡
ぼう

績
せき

機
き

や織
しょっ

機
き

の改良が進み、

また蒸
じょう

気
き

機
き

関
かん

が機械の動力源として使用できるようになったこともあっ

て、大規模な工場で綿織物を大量に生産することが可能になった。こう

して、イギリスでは農業中心の社会から工業中心の社会への転
てん

換
かん

が進ん

だ。これらの一連の技術革新や変化を産
さん

業
ぎょう

革
かく

命
めい

という。

→p. 125

コラム

1

2

P■1インド産の綿
めん

織
おり

物
もの

（スカート）　1725年ご
ろにインド南東部で製
造されたもの。

N■3紡
ぼう

績
せき

工場で働く子どもと女性（1840年ごろ）　
体が小さい子どもは、大人が入れない機械の下な
どにもぐりこむ作業をさせられた。

2 産業革命と社会
の変化

●�産業革命の結果、社会はどのように変わ
ったのだろうか。

プランテーションと自然破
は

壊
かい

M■2ワットの蒸
じょう

気
き

機関　ワットはそれまでの蒸気
機関を大

おお

幅
はば

に改良し、ピストンの往復運動を回転
運動に変えることに成功した。

プランテーションによって、ど
のような問題が起こったのだろうか。
Q

160 第5章　近代の日本と国際関係

5

10

15

20

コ
ラム

　ヨーロッパ諸国が北アメリカやカリブ海
かい

諸島で展開したプランテーションは、
黒人奴

ど

隷
れい

を労働力にして、大規模な農園で同じ作物を栽
さい

培
ばい

するというものであっ
た。生産された砂糖やたばこは、アフリカから奴隷を運んできた船に積みこまれ
てヨーロッパに送られ、経営者たちに多くの利益をもたらした。
　プランテーションは、奴隷たちに過

か

酷
こく

な労働を強制しただけでなく、自然環
かん

境
きょう

に対しても深刻な被
ひ

害
がい

をもたらした。まず、広大な農園をつくるために、森林が
伐
ばっ

採
さい

された。さらに、利益を極限まで増やそうとした経営者たちは、休耕地を設
けることなく同じ土地に同じ作物をひたすら栽培し続けたため、土地の生産力は
おとろえていった。
　産業革命は工場からの煙

けむり

や排
はい

水
すい

などによって自然環境に悪
あく

影
えい

響
きょう

をおよぼしたが、
その産業革命につながったプランテーションは、産業革命より前に、ヨーロッパ
から遠くはなれたところで、自然環境に大きな爪

つめ

痕
あと

を残したのである。

経済の広がりと
イギリスの台頭

17世紀になると、ポルトガルやスペインにかわ

って、イギリスやオランダが海上貿易の主導権

を争った。イギリスは東南アジアではオランダに敗れ、日本からも去っ 

たが、北アメリカやカリブ海
かい

諸島では支配地を広げ、サトウキビやたば

こなどを栽
さい

培
ばい

する大規模な農園（プランテーション）を展開した。フランス

もイギリスと同じように北アメリカやカリブ海諸島に植
しょく

民
みん

地
ち

を広げた。

　プランテーションでは、アフリカ大陸から連れられてきた黒人奴
ど

隷
れい

が

働き、その生産品はヨーロッパに持ちこまれて消費された。このように

17世紀から18世紀にかけて、ヨーロッパ諸国は他の地域との経済的な

つながりを強めたが、このつながりは地域間の対等な交
こう

易
えき

ではなく、支

配と従
じゅう

属
ぞく

の関係であった。

産業革命
イギリスが17世紀から進出していたインドでは、以前

から綿
めん

工
こう

業
ぎょう

が存在していた。綿
めん

花
か

（木
も

綿
めん

）は温暖な地域

で生育するため、ヨーロッパには綿工業は発達しなかった。しかし、大
だい

航
こう

海
かい

時代以降、インド産綿
めん

布
ぷ

がヨーロッパで広く流通するようになり、

イギリスでも17世紀から綿
めん

織
おり

物
もの

が衣服や装
そう

飾
しょく

品
ひん

として好まれるように

なった。それは綿織物が、ヨーロッパで広く用いられていた毛織物とは

異なり、染
せん

色
しょく

が簡単で、さまざまなデザインが可能だったからである。

　そのような中でイギリスでは、原料である綿花を輸入して自国で綿織

物にする動きが起こった。18世紀を通じて紡
ぼう

績
せき

機
き

や織
しょっ

機
き

の改良が進み、

また蒸
じょう

気
き

機
き

関
かん

が機械の動力源として使用できるようになったこともあっ

て、大規模な工場で綿織物を大量に生産することが可能になった。こう

して、イギリスでは農業中心の社会から工業中心の社会への転
てん

換
かん

が進ん

だ。これらの一連の技術革新や変化を産
さん

業
ぎょう

革
かく

命
めい

という。

→p. 125

コラム

1

2

P■1インド産の綿
めん

織
おり

物
もの

（スカート）　1725年ご
ろにインド南東部で製
造されたもの。

N■3紡
ぼう

績
せき

工場で働く子どもと女性（1840年ごろ）　
体が小さい子どもは、大人が入れない機械の下な
どにもぐりこむ作業をさせられた。

2 産業革命と社会
の変化

●�産業革命の結果、社会はどのように変わ
ったのだろうか。

プランテーションと自然破
は

壊
かい

M■2ワットの蒸
じょう

気
き

機関　ワットはそれまでの蒸気
機関を大

おお

幅
はば

に改良し、ピストンの往復運動を回転
運動に変えることに成功した。

プランテーションによって、ど
のような問題が起こったのだろうか。
Q

▼ p.38
「律令国家への道」

▼ p.160
「産業革命と社会の変化」

▼２次元コードから拡大図
を見ることができます。

見開き冒頭の学習課題や、最後のステップアップだけで
なく、豊富かつ多様な種類の発問を設け、主体的・対話
的で深い学びができるようにしました。なかには、２次
元コードを使用し、拡大した絵図などを見て考察する発
問もあります。

展開 豊富な発問
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　　地　  　　　　　　 中　   　　　　海

ブリタニア

ガリア

エジプト

ローマ

カルタゴ

アレクサンドリア イェルサレム

ロンディニウムロンディニウム
（現ロンドン）

ルテティア（現パリ）

ローマ帝国の最大領域（2世紀初め）

ていこく

アレクサンドロス大王の帝国（紀元前4世紀）

黒 海

アラル海
大西洋

ペルシア湾

カ
ス
ピ
海

ゲルマニア

アフリカ

0 1000km

（コンスタンティノープル）
ビザンティウムマケドニア

イ
ン
ダ
ス
川

23/03/30

アの民主政治は現在の民主政治の起源であった。

アレクサンドロス
大王

ギリシアは紀元前４世紀末に北方のマケドニ

アによって征
せい

服
ふく

され、都市国家の時代は終わ

った。マケドニアのアレクサンドロス大
だい

王
おう

はアケメネス朝をほろぼし、

さらにインドまで遠
えん

征
せい

して、東はインドから西はギリシアまで広がる大

帝国を築いた。アレクサンドロスの死後、帝国は分
ぶん

裂
れつ

し、やがておとろ

えたが、各地にはギリシア風の都市が建設され、ギリシア文化とオリエ

ント各地の文化が混ざり合ってヘレニズム文
ぶん

化
か

が生まれた。

ローマ帝国
紀元前６世紀末にイタリア半島に成立した都市国家

ローマでは、貴族が平
へい

民
みん

を指導する共和政が行われ、

強い軍事力で地中海周辺の地域を次々に征
せい

服
ふく

していった。紀元前２世紀

後半から権力者どうしが争う内乱状態におちいるが、紀元前１世紀半ば

にカエサルによってしずめられた。かれが暗殺されると再び政治は乱れ

たが、カエサルの養子オクタウィアヌスが混乱をおさめ、地中海周辺の

全ての地域を支配下に置き、アウグストゥス（尊
そん

厳
げん

者
しゃ

）と呼ばれる皇
こう

帝
てい

に

なった。これ以降、ローマは共和政から帝
てい

政
せい

に移り（ローマ帝
てい

国
こく

）、「ロ

ーマの平和」と呼ばれる空前の繁
はん

栄
えい

と平和の時代が約200年続いた。

　ローマはギリシア文化を受けついで帝国内に広めるとともに、水道や

道路網
もう

、浴場や円形闘
とう

技
ぎ

場
じょう

などの施
し

設
せつ

を各地に建設した。都市ローマは

100万人もの人口をかかえ、人々は「パンと見
み

世
せ

物
もの

」を楽しみに生活し

ていた。さまざまな民族を公正に統
とう

治
ち

するために発達したローマ法は、

近代ヨーロッパの法律へと受けつがれた。また現在用いられている暦
こよみ

（グレゴリオ暦
れき

）は、カエサルが制定したユリウス暦が基になっている。

　ローマ帝国はやがて４世紀末に東西二つの帝国に分裂した。ローマを

首都とする西ローマ帝国は、ゲルマン人の侵入を受けて476年に滅
めつ

亡
ぼう

し

た。一方、コンスタンティノープルを首都とする東
ひがし

ローマ（ビザンツ）帝
てい

国
こく

は、15世紀まで続いた。

6

7

8

7 用 語

用 語

❶

9

→p. 104

→p. 78，104

P■8ミロのヴィーナス　エ
ーゲ海

かい

のミロス（ミロ）島
とう

か
ら出土した、愛の女

め

神
がみ

アフ
ロディテ（英語名ヴィーナ
ス）の像。ヘレニズム彫

ちょう

刻
こく

の
傑
けっ

作
さく

。フランス ルーヴル美術館蔵

M■7アレクサンドロス大王
の帝国とローマ帝国

M■6アレクサンドロス大王

共和政と帝
てい

政
せい

　王のような君主を持たない政治の
かたちを共和政という。ローマの共和政は貴族が
集団で政治を行うのが特

とく

徴
ちょう

だった。一方、帝政と
は君主である皇

こう

帝
てい

が支配する政治のかたちをいう。

用 語 解 説

M■9円形闘
とう

技
ぎ

場
じょう

（コロッセウム）　ここでは皇
こう

帝
てい

や
貴族が市民たちに無料で格

かく

闘
とう

技
ぎ

などの催
もよお

し物を提
供した。イタリア

くわしく見てみよう
ギリシア文明の遺

い

跡
せき

と遺物
二次元
コード
掲 載

❶この時代には、ローマ帝
てい

国
こく

全土にキリスト教が
広まった（→p.25）。

古代ギリシアの民主政治は、現代の民
主政治とどこが異なるのか、対比し
て整理してみよう。

ステップアップ

▼ p.21「地中海文明の発展」
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ほろないたんこう

幌内炭鉱

釡石製鉄所

じょうばんたんでん

常磐炭田

野田醤油
東洋モスリン

浦賀ドック

大阪鉄工所

足尾銅山

日本楽器

呉海軍工廠

筑豊炭田

三池炭鉱

八幡製鉄所

長崎造船所

主な労働争議

かまいし

の だ しょう ゆくれ

ちくほう

うら が

東京砲兵工廠
とうきょうほうへいこうしょう

や はた

み いけ

ながさき

そう ぎ

別子銅山
べっ し

高島炭鉱
たかしま

天満紡績工場
てん  ま  ぼうせき

雨宮製糸工場
あめみやせい し

足尾町

群馬県

栃木県

茨城県

日光

桐生

足利
佐野

栃木

館林

古河

小山 結城

ひ どく ち

たてばやし

ゆう きお やま

や なかむら

さ の

こ が

あしかが

きりゅう

にっこう

いばらき

とち ぎ

ぐん ま

鉱毒被毒地
（10万ha）

中禅寺湖

渡
良瀬

川

利
根
川 谷中村

足尾銅山
あし お

第
一
条

　

�

本
法
は
、
こ
の
条じ

ょ
う

項こ
う

の
一
に
該が

い

当と
う

す
る
工
場
に
適
用
す
る�

　一
、�

常
に
十
五
人
以
上
の
労
働
者
を
使
用
し
て
い
る
工

場

第
二
条

　

�

工
場
主
は
、
十
二
歳さ

い

未
満
の
者
を
工
場
で
働
か
せ
て
は
い

け
な
い
…
…

第
三
条

　

�

工
場
主
は
、
十
五
歳
未
満
の
者
や
女
子
を
一
日
十
二
時
間

を
超ち
ょ
う

過か

し
て
働
か
せ
て
は
な
ら
な
い
…
…

た
だ
し
、
管か
ん

轄か
つ

す
る
大
臣
は
業
務
の
種
類
に
よ
っ
て
、
本

法
律
施し

行こ
う

後
十
五
年
間
を
限
度
と
し
て
前ぜ

ん

項こ
う

に
定
め
た
就

業
時
間
を
二
時
間
ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
…
…�

�

（『
官
報
』）

■8 

工
場
法
（
一
部
要
約
）

23/03/21

12時間、製糸業では15〜18時間）の厳しい労働を強
し

いられた。寄
き

宿
しゅく

舎
しゃ

の衛生状態も悪く、肺
はい

結
けっ

核
かく

などの病気が広がり、命を落とす者も多かっ

た。鉱
こう

山
ざん

業や運輸業の労働者は男性中心であったが、特に炭
たん

鉱
こう

で働く労

働者の悲
ひ

惨
さん

な状
じょう

況
きょう

は大きな社会問題となった。

　この問題に対して、日
にっ

清
しん

戦争後には労働組合が結成されるようになり、

労働条件の改善を求める労働争
そう

議
ぎ

も増加した。こうした動きに対して政

府は、1900（明
めい

治
じ

33）年に治
ち

安
あん

警
けい

察
さつ

法
ほう

を定め、労働者の団結やストライキ 

を制限して労働運動を取りしまった。一方、1911（明治44）年には工
こう

場
じょう

法
ほう

が制定され、労働者の保護が図られたが、実際にはさまざまな例外規

定があり、労働条件の改善は進まなかった。社会主義への関心も高まり、

社会主義政党も結成されたが、政府は厳しく弾
だん

圧
あつ

した。1910（明治43）

年には明治天皇の暗殺を計画したとして、幸
こう

徳
とく

秋
しゅう

水
すい

ら社会主義者が死
し

刑
けい

となったが、その多くは計画に直接関わっていなかった（大
たい

逆
ぎゃく

事
じ

件
けん

）。

　産業の発展にともなって、環
かん

境
きょう

・公害問題も発生した。栃
とち

木
ぎ

県の足
あし

尾
お

銅山では、鉱
こう

毒
どく

が渡
わた

良
ら

瀬
せ

川
がわ

に流出して、流域の農業や漁業に大きな被
ひ

害
がい

を出した。これに対し、栃木県選出の衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

議員田
た

中
なか

正
しょう

造
ぞう

は、政府に足

尾銅山の操
そう

業
ぎょう

停止をせまった。政府も調査に乗り出し、足尾銅山に鉱毒

防止策を行わせたが、外
がい

貨
か

が得られる銅を輸出するために操業を停止さ

せなかった。そのため、煙
えん

害
がい

などの被害は続いた。

2

3

5

6

用 語

8

→p. 129 7

M■5炭
たん

鉱
こう

で働く労働者　
福岡県 田川市石炭・歴史博物館蔵
©Yamamoto�Family

N■7□□□□□□□□□ □
□□

M■6社会・労働問題の発生

足
あし
尾
お
鉱
こう
毒
どく
事件について、政府側・資本家

側・住民側の三者の立場から、それ
ぞれの見解を整理してみよう。

ステップアップ

　足
あし

尾
お

鉱
こう

毒
どく

事件に対し田中正造は衆
議院議員を辞職して、天皇に直

じき

訴
そ

す
るなど反対運動を続けた。政府は被

ひ

害
がい

と洪
こう

水
ずい

緩
かん

和
わ

のために渡
わた

良
ら

瀬
せ

川
がわ

と利
と

根
ね

川
がわ

の合流点近くの谷
や

中
なか

村
むら

を廃
はい

村
そん

に
して遊水地とした。しかし田中はこ
れを不服とする住民とともに谷中村
に残り、生

しょう

涯
がい

をかけて反対運動に取
り組んだ。足尾鉱毒事
件は日本の公害問題
の原点といわれる。
まさに日本の産業
革命の負

ふ

の部分で
あった。
東京都 国立国会
図書館蔵

人 物

■7田
た

中
なか

正
しょう

造
ぞう

（1841〜1913）

くわしく見てみよう
山
やま

本
もと

作
さく

兵
べ

衛
え

の炭
たん

坑
こう

記録画
二次元
コード
掲 載

用 語 解 説

ストライキ　労働者が労働条件の改善などの要求
を実現するために、団結して就労を拒

きょ

否
ひ

すること。

工場法の条文で
禁止されていないこ
とは何だろうか。

Q

▲ p.207「都市と農村の変化」

8 9

特  色

1
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5

10

15

　私どもがつつしんで現在政権がどこにあるかを考えてみますと、�
上は皇室にもなく、下は人民にもなく、ただ官

かん

僚
りょう

に独
どく

占
せん

されてい
ます。……法律・命令があまりにも多く、朝出ては夕方には改ま
るありさまで、政治は私情によってなされ、賞

しょう

罰
ばつ

はその人に対す
る愛

あい

憎
ぞう

で決まり、言論の道がふさがれ、困苦のありさまを訴
うった

える

こともできません。……そこでこれ（国家の崩
ほう

壊
かい

）を救う方法をた
ずね求めてみましたが、ただ天下の世

よ

論
ろん

をのばすほかはありませ
ん。天下の世論をのばすには、民撰議院を立てるしかありません。
すなわち、官僚の権力を制限してこそ、上下の者が安全と幸福を
受けることができるでしょう。� （『日新真事誌』）

■2�民
みん

撰
せん

議院設立の建
けん

白
ぱく

書
しょ

（一部要約）

コ
ラム

自由民権運動
の始まり

征
せい

韓
かん

論
ろん

を主張していた西
さい

郷
ごう

隆
たか

盛
もり

や板
いた

垣
がき

退
たい

助
すけ

らが政

府を去ると、大
おお

久
く

保
ぼ

利
とし

通
みち

が政治を主導した。これ

に対し、板垣らは1874（明
めい

治
じ

７）年に民
みん

撰
せん

議
ぎ

院
いん

設
せつ

立
りつ

の建
けん

白
ぱく

書
しょ

を政府に提

出した。建白書には、大久保中心の政治への批判や国会開設の要求が記

されており、国民が政治に参加する権利の確立を目指す自
じ

由
ゆう

民
みん

権
けん

運
うん

動
どう

が

士
し

族
ぞく

を中心に始まった。

士族の反乱
廃
はい

刀
とう

令
れい

などで多くの特権を失い、政府への不満を強

めていた士族は、九
きゅう

州
しゅう

地方を中心に各地で反乱を起

こした。その中でも最大規模の反乱が、1877（明治10）年に発生した西
せい

南
なん

戦
せん

争
そう

である。これは政府を去って鹿
か

児
ご

島
しま

に帰郷していた西郷隆盛を中

心とした反乱で、政府に不満をいだく鹿児島の士族らによって起こされ

たが、政府は徴
ちょう

兵
へい

令
れい

に基
もと

づいて組織された新しい軍隊を投入して反乱を

鎮
ちん

圧
あつ

し、敗れた西郷は自害した。西南戦争を最後に士族の反乱はおさま

り、以後の反政府運動は武力ではなく、言論による自由民権運動が中心

になっていった。

自由民権運動
の高まり

板垣退助らは、1874（明治７）年に高
こう

知
ち

で立
りっ

志
し

社
しゃ

を設立し、自由民権運動に賛同する民権派の全国

組織をつくることを目指した。このような動きに対し、政府は府や県に

議会を設け、地
じ

主
ぬし

（豪
ごう

農
のう

）や商工業者の積極的な政府支持を得ようとする

3

3

2

1

用 語

O■1田
た

原
ばる

坂
ざか

の戦い　西
せい

南
なん

戦争に
おける最大の激戦。1877（明

めい

治
じ

10）年２〜３月にかけて、熊
くま

本
もと

城
じょう

を包囲する西
さい

郷
ごう

軍と政府軍が
激
げき

戦
せん

をくり広げた。この戦いに
敗れた西郷軍は敗退の一

いっ

途
と

をた
どった。熊本博物館蔵

5 自由民権運動と
国会開設

●政府への不満は、どのようなかたちで現
れたのだろうか。

　自由民権運動が盛
さか

んであった五日市（現在の
東
とう

京
きょう

都あきる野
の

市）では、千
ち

葉
ば

卓
たく

三
さぶ

郎
ろう

を中心に
憲法草

そう

案
あん

が作成された。これを一
いっ

般
ぱん

的に「五日
市憲法」と呼んでいる。特

とく

徴
ちょう

は全204条という
条文の多さ、国民の権利の保障に力点を置いて
いることにある。このような憲法は私

し

擬
ぎ

憲法と
呼ばれており、全国で約100種近くあるとされ、
運動の広がりを知ることができる。

五
いつ

日
か

市
いち

憲
けん

法
ぽう

M五日市憲法が発見された土
ど

蔵
ぞう

　あきる野市

なぜ、板
いた

垣
がき

退
たい

助
すけ

らは民撰
議院を設立する必要があると
述べているのだろうか。

Q

1873節　立憲国家への道
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など、地方制度の改革を進めて自由民権運動に対
たい

抗
こう

した。しかし、政府

の意図とは異なり、地主や商工業者は議員となることで政治的な関心を

強め、逆に自由民権運動に参加するようになった。士族だけでなく、新

たに地主や商工業者も参加した自由民権運動は1880（明治13）年に頂点

に達し、全国の民権派が大
おお

阪
さか

に集まって、国
こっ

会
かい

期
き

成
せい

同
どう

盟
めい

を結成した。こ

のように自由民権運動が盛り上がる中、国会期成同盟の方針を受けて、

各地で憲法の私案（私
し

擬
ぎ

憲
けん

法
ぽう

）がつくられた。

国会の開設へ
政府内でも、民権派が主張する国会開設や憲法制

定の必要性については、おおむね意見が一
いっ

致
ち

して

いた。そうした中で、大久保利通の死後に政府の中心となっていた大
おお

隈
くま

重
しげ

信
のぶ

は、早期の国会開設や議
ぎ

院
いん

内
ない

閣
かく

制
せい

の採用などを主張した。しかし、

大隈の急進的な主張が十分な相談もなしに行われたこともあって、伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

らに不信をいだかせることになった。

　同時期に、政府が北
ほっ

海
かい

道
どう

の開
かい

拓
たく

使
し

が保有する施
し

設
せつ

を、不当に安い価格

で政
せい

商
しょう

に売
ばい

却
きゃく

しようとしていたことが発覚し、民権派による政府批判が

強まった。大隈が売却に反対していたこともあって、民権派の背後には

大隈の存在があると考えられた。そこで伊藤らは大隈を政府から追放す

ると同時に、民権派の政府批判をおさえるため、天皇自らが1890（明治

23）年に国会を開設すると公約した。これら一連の動きを明
めい

治
じ

十
じゅう

四
よ

年
ねん

の

政
せい

変
へん

と呼んでいる。この結果、伊藤博文を中心とする薩
さっ

長
ちょう

藩
はん

閥
ばつ

が政府の

実権をにぎることになった。

　民権派は国会開設に備えて、政党を結成し始めた。1881（明治14）年

に板垣退助が立志社を中心に自
じ

由
ゆう

党
とう

を結成すると、翌1882（明治15）年

には大隈重信が立
りっ

憲
けん

改
かい

進
しん

党
とう

を結成した。しかしその後、政府による弾
だん

圧
あつ

などもあり、自由民権運動は一時的に弱体化することになった。

コラム

用 語

4

5

M■4川
かわ

上
かみ

音
おと

二
じ

郎
ろう

のオッペケペー節
ぶし

　自由民権運動
の演説で主張に節

ふし

をつけて歌ったことから、演歌
という言葉が生まれた。自由党員であった川上音
二郎の「オッペケペー節」はその代表例である。
ペケは駄

だ

目
め

という意味で、政治や習慣の欠点（駄
目なところ）を歌って評判となった。
『川上新作おっぺけぺー歌入双六』東京都江戸東京博物館蔵

人々が議会をつくることを求めた理由
を考えてみよう。

ステップアップ

　西郷・大久保はともに明
めい

治
じ

維
い

新
しん

の功
こう

労
ろう

者
しゃ

となったが、幕
ばく

末
まつ

の動乱で
ひときわ活

かつ

躍
やく

したのは西郷であった。新政府軍を指揮し、勝
かつ

海
かい

舟
しゅう

との
交
こう

渉
しょう

で江
え

戸
ど

城
じょう

の無
む

血
けつ

開城を実現させるなど、その軍事的功績は抜
ばつ

群
ぐん

で
あり、明治維新という「革命」期の指導者であった。一方、大久保は
明治国家「建設」期の指導者であった。内

ない

務
む

卿
きょう

として殖
しょく

産
さん

興
こう

業
ぎょう

政策を
指導し、富

ふ

国
こく

の実現を目指した。1878（明治11）年５月14日の朝、大
久保は来客に対して、こう述べている。維新からの10年は創業の10年、
これからの10年は建設の10年、その後は、後進にゆずって引退した
いと。しかし、それから間もなく内務省への出勤途

と

中
ちゅう

に大久保は暗殺
される。大久保が「建設の10年」にたずさわることはなかった。

人 物

■■3西
さい

郷
ごう

隆
たか

盛
もり

（1827〜77）と大
おお

久
く

保
ぼ

利
とし

通
みち

（1830〜78）

用 語 解 説

民権派　自由民権運動に賛同する人々のこと。当
初は士

し

族
ぞく

が中心であったが、のちに地
じ

主
ぬし

（豪
ごう

農
のう

）や
商工業者が加わった。
議院内

ない

閣
かく

制
せい

　内閣総
そう

理
り

大臣が国会議員の中から選
ばれ、内閣が国会（主に衆

しゅう

議
ぎ

院
いん

）の支持によって成
り立つ制度。

大久保利通

西郷隆盛

M■5自由民権運動の演説会 東京都 国立国会図書館蔵

聴
ちょう

衆
しゅう

・警官・弁
べん

士
し

の三者
に着目すると、当時の演説会
の様子についてどのようなこ
とが読み取れるだろうか。

Q

因果関係を重視した詳しい記述
因果関係を重視したしっかりとした説明でありながら、わかりやすい記述を心がけました。
また、「近代化」など高等学校での学習でも求められる概念を盛り込み、「用語解説」で解説
して、深い理解をうながせるようにしました。

歴史的事象に関
する理解を深め
るため、コラム
を配しています。

コラム

主なコラム
古代文字の解読、
三国志、日本の神
話、神仏習合、海
に眠っていた貿易
船、木綿栽培、砂
糖、富 士 川 の 開
削、蝦 夷 地 の 開
発、自由の女神、
新選組、万国博覧
会、「蛍の光」、イ
スラエル……

高等学校の歴史学習を意識して、しっかりとした
説明でありながらも、因果関係を重視したわかり
やすい記述を心がけました。

因果関係を重視した記述

主な用語解説
市民、中央集権、
朝廷、日本、立憲
君主政、ナショナ
リズム、主権、近
代的な憲法、社会
権、イ ン フ レ ー
シ ョ ン、人 種 主
義、団地……
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大
おお

幅
はば

に増加した。これらマスメディアから情報が大量に流されたことで

人々の生活様式は画
かく

一
いつ

化
か

し、中
ちゅう

流
りゅう

意
い

識
しき

が生まれた。流通も大きく変化し、

大量生産・大量消費に適したスーパーマーケットが成長した。

　農村から都市部への人口移動によって核
かく

家
か

族
ぞく

化
か

が進み、人々の住
じゅう

環
かん

境
きょう

が変化した。都市部の住宅不足を解消するためニュータウンが整備され、

団地やアパートなどの集合住宅が次々と建設された。

　所得が上
じょう

昇
しょう

すると、義務教育を終えた後も上級の学校へ進学を希望す

る人が増えた。1970（昭和45）年には高校への進学率は80％をこえ、大

学・短期大学への進学率も20％を上回った。

　1964（昭和39）年には東
とう

京
きょう

オリンピック・パラリンピックが開催された。

これにともない新幹線や高速道路などが整備され、1970（昭和45）年の

日本万国博
はく

覧
らん

会
かい

（大
おお

阪
さか

万
ばん

博
ぱく

）とともに日本の復興と発展を世界に示した。

石油危機以降の
社会と文化

1970年代前半の物価上昇と経済成長の停
てい

滞
たい

は

人々の消費や生活を変化させた。石油危機によ

って起きた物不足で人々は混乱し、生活用品の買いしめのため店頭に殺
さっ

到
とう

した。「狂
きょう

乱
らん

物価」が落ち着いた後は、人々の間で節約意識が高まり、

個人の生活や趣
しゅ

味
み

に合った消費が重視されるようになっていった。

1980年代に入るとその傾
けい

向
こう

はますます強まり、生活に必要な耐久消費

財を求める動きが落ち着いて、家庭用ビデオ、コンピュータゲームなど

趣味・娯
ご

楽
らく

的要素の強い耐久消費財に注目が集まった。また、レジャー

などの娯楽や教育への消費支出も増大した。プラザ合意により円高が進

むと、海外旅行や海外ブランド品の購
こう

入
にゅう

などが増加した。

用 語

4

用 語

1

2

M■5「三種の神
じん

器
ぎ

」と３C
シー

の家庭への普
ふ

及
きゅう

率

N■4多
た

摩
ま

ニュータウン　東
とう

京
きょう

都南西部の多摩丘
きゅう

陵
りょう

に、東京都・日本住宅公団などが
整備した住宅団地。1971（昭

しょう

和
わ

46）年から入居が始まった。現在では、住民の高
こう

齢
れい

化と、老
ろう

朽
きゅう

化
か

による建てかえが進んでいる。

高度経済成長以前と以後における、人々
の暮らしや意識、価値観の変化につ
いて整理してみよう。

ステップアップ

用 語 解 説

中流意識　社会の中で中ぐらいの層に自分がいる
という意識。この意識を持つ人の割合は、高度経
済成長期以後に増加し、1970年代末には９割の
人々が中流意識を持っていたとされる。
団地　高度経済成長期に日本住宅公団などによっ
て大量に供給されたコンクリート造りの集合住宅。
「団地」と呼ばれ、人々に人気となった。「団地」
は当時めずらしかった食事をする部屋と寝

しん

室
しつ

の分
ぶん

離
り

や、各家庭戸別のトイレや風
ふ

呂
ろ

など、人々の生
活スタイルを大きく変えた。

195760 65 70 75 80 85 90 95 1510052000 20

％

年

ビデオカメラ

パソコン

携帯電話
けいたい

温水洗浄便座
せんじょう

白黒テレビ
電気冷蔵庫電気洗濯機

せんたくき

「三種の神器」
じんぎ

乗用車
Car

クーラー
Cooler

3C
100

80

60

40

20

0

カラーテレビ
Color TV

内閣府「消費動向調査」による

「三種の神器」や３Cは、
どこの国で生産された商品
だったのだろうか。

Q

　1920（大
たい

正
しょう

９）年東
とう

京
きょう

府に生まれる。1946
（昭

しょう

和
わ

21）年に花
はな

森
もり

安
やす

治
じ

とともに衣
い

裳
しょう

研
けん

究
きゅう

所
じょ

（現在の暮
くら

しの手
て

帖
ちょう

社
しゃ

）を創立、社長兼
けん

編集者
として『暮しの手帖』などを発刊した。『暮
しの手帖』は、衣食住をテーマにした実

じっ

践
せん

に
基
もと

づいた情報や、洗
せん

濯
たく

機
き

から国語辞典に至る、
生活に関連した商品を幅

はば

広くあつかう、独自
の商品テストなどが評判とな
った。広告スポンサーを付け
ず、商品テストの商品を常に
定価で購

こう

入
にゅう

するなど、公正
な姿勢をつらぬきつつ、大
衆消費社会における、人々
の貴重な情報源となった。
東京都　暮しの手帖社蔵

人 物

■6大
おお

橋
はし

鎭
しず

子
こ

（1920〜2013）
主な人物コラム
イエス、日野富子、鄭和、徳
川家康、大黒屋光太夫と高田
屋嘉兵衛、オランプ＝ド＝
グージュ、渋沢栄一、知里幸
恵、尚泰、伊藤博文……
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木戸孝允
き ど たかよし

山口尚芳
やまぐちなおよし

ますか

岩倉具視
いわくらとも み

伊藤博文
い とうひろぶみ

大久保利通
おお く ぼ としみち

東アジアの
国際関係

東アジアでは、朝
ちょう

鮮
せん

や琉
りゅう

球
きゅう

王国などは清
しん

に対し朝
ちょう

貢
こう

によって儀
ぎ

礼
れい

的に服
ふく

従
じゅう

しつつも、国内の政治は自主

に任されていた。また、日本と清は貿易をしながらも、直接の国交は持

たなかった。

　一方、ヨーロッパでは、16世紀から18世紀にかけて、主
しゅ

権
けん

国家体制 

と呼ばれる国際秩序が生まれた。各国の国王などが持つ国内最高の権力

である主権は、たがいに対等とされた。しかし、自らを「文明国」とす

るヨーロッパ諸国は文化の異なるアジア・アフリカ諸国を対等な国家と

は認めず、「半未開国」と見なした清・日本・オスマン帝
てい

国
こく

などに不平

等条約を強制し、「未開」の地域を植
しょく

民
みん

地
ち

にしていった。

　日本も幕
ばく

末
まつ

に不平等条約をおし付けられていたが、国内の近代化、す

なわち西洋化を進めることで、不平等条約を改正し、「半未開国」の立

場からぬけ出し、欧
おう

米
べい

諸国と対等な「文明国」となることを目指した。

そして、日本は清や朝鮮、琉球王国などの東アジア諸国に対して、欧米

の国際法や主権国家の考え方を用いて、新たな対外関係を築いていくこ

とになった。

岩倉使節団
政府は不平等条約の改正を目指し、1871（明

めい

治
じ

４）

年末、岩
いわ

倉
くら

具
とも

視
み

を代表とする使節団（岩倉使節団）を

アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

やヨーロッパ諸国に派
は

遣
けん

して、条約改正の交
こう

渉
しょう

を試みた。

日本の法律や制度が欧米なみに整備されていなかったことなどもあり、

交渉自体は失敗に終わったものの、欧米諸国の政治や産業の視察は、使

節団の参加者たちに日本の立ちおくれを認
にん

識
しき

させた。同行した人々はこ

うした体験を通じて、近代国家の建設を進めていくことになった。

用 語

用 語

用 語

用 語

用 語

3 1 2

用 語

M■1岩
いわ

倉
くら

使節団　政府関係者に加えて留学生をふくめた
100名ほどの大使節団だった。1871（明

めい

治
じ

４）年末に横
よこ

浜
はま

を出港し、1873（明治６）年に帰国した。写真は最初の訪
問地のサンフランシスコで撮

さつ

影
えい

されたもの。山口県文書館蔵

O■2岩
いわ

倉
くら

使節団の行路　一行は
１年半にわたって、アメリカ・イ
ギリス・フランスなどの欧

おう

米
べい

諸国
を訪問した。ドイツでのビスマル
クの講演は大

おお

久
く

保
ぼ

利
とし

通
みち

に大きな
影
えい

響
きょう

をあたえ、国際法に基
もと

づく欧
米諸国の国際秩

ちつ

序
じょ

は、実際のと
ころ軍事力などによって成り立っ
ていることを認

にん

識
しき

させた。

4 明治初期の
対外関係

●❶岩
いわ
倉
くら
使節団は、政府の外交方針にどのよ

うな影
えい
響
きょう
をあたえたのだろうか。

●❷�政府は清
しん
や朝

ちょう
鮮
せん
とどのような外交関係を

築いたのだろうか。

用 語 解 説

主
しゅ

権
けん

・主権国家・主権国家体制　主権とは「最高
の存在」を意味する言葉で、国家はそれぞれの領
土内において他の国家の干

かん

渉
しょう

を受けない最高の存
在である（主権国家）。一方で、実際の国力には強
弱の差があるため、弱い国が協力して強い国をお
さえこむなど、勢力均

きん

衡
こう

（主権国家間でたがいを
牽
けん

制
せい

し合うこと）という考えが働く（主権国家体制）。
近代化・西洋化・近代国家　日本の場合、近代化
とは、ヨーロッパやアメリカを手本に、憲法に基

もと

づく議会政治の実現や、資本主義化の達成を目指
すことを意味する。そのため、西洋化ともいう。
また、近代国家とは、近代化または西洋化を実現
した国家のことを指す。

大陸横断鉄道

スエズ運河

大西洋

太平洋

リヴァプール

パリ

セイロン

72.8.17

マルセイユ
73.7.20

シンガポール

サイゴン

上海

厦門

73.8.18

【出発】1871.12.23

ボストン72.8.6

ワシントン 72.2.29

サンフランシスコ
72.1.15

インド洋

ニューヨーク

シカゴ

ペテルブルク

ア モイ

うん が

シャンハイ

（旧暦では11.12）
きゅうれき

横浜
よこ  はま

【帰国】1873.9.13

岩倉具視は■1
の写真をとった後、
間もなくしてまげを
切り、洋装をするこ
とにしたが、それは
なぜだろうか。

Q

O■3岩
いわ

倉
くら

具
とも

視
み

米国議会図書館蔵
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2

アメリカの
大衆社会

第一次世界大戦中、アメリカは連合国に戦争に必要

な物資や資金を貸し付けて、債
さい

権
けん

国
こく

となった。アメ

リカ本土が戦場にならなかったこともあり、戦後のアメリカは今までに

ない経済発展をとげた。ベルトコンベアによる流れ作業を導入したフォ

ード社が、安
あん

価
か

な自動車を大量生産するなど、大量生産・大量消費の時

代をむかえ、洗
せん

濯
たく

機
き

や冷蔵庫のような家庭電化製品も普
ふ

及
きゅう

した。また、

都市に勤務する公務員やサラリーマンが増え、ラジオ・映画、スポーツ

観戦などの娯
ご

楽
らく

が多くの人々の間に広まった。こうして1920年代のア

メリカでは、大衆社会が出現した。

世界恐慌
1920年代後半、アメリカは第一次世界大戦の敗戦国

であるドイツの経済を支
し

援
えん

した。こうして、ドイツが

イギリス・フランスに賠
ばい

償
しょう

金
きん

を支払い、イギリス・フランスはアメリカ

に債
さい

務
む

を返済する、という体制を成立させることで、ヨーロッパ経済は

安定した。

　ところがアメリカで、好景気によって過
か

剰
じょう

生産が起こったことをきっ

かけに、1929年にはウォール街のニューヨーク株
かぶ

式
しき

市
し

場
じょう

で株価が大暴

落した。銀行や企
き

業
ぎょう

が次々と倒
とう

産
さん

し、街には失業者があふれた。アメリ

カがヨーロッパから資金などを引きあげ、不
ふ

況
きょう

によって日本からの生
き

糸
いと

の購
こう

入
にゅう

が減少すると、アメリカの経済危機はヨーロッパや日本など、世

界各地に広がって世
せ

界
かい

恐
きょう

慌
こう

となった。

　恐慌はおさまらず、1933年には失業者が1300万人に近づいた。同年、

1

用 語

2

3 5

国
際
協
調
の
崩
壊

節

1 世界恐慌と
その対応

●�世界恐
きょう
慌
こう
はどのように起こり、各国

はどのような対応をしたのだろう
か。

用 語 解 説

大衆社会　以前のヨーロッパのような、階
級ごとに生活様式が異なる階級社会とちが
って、公務員やサラリーマンを中心にして、
多数の人々が中流の生活様式を共有する社
会のことを指す。

M■1大量生産される自動車　完成した自動車が並んで
いる。流れ作業による大量生産によって、低価格化し
た自動車は広くアメリカに普

ふ

及
きゅう

した。

M■3イギリスの失業者

M■2株
かぶ

価
か

暴落で混乱するウォール街　1929年10月24日木曜日、ウォール
街の株

かぶ

式
しき

市
し

場
じょう

で株価の暴落が始まった。この日は「暗黒の木曜日」と呼ば
れた。写真は25日のウォール街の様子で、株式の取引所に人が殺

さっ

到
とう

している。

看板には、
何が書いてあ
るだろうか。

Q

▼ p.182
「近代化・西洋
化・近代国家」

▲ p.273
「大橋鎭子」

▲ p.232
「大衆社会」

高等学校でも学
習する史 料 を、
現代語訳で豊富
に掲載しました。

史料

歴史に影響を与えた人物に関する理解を深める
ため、エピソード的な要素を盛り込んだ人物コ
ラムを配しています。

人物コラム

意味をとらえにくい用語のほ
か、高等学校での学習でも求
められる概念を「用語解説」で
解説して、深い理解をうなが
せるようにしました。

用語解説

10 11

特  色

2
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アメリカの
大衆社会

第一次世界大戦中、アメリカは連合国に戦争に必要

な物資や資金を貸し付けて、債
さい

権
けん

国
こく

となった。アメ

リカ本土が戦場にならなかったこともあり、戦後のアメリカは今までに

ない経済発展をとげた。ベルトコンベアによる流れ作業を導入したフォ

ード社が、安
あん

価
か

な自動車を大量生産するなど、大量生産・大量消費の時

代をむかえ、洗
せん

濯
たく

機
き

や冷蔵庫のような家庭電化製品も普
ふ

及
きゅう

した。また、

都市に勤務する公務員やサラリーマンが増え、ラジオ・映画、スポーツ

観戦などの娯
ご

楽
らく

が多くの人々の間に広まった。こうして1920年代のア

メリカでは、大衆社会が出現した。

世界恐慌
1920年代後半、アメリカは第一次世界大戦の敗戦国

であるドイツの経済を支
し

援
えん

した。こうして、ドイツが

イギリス・フランスに賠
ばい

償
しょう

金
きん

を支払い、イギリス・フランスはアメリカ

に債
さい

務
む

を返済する、という体制を成立させることで、ヨーロッパ経済は

安定した。

　ところがアメリカで、好景気によって過
か

剰
じょう

生産が起こったことをきっ

かけに、1929年にはウォール街のニューヨーク株
かぶ

式
しき

市
し

場
じょう

で株価が大暴

落した。銀行や企
き

業
ぎょう

が次々と倒
とう

産
さん

し、街には失業者があふれた。アメリ

カがヨーロッパから資金などを引きあげ、不
ふ

況
きょう

によって日本からの生
き

糸
いと

の購
こう

入
にゅう

が減少すると、アメリカの経済危機はヨーロッパや日本など、世

界各地に広がって世
せ

界
かい

恐
きょう

慌
こう

となった。

　恐慌はおさまらず、1933年には失業者が1300万人に近づいた。同年、
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用 語

2

3 5

国
際
協
調
の
崩
壊

節

1 世界恐慌と
その対応

●�世界恐
きょう
慌
こう
はどのように起こり、各国

はどのような対応をしたのだろう
か。

用 語 解 説

大衆社会　以前のヨーロッパのような、階
級ごとに生活様式が異なる階級社会とちが
って、公務員やサラリーマンを中心にして、
多数の人々が中流の生活様式を共有する社
会のことを指す。

M■1大量生産される自動車　完成した自動車が並んで
いる。流れ作業による大量生産によって、低価格化し
た自動車は広くアメリカに普

ふ

及
きゅう

した。

M■3イギリスの失業者

M■2株
かぶ

価
か

暴落で混乱するウォール街　1929年10月24日木曜日、ウォール
街の株

かぶ

式
しき

市
し

場
じょう

で株価の暴落が始まった。この日は「暗黒の木曜日」と呼ば
れた。写真は25日のウォール街の様子で、株式の取引所に人が殺

さっ

到
とう

している。

看板には、
何が書いてあ
るだろうか。

Q

2332節　国際協調の崩壊
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23/03/22

大統領に就任したフランクリン =ローズヴェルトは、ニューディール（新

規まき直し）政策で、景気の回復を目指した。失業者対策としてダムの

建設などの公共事業が行われ、最低賃金や労働時間も政府によって管理

され、規制されるようになった。ニューディール政策の経済的な効果は

それほど目覚ましいものではなかったが、大統領が強力なリーダーシッ

プをとったことが、国内の不安を和らげた。

各国の対応
世界恐慌を受けて、イギリスは植

しょく

民
みん

地
ち

であるインド

や、自
じ

治
ち

領であるカナダ・オーストラリアなどとの

貿易を拡大する一方、それ以外の国々からの輸入には高い関
かん

税
ぜい

を設けた。

フランスも同じように、植民地との貿易を強化した。このように1920

年代の自由主義の風
ふう

潮
ちょう

にかわって、各国が自らの経済圏
けん

をつくり、他国

の商品を排
はい

除
じょ

するブロック経
けい

済
ざい

の形成が進んだ。これに対して、ブロッ

ク経済圏をつくるほどの植民地を持たないドイツ・イタリア・日本では、

国外に新しく領土を広げて経済回復を図
はか

ろうとする動きが強まった。

　ソ連
れん

は、独自の社会主義体制を採っていたため、世界恐慌の影
えい

響
きょう

をほ

とんど受けなかった。レーニンの死後、独
どく

裁
さい

的な権力者となったスター

リンの下
もと

で、ソ連では計画経済に基
もと

づいた大規模な工場建設が始まった。

農民も強制的に集団農場に編入され、穀物を国家に安価で提供させられ

た。ソ連の経済成長は、質よりも量を重視するものであったが、世界恐

慌に苦しむ資本主義諸国に対しては、強い印象をあたえた。

4

6

→p. 190

7

❶

　アメリカ大統領として初めてラジオ放送を活用した人
で、「炉

ろ

辺
へん

の談話」と呼ばれたラジオ演説によって、国
民に直接に語りかけた。卓

たく

越
えつ

したリーダーシップの下
もと

、
国家による経済の規制を大

だい

胆
たん

に推
お

し進め、世界恐
きょう

慌
こう

の衝
しょう

撃
げき

を切りぬけた。第二次世界大戦という非常事態の中、
２選までという慣行を破り、４選された唯

ゆい

一
いつ

のアメリカ
大統領となったが、1945年４月に急死した。

人 物

■4フランクリン =ローズヴェルト（1882〜1945）

（年）
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1929

日本

イギリス
ドイツ

フランス

アメリカ

（1929年=100）

三和良一ほか編『近現代日本経済史要覧　補訂版』による

■O■5各国の鉱工業生
産の推移　アメリカ
とドイツは恐

きょう

慌
こう

が始
まって以降、急速に
鉱工業生産が悪化し
ていったのが分かる。

P■6ノリス =ダム　
ニューディール政策
の一環として、テネ
シー川流域に建設さ
れたダム。公共投資
による地域開発事業
で、失業者の減少な
どが目指された。
アメリカ合衆国

M■7ソ連
れん

のポスター　「２＋２」に「労働者の熱
気」を加えれば５になると記されている。

なぜラジオを
選んだのだろうか。
Q

❶日本では一部の官
かん

僚
りょう

の間で計画経済への関心が
強まり、満

まん

洲
しゅう

国（→p.238）ではソ連にならった五
カ年計画が実

じっ

施
し

された。

世界恐
きょう
慌
こう
の下

もと
でのアメリカ人の暮ら

しについて調べてみよう。

ステップアップ

世界の歴史に関する充実した内容
世界の歴史を充実させるとともに、日本の歴史との関連や、現在の国際情勢との関連を意識
した記述にしました。また、各章の扉には、日本と世界のできごとを上下に分けて示す帯年
表を付し、視覚的に流れをつかむことができるようにしました。

154 第5章　近
代の日本と

国際関係

17世紀から1
9世紀半ばに

かけて、市民
革命・産業革

命を達成した
欧
おう

米
べい

列
れっ

強
きょう

は、アジアへ
の進出

を本格化させ
、インドやベ

トナムなどの
多くの国が欧

米列強の植
しょく

民
みん

地
ち

となります。
日本も「鎖

さ

国
こく

」から開国へ
と転じ、幕

ばく

末
まつ

の動乱を経て
、明
めい

治
じ

維
い

新
しん

が始まりまし
た。欧米列強

と同じような

文明国になる
ことを目標に

、「富
ふ

国
こく

強
きょう

兵
へい

」「殖
しょく

産
さん

興
こう

業
ぎょう

」「文明開化」
などのスロー

ガンをかかげ
、近

代化を進めて
いきます。1

889（明治22）
年には大日本

帝
てい

国
こく

憲法を発
はっ

布
ぷ

し、その翌年
には帝国議会

が開かれまし
た。日

にっ

清
しん

・日
にち

露
ろ

戦争を経て、
1911（明治44

）年には不平
等条約の改正

に成功しまし
た。

欧米との関係
が、日本の政

治・経済・社
会・文化にど

のように影
えい

響
きょう

したかを学び
ましょう。

世界

日本
1700

1800
1861
●
南
北
戦
争（
～
65
）

1857
●
イ
ン
ド
大
反
乱（
～
59
）

1853
●
ク
リ
ミ
ア
戦
争（
～
56
）

�

1840
●
ア
ヘ
ン
戦
争（
～
42
）

1804
●
ナ�

ポ
レ
オ
ン
、�

皇
帝
と
な
る

1789
●
フ�

ラ
ン
ス
革
命
始
ま
る�

1776
●
ア
メ
リ
カ
独
立
宣
言

1760年代
●
イ�

ギ
リ
ス
で

産
業
革
命
始
ま
る

1688
●
イ�

ギ
リ
ス
、�

名
誉
革
命（
～
89
）

1644
●
清�

の
中
国
支
配�

始
ま
る（
～
1912
）

1643
●
フ�

ラ
ン
ス
で�

ル
イ
14
世
即
位

1642
●
イ�
ギ
リ
ス
、�

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命�

（
～
49
）

大
政
奉
還
●
1867

日
米
修
好
通
商
●
1858

条
約

ペ
リ
ー
来
航
●
1853

アメリカ独立
宣言の署

しょ
名
めい

黒船の来航

Oナポレオン

大
たい
政
せい
奉
ほう
還
かん

蒸
じょう

気
き
機関車

Pバスティー
ユ襲

しゅう

撃
げき

近代の日本と国
際関係
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パルティア

サータヴァーハナ朝

ローマ帝国

クシュ王国

アクスム王国

黒　海
地
中
海

洋
西
大

北海

カ
ス
ピ
海

イ ン ド 洋

南シナ海

アラビア海

太平洋東
シ
ナ
海

きょう ど

ご    かん

わ

ローマの道路

主な海上ルート

山 脈
マヒ

ヤラ

ウ
ラ
ル
山
脈

サ
ハ
ラ
砂
漠

アラビア半島

主な陸上ルート

ていこく

２世紀の世界この時代、ユーラシア大陸の西と東には二つの大
帝
てい

国
こく

が栄えていました。地
ち

中
ちゅう

海
かい

周辺には、ローマ
帝国が「ローマの平和」と呼ばれる繁

はん

栄
えい

をもたら
し、また東アジアでは漢

かん

（後
ご

漢
かん

）が中
ちゅう

国
ごく

から朝
ちょう

鮮
せん

半島北部や中央アジアにまで支配を広げました。
二つの帝国の間には、パルティアやクシャーナ朝
などの国家が並び立つとともに、シルクロードや
「海の道」と呼ばれる東西交通路が開け、人やモ
ノの行き来が盛

さか

んになりました。

Mローマの水
すい

道
どう

橋
きょう

　→p. 21

N円形闘
とう

技
ぎ

場
じょう

(コロッセウム)での格
かく

闘
とう

技
ぎ

　
→p. 21

O馬に乗りながらふり返って弓を射るパルティアンショット

Mパルティアの武
ぶ

人
じん

像

Pローマの初代皇
こう

帝
てい

になった オクタウィアヌス　→p. 21

M古代エジプトの影
えい

響
きょう

を受けたナイル川流域の小型ピラミッド

Pパルティアの神
しん

殿
でん

Oローマの
交
こう

易
えき

船

26 第2章　古代までの日本

274 第7章　現代の日本と世界
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コ
ラム

世界の変容
1962年、ソ連

れん

がキューバに核
かく

ミサイルの持ちこみ

を行うと、アメリカとソ連の間で緊
きん

張
ちょう

が極度に高ま

った（キューバ危
き

機
き

）。核戦争の危機は両国の妥
だ

協
きょう

で回
かい

避
ひ

され、これをき

っかけに米
べい

ソ首
しゅ

脳
のう

を結ぶ直接通信回線（ホットライン）が引かれるなど、

両国の緊張緩
かん

和
わ

（デタント）が進んだ。1968年には、当時核開発に成功

していたアメリカ・ソ連・イギリス・フランス・中
ちゅう

華
か

人
じん

民
みん

共
きょう

和
わ

国
こく

のみに

核兵器の保有を限定する核
かく

拡
かく

散
さん

防
ぼう

止
し

条
じょう

約
やく

（核不拡散条約、NPT）が結ばれ、

世界の多くの国が加盟した。

　アメリカでは黒人差別に反対する公
こう

民
みん

権
けん

運動が高まり、ケネディ大統

領とその後
こう

継
けい

者
しゃ

が、人種差別撤
てっ

廃
ぱい

を目指す公民権法を制定した。ベトナ

ム戦争への反対運動も、アメリカ、ヨーロッパ、日本に広まった。

　韓
かん

国
こく

・台
たい

湾
わん

・シンガポール・香
ホン

港
コン

など、アジアN
ニ ー ズ

IESと総
そう

称
しょう

され、急

速に経済成長をとげる新
しん

興
こう

国
こく

・地域も現れた。しかし、第三世界の多く

では生活水準は低いままであった。中
ちゅう

東
とう

では、イスラエルとアラブ諸国

の間で４次にわたる中
ちゅう

東
とう

戦
せん

争
そう

が起こった。産油国であるアラブ諸国は、

国際的な発言力を高めようと原油価格を引き上げ、石油危機が生じた。

　経済成長の結果、公害や資源枯
こ

渇
かつ

への不安が高まっていた西側先進諸

国では、石油危機をきっかけに、量から質への価値観の転
てん

換
かん

がうながさ

れ、省エネルギー化が進んだ。コンピュータの実用化も始まった。

　第三世界では、先進諸国の影
えい

響
きょう

に対する反発も生じた。イランでは、

ホメイニを指導者として革命が起こり、イスラーム共
きょう

和
わ

国
こく

が成立した。

冷戦の終わり
ソ連では、経済が1970年代に停

てい

滞
たい

した。計画経

済や言論統制は、コンピュータなどの新技術の導

→p. 162

4

→p. 263 ❶

→p. 263コラム

→p. 271

3

新
た
な
時
代
の
日
本
と
世
界

節

1 冷戦の終結
●❶1960 年代末以降の世界ではどのよ
うな変化が生じたのだろうか。
●❷�冷戦はどのようにして終結したのだ
ろうか。

❶Newly Industrializing Economies（ 新
興工業経済地域）の略。

　第一次世界大戦中にイギリスは、ユダ
ヤ人とアラブ人の両方に対して、当時オ
スマン帝

てい

国
こく

領であったパレスチナに国家
を建設することを認める密

みつ

約
やく

を結んだ
（→p.221）。大戦後、実際にはイギリス
がパレスチナを統

とう

治
ち

したが、ユダヤ人は
移住を進め、現地に住むアラブ人との摩

ま

擦
さつ

が起こった。第二次世界大戦後、この
摩擦は激しさを増したため、イギリスは
パレスチナを放

ほう

棄
き

し、ユダヤ人はイスラ
エルを建国した。ユダヤ人が多く暮らす
アメリカが、イスラエルを支

し

援
えん

した。

イスラエル

O■1ベルリンの壁
かべ

をこえる市民
たち　1961年に建設されたベ
ルリンの壁は、ベルリンを東西
に分断し、冷戦の象

しょう

徴
ちょう

と見なさ
れてきた。1989年に東西ドイ
ツ間の往来が自由化すると、壁
は開放され、撤

てっ

去
きょ

されていった。

P■2ベルリンの壁
かべ

を破
は

壊
かい

する西ベルリン市民

Mイスラエルの建国宣言

▲現在の国際情勢との関連を意
識した記述の例（p.274）

▲日本の歴史との関連を
意識した記述の例

2332節　国際協調の崩壊

5

10

15

20

23/03/22

大統領に就任したフランクリン =ローズヴェルトは、ニューディール（新

規まき直し）政策で、景気の回復を目指した。失業者対策としてダムの

建設などの公共事業が行われ、最低賃金や労働時間も政府によって管理

され、規制されるようになった。ニューディール政策の経済的な効果は

それほど目覚ましいものではなかったが、大統領が強力なリーダーシッ

プをとったことが、国内の不安を和らげた。

各国の対応
世界恐慌を受けて、イギリスは植

しょく

民
みん

地
ち

であるインド

や、自
じ

治
ち

領であるカナダ・オーストラリアなどとの

貿易を拡大する一方、それ以外の国々からの輸入には高い関
かん

税
ぜい

を設けた。

フランスも同じように、植民地との貿易を強化した。このように1920

年代の自由主義の風
ふう

潮
ちょう

にかわって、各国が自らの経済圏
けん

をつくり、他国

の商品を排
はい

除
じょ

するブロック経
けい

済
ざい

の形成が進んだ。これに対して、ブロッ

ク経済圏をつくるほどの植民地を持たないドイツ・イタリア・日本では、

国外に新しく領土を広げて経済回復を図
はか

ろうとする動きが強まった。

　ソ連
れん

は、独自の社会主義体制を採っていたため、世界恐慌の影
えい

響
きょう

をほ

とんど受けなかった。レーニンの死後、独
どく

裁
さい

的な権力者となったスター

リンの下
もと

で、ソ連では計画経済に基
もと

づいた大規模な工場建設が始まった。

農民も強制的に集団農場に編入され、穀物を国家に安価で提供させられ

た。ソ連の経済成長は、質よりも量を重視するものであったが、世界恐

慌に苦しむ資本主義諸国に対しては、強い印象をあたえた。

4

6

→p. 190

7

❶

　アメリカ大統領として初めてラジオ放送を活用した人
で、「炉

ろ

辺
へん

の談話」と呼ばれたラジオ演説によって、国
民に直接に語りかけた。卓

たく

越
えつ

したリーダーシップの下
もと

、
国家による経済の規制を大

だい

胆
たん

に推
お

し進め、世界恐
きょう

慌
こう

の衝
しょう

撃
げき

を切りぬけた。第二次世界大戦という非常事態の中、
２選までという慣行を破り、４選された唯

ゆい

一
いつ

のアメリカ
大統領となったが、1945年４月に急死した。

人 物

■4フランクリン =ローズヴェルト（1882〜1945）

（年）

160
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0 ・
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・
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・
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・
32

・
31

・
30

・
1929

日本

イギリス
ドイツ

フランス

アメリカ

（1929年=100）

三和良一ほか編『近現代日本経済史要覧　補訂版』による

■O■5各国の鉱工業生
産の推移　アメリカ
とドイツは恐

きょう

慌
こう

が始
まって以降、急速に
鉱工業生産が悪化し
ていったのが分かる。

P■6ノリス =ダム　
ニューディール政策
の一環として、テネ
シー川流域に建設さ
れたダム。公共投資
による地域開発事業
で、失業者の減少な
どが目指された。
アメリカ合衆国

M■7ソ連
れん

のポスター　「２＋２」に「労働者の熱
気」を加えれば５になると記されている。

なぜラジオを
選んだのだろうか。
Q

❶日本では一部の官
かん

僚
りょう

の間で計画経済への関心が
強まり、満

まん

洲
しゅう

国（→p.238）ではソ連にならった五
カ年計画が実

じっ

施
し

された。

世界恐
きょう
慌
こう
の下

もと
でのアメリカ人の暮ら

しについて調べてみよう。

ステップアップ

２・８・13・16・18世紀の世界
を、地図と親しみやすいイラスト
で紹介するページを設け、各時代
の世界の状況を通観して視覚的に
理解できるようにしました。

各時代の世界

日本と世界のできごとを上下
に分けて示す帯年表を付し、
視覚的に流れをつかむことが
できるようにしています。

各章の扉

地中海文明の発展
(p.20-21)

ルネサンスと
宗教改革

(p.104-105)

西アジアと
ヨーロッパの

交流
(p.78-79)

ヨーロッパ人
の海外進出
(p.106-107)

市民革命
の時代

(p.156-159)

産業革命と
社会の変化
(p.160-161)

アメリカの発展と
ロシアの東方開発

（p.162-163）

人類の誕生と進化(p.16-17)

中国文明と
東アジア
(p.22-23)

宗教のおこり
(p.24-25)

古代文明の始まり
(p.18-19)

２世紀の世界
(p.26-27)

4～5世紀の
東アジア(p.34)

唐の成立と
東アジアの変化

(p.38)

8世紀の世界(p.48-49)

西アジアと
ヨーロッパの

交流
(p.78-79)

東アジアの貿易と
遣唐使派遣の中止

(p.54)

モンゴル帝国の拡大
(p.82)13世紀の世界

(p.80-81)

16世紀の世界
(p.110-111)

18世紀の世界
(p.150-151)

東アジアの変動と倭寇(p.86)

ユーラシア大陸と
海でつながる世界

(p.108-109)

ヨーロッパ
列強の

アジア侵略
(p.164-165)

欧米の帝国主義
(p.190-191)

清と列強(p.196)

ロシア革命
(p.216-217)

世界恐慌とその対応
(p.232-233)

ファシズムの台頭
(p.234-235) 冷戦の時代とアジア・アフリカの独立(p.262-263)

冷戦の終結(p.274-275)

第二次世界大戦(p.242-243)
イタリア・ドイツの降伏とポツダム宣言(p.248)

第一次世界大戦と国際
関係(p.214-215)

韓国の植民地化・
中華民国の成立

(p.198-199)

アジアの民族運動
(p.220-221)ヴェルサイユ条約と国

際関係(p.218-219)

今日の世界(p.278-279)

本教科書で扱う世界史分野
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89歴史へのアプローチ③
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◇

□

□

　貿易で繁
はん

栄
えい

する中、国王は権力を強化し、支配体制を整備
した。儀

ぎ

礼
れい

の際には、明の皇
こう

帝
てい

からあたえられた 冠
かんむり

や服を
権力の象

しょう

徴
ちょう

として着用し、国王に仕える女性神
しん

官
かん

の制度を整
えて、海外に派

は

遣
けん

する船の航海安全などをいのらせた。16
世紀半ばに明が弱体化し、倭

わ

寇
こう

（後期倭寇）やポルトガル商人
による民間貿易が活発になると、その影

えい

響
きょう

で琉球の中継貿
易は衰

すい

退
たい

した。

琉球の文化外交
　江

え

戸
ど

時代に入り、薩
さつ

摩
ま

藩
はん

（鹿児島県）の支配が開始される 
と、琉球は中国・日本との関係を安定的に維

い

持
じ

する必要から
文化外交に力を入れた。例えば中国皇帝の使者を組

くみ

踊
おどり

とい
う独自の歌

か

舞
ぶ

劇でもてなし、江戸幕府への使節派遣の際など
には三

さん

線
しん

を演奏した。その衣
い

装
しょう

には、しばしば紅
びん

型
がた

と呼ば
れる色あざやかな染

そめ

物
もの

が用いられた。また皇帝や将軍へ献
けん

上
じょう

するための漆
しっ

器
き

など美術工芸品も盛んに制作された。こ
うして首里を中心に開花した王朝文化は、中国・日本の影響
を強く受けつつも、異なる個性を持つものであった。

流通ネットワークと食文化
　江戸時代の琉球は農業にも力を注いだ。その結果、黒

くろ

砂
ざ

糖
とう

やウコン（薬・染
せん

料
りょう

）などの商品作物が薩摩藩を通じて日本
へ売られ、引きかえに入手した銀が清

しん

との朝貢貿易にあてら
れるようになった。この流通ネットワークにより、中国との
交流の中で発展した豚

ぶた

肉
にく

料理に、日本から運ばれた蝦
え

夷
ぞ

地
ち

（北
ほっ

海
かい

道
どう

）の昆
こん

布
ぶ

や薩摩のかつお節
ぶし

を盛んに用いる独特の食
文化が形成された。

⓾

� 

→p. 127

�

→p. 119 8

�

→p. 126

→p. 127�

M9「万
ばん

国
こく

津
しん

梁
りょう

の鐘
かね

」と銘
めい

文
ぶん

　
1458年につくられ、首

しゅ

里
り

城の正
せい

殿
でん

にかけられた。
沖縄県立博物館・美術館蔵

O⓾国王の冠
かんむり

　12本の金
きん

糸
し

の
帯に金・銀・サンゴ・水

すい

晶
しょう

など
の玉

たま

が288個ついている。
沖縄県 那覇市歴史博物館蔵

O8江
え

戸
ど

時代の那
な

覇
は

港の様子　
琉
りゅう

球
きゅう

の公用船は□、民間船は
◇、日本（薩

さつ

摩
ま

）船は○。中
ちゅう

国
ごく

起源の行事であるハーリー（ボ
ートレース）がえがかれている。
『琉球貿易図屛風』（部分） 滋賀大学経済学部
附属史料館蔵

N�組
くみ

踊
おどり

「執
しゅう

心
しん

鐘
かね

入
いり

」の一場面　
組踊は、日本の芸能などを参考
にして18世紀に創

そう

始
し

された。全
ての役を男性が演じる。

N�螺
ら

鈿
でん

の漆
しっ

器
き

（「黒
くろ

漆
うるし

雲
うん

龍
りゅう

螺
ら

鈿
でん

盆
ぼん

」）　
２匹

ひき

の竜
りゅう

を配した盆
ぼん

。螺鈿は、貝
かい

殻
がら

を用いた漆器の装
そう

飾
しょく

技法である。
沖縄県 浦添市美術館蔵

M�クーブイリチー　昆
こん

布
ぶ

のい
ため物。豚

ぶた

肉やかつおだしを加
えてつくることが多い。祝い事
の定番料理である。

M�祭
さい

礼
れい

の際に歌われた歌
か

謡
よう

「おも
ろ」　女性神

しん

官
かん

の役割がうかがえる。
琉
りゅう

球
きゅう

の言葉は日本語と同じ系統に属
するが、独自の特

とく

徴
ちょう

が多く見られる。

琉り
ゅ
う

球き
ゅ
う

国
は
南な
ん

海か
い

の
勝し
ょ
う

地ち

に
し
て
、
三さ
ん

韓か
ん（
朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

）の

秀し
ゅ
う

を
あ
つ
め
、
大
明み
ん（

中ち
ゅ
う

国ご
く

）を
も
っ
て
輔ほ

車し
ゃ（

重

要
な
関
係
）と
な
し
、
日に
ち

域い
き（

日
本
）を
も
っ
て
唇し
ん

歯し（
密
接
な
関
係
）と
な
す
。
…
…
舟し
ゅ
う

楫し
ゅ
う

を
も
っ
て

（
船
を
か
よ
わ
せ
て
）万ば
ん

国こ
く

の
津し
ん

梁り
ょ
う（
か
け
橋
）と
な

し
、
異い

産さ
ん

至し

宝ほ
う（

外
国
の
宝
）は
十じ
っ

方ぽ
う

の
刹さ
つ（

い
た

る
と
こ
ろ
）に
充じ
ゅ
う

満ま
ん

せ
り
…
…

聞き
こ

ゑ
お
わ
も
り
や

　
京き
や

　
鎌か
ま

倉く
ら

　
交か

剌わ

巴ら

　

南な

蛮ば
ん

ぎ
や
め

　
唐た
う

　
宮み
や

古こ

　
揃そ
ろ

え
て

　
適か
な

わ
し
よ
わ
れ

　
又

　
鳴と

響よ

む
お
わ
も
り
や

　

�

（『
お
も
ろ
そ
う
し
』
巻
七
の
十
二
）

名
高
く
鳴
り
轟と
ど
ろ

く
オ
ワ
モ
リ（
女
性
神
官
）が〔
い

の
れ
ば
〕、
京き
ょ
う

都と

や
鎌か
ま

倉く
ら

、
ジ
ャ
ワ
や
東
南
ア
ジ

ア
ま
で
も
、
中ち
ゅ
う

国ご
く

や
宮
古
も
と
も
に
、
無
事
に

航
海
せ
よ
、
名
高
い
オ
ワ
モ
リ
が〔
祈き

願が
ん

す
れ
ば
〕。
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琉球王国への
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堺
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な は
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スマトラ島

ちょうせん

朝鮮
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じょうもん

縄文

「
かいづか

貝塚文化」
の時代
（漁労や採集が中心）

しゅちょう

首長・王の
支配する
のうこう

農耕の時代
りゅうきゅう

琉球王国
時代

南西諸島年 本州・九州・四国

やよい

弥生

こ ふん

古墳
あすか

飛鳥
な ら

奈良
へいあん

平安

かまくら

鎌倉
むろまち

室町

あ づち 　ももやま

安土・桃山
え ど

江戸

なんぼくちょう

南北朝
せんごく

戦国

ぎょろう さいしゅう
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な　は

な き じん

今帰仁グスク

うらぞえ

浦添グスク

なんさん

南山グスク

しましいおおざと

島添大里グスク

しゅ り       

首里城

うんてん

運天

那覇

さん　ほく

山北

ちゅう ざん

中山

さん  なん

山南

0 20km

Q　�琉
りゅう

球
きゅう

王国と周辺諸国との関わりは、琉球の文化に
どのような影

えい

響
きょう

をあたえたのだろうか。

琉球王国の成立
　亜

あ

熱
ねっ

帯
たい

に位置する琉
りゅう

球
きゅう

（沖
おき

縄
なわ

県）の島々では、「港
みなと

川
がわ

人
じん

」と
名付けられた約１万8000年前の人骨をはじめ、旧

きゅう

石
せっ

器
き

時代
の化石人骨が多く発見されている。しかし、このころの生活
については不明な点が多い。地球の温暖化を経て、6000年
前ごろからサンゴ礁

しょう

が発達し、狩
しゅ

猟
りょう

や採
さい

集
しゅう

とともに沿岸の
魚や貝を漁

ぎょ

労
ろう

する生活が営まれ、貝
かい

殻
がら

やジュゴンの骨など
を加工した生活用具やアクセサリーがつくられた。
　12世紀前後になると農

のう

耕
こう

が本格化し、各地の農耕社会に
城（グスク）を拠

きょ

点
てん

とする有力者が現れ、勢力を争うようにな
った。同時に、海上貿易などを通じて、奄

あま

美
み

群島（鹿
か

児
ご

島
しま

県）
から八

や

重
え

山
やま

列島（沖縄県）におよぶ地域が一つの文化圏
けん

を形
成するようになった。やがて14世紀後半になると、沖

おき

縄
なわ

島
じま

には山
さん

北
ほく

（北
ほく

山
ざん

）・中
ちゅう

山
ざん

・山
さん

南
なん

（南
なん

山
ざん

）の三つの勢力が並び立
ち、それぞれが明

みん

に朝
ちょう

貢
こう

し、貿易を始めた。15世紀前半、
中山王の尚

しょう

巴
は

志
し

が山北・山南をほろぼして沖縄島を統一し、
首
しゅ

里
り

（現在の那
な

覇
は

市）を都とする琉
りゅう

球
きゅう

王
おう

国
こく

が成立した。

中継貿易による繁栄
　明の海

かい

禁
きん

によって中
ちゅう

国
ごく

人の海上貿易が制限される中、東
ひがし

シナ海
かい

と南
みなみ

シナ海
かい

を結ぶ位置にあった琉球王国は、明との
朝貢貿易で入手した生

き

糸
いと

・絹
きぬ

織
おり

物
もの

・陶
とう

磁
じ

器
き

などを日本・朝
ちょう

鮮
せん

・東南アジアへと輸出し、逆に馬・硫
い

黄
おう

（火薬の原料）・夜
や

光
こう

貝
がい

（螺
ら

鈿
でん

の材料）などの琉球産物や、日本の武
ぶ

具
ぐ

・屛
びょう

風
ぶ

、東
南アジアの香

こう

辛
しん

料
りょう

などを明に輸出する中
ちゅう

継
けい

貿
ぼう

易
えき

を盛
さか

んに行
った。そのため首里に近い那覇港はアジア各地の船が入港す
る重要な国際貿易港となった。

1

→p. 28

2

4

5

6

7

→p. 86

→p. 69 9

→p. 1093 9  8  

P4ジュゴンの骨のアク
セサリー（蝶

ちょう

形
がた

骨
こっ

器
き

） 真志喜
安座間原第一遺跡出土�沖縄県 宜野

湾市教育委員会文化課蔵

M6琉
りゅう

球
きゅう

の三勢力　石積みの城
（グスク）を築いて勢力を争った。

M3琉球の中
ちゅう

継
けい

貿易

P7首
しゅ

里
り

城の正
せい

殿
でん

（復元）　尚
しょう

巴
は

志
し

が本格的な整備を行った。1945
（昭

しょう

和
わ

20）年の沖
おき

縄
なわ

戦（→p. 248）
で焼

しょう

失
しつ

したが、戦後復元された。
2000（平

へい

成
せい

12）年に遺構が世界遺
産に登録された（2019年焼損）。

N2南西諸島の歴史

M5今
な

帰
き

仁
じん

城
グスク

跡
あと

（沖
おき

縄
なわ

県今帰仁村）
山
さん

北
ほく

王の居
きょ

城
じょう

と見られ、多数の中
ちゅう

国
ごく

陶
とう

磁
じ

器
き

が出土している。

琉球の歴史と文化
歴史へのアプローチ③

M1港
みなと

川
がわ

人
じん

の顔立ち
（復元図） 山本耀也画
東京都 国立科学博物館

くわしく見てみよう
琉
りゅう

球
きゅう

王国
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Q　�近代日本において女性教育はどのように考えられ，女子
留学生はその考えにどのような影

えい

響
きょう

をあたえたのだろ
うか。

女子留学生の派遣
　1871（明

めい

治
じ

４）年、日本初の女子留学生が岩
いわ

倉
くら

使節団に同行し
てアメリカに派

は

遣
けん

された。当時、女性が母親として家庭で行う、
男子への教育を重視する考えがあり、岩

いわ

倉
くら

具
とも

視
み

も家庭内での教育
を充

じゅう

実
じつ

させるためには女子の教育が必要と考えたため、留学期
間10年という条件で募

ぼ

集
しゅう

が行われた。
　なかなか応

おう

募
ぼ

が集まらない中、二回目の募集を経て、ようやく
五名の応募者を獲

かく

得
とく

できた。そのうち二人は途
と

中
ちゅう

で帰国したが、
三人が10年間の留学生活をアメリカで送った。山

やま

川
かわ

捨
すて

松
まつ

（1860～
1919）、永

なが

井
い

繁
しげ

子
こ

（1861～1928）、津
つ

田
だ

梅
うめ

子
こ

（1864～1929）である。

帰国後の活動
　女子留学生には、アメリカの家庭生活を学ぶことが期待されて
いたため、10年間という長期の留学期間が設定され、年

ねん

齢
れい

が低
い女子が選ばれた。しかし、三人の生

しょう

涯
がい

の活動は家庭にとどま
るものではなかった。津田は、女子が男子と同じように学問を学
べる場として、1900（明治33）年に女子英

えい

学
がく

塾
じゅく

（のちの津田塾大
学）を創立した。山川も女子英学塾の顧

こ

問
もん

・理事などを務めて、
津田を支えた。永井は音楽の教師として西洋音楽を日本に伝える
先
せん

駆
く

者
しゃ

の一人となり、退職後は女子英学塾で働いた。
　三人がともにたずさわった女子英学塾では、英語教師の育成が
重要視された。卒業生の多くが教職に就

つ

くことで女性の自立をう
ながし、日本の英語教育にも重要な役割を果たした。例えば、当
時の英語教育が読み・書きだけにかたよっていたことを問題視し、
自然な英語を聞き、話し、読み、書ける教育を目指して、1930
年代前半に『津田リーダー』や『津田英文典』という新しい教科
書を作成している。
　三人の女子留学生は、政府の意図とは異なり、女性が社会進出
をしていくうえでの重要な足

そく

跡
せき

を残したのである。

1

2 4

5 6

3

近代日本と女子留学生

N■3女子英
えい

学
がく

塾
じゅく

　1934(昭
和9)年8月の『会報』第39号
によると、卒業生1177人中
274人が教職に就

つ

いている。
津田塾大学津田梅子資料室蔵

M■6津
つ

田
だ

梅
うめ

子
こ

　幕府
に仕えた武

ぶ

士
し

の娘
むすめ

で、
６歳

さい

という最も幼い
年
ねん

齢
れい

で渡
と

航
こう

した。
津田塾大学津田梅子資料室蔵

M■1岩
いわ

倉
くら

使節団に同行した
五人の女子留学生 
東京都 津田塾大学津田梅子資料室蔵

M■4山
やま

川
かわ

捨
すて

松
まつ

　会
あい

津
づ

藩
はん

（福
ふく

島
しま

県）出身で、
のちに東

とう

京
きょう

帝
てい

国
こく

大学
総長になった山

やま

川
かわ

健
けん

次
じ

郎
ろう

の妹。個人蔵

O■2アメリカ留学中の三人
左から津

つ

田
だ

、山
やま

川
かわ

、永
なが

井
い

。
津田塾大学津田梅子資料室蔵

N■5永
なが

井
い

繁
しげ

子
こ

　三
みつ

井
い

財
ざい

閥
ばつ

を支えた益
ます

田
だ

孝
たかし

の妹
で、自身は幕

ばく

府
ふ

軍の医
者の養女だった。
津田塾大学津田梅子資料室蔵
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Q　�アイヌ民族は、どのように周辺の世界と交流し、
どのような文化をつくり上げていったのだろうか。

アイヌ民族の世界
　日本列島の北部には、狩

しゅ

猟
りょう

や漁
ぎょ

労
ろう

・交
こう

易
えき

で生活するア
イヌ民族の世界が広がっていた。アイヌ民族の歴史をひも
とくと、北

ほっ

海
かい

道
どう

を中心とした擦
さつ

文
もん

文化が、オホーツク海
沿岸に進出していたオホーツク文化と接

せっ

触
しょく

し、やがて活
発な交易をともなう新たな文化がつくり上げられた。アイ
ヌ民族は、13世紀には樺

から

太
ふと

（サハリン）へ進出し、元
げん

（モン
ゴル）の勢力とも戦い、本

ほん

州
しゅう

北
ほく

端
たん

・蝦
え

夷
ぞ

ヶ
が

島
しま

から千
ち

島
しま

列島
全域・樺太南部一帯をアイヌ民族の世界とした。

十三湊の繁栄とアイヌ民族
　14世紀ごろには津

つ

軽
がる

半島（青
あお

森
もり

県）の十
と

三
さ

湊
みなと

を根
こん

拠
きょ

地
ち

と
した安

あん

藤
どう

（安東）氏が、アイヌ民族との交易で繁
はん

栄
えい

し、蝦
夷ヶ島の産物である鮭

さけ

・昆
こん

布
ぶ

、毛皮などが日本海を経由
して盛

さか

んに京
きょう

都
と

方面へ送られた。アイヌ社会には漆
しっ

器
き

や
鉄製品などの和製品が送られた。蝦夷ヶ島南部の渡

お

島
しま

半島
には本州の人 （々和

わ

人
じん

）の活動も見られたが、15世紀には
和人たちを束ねる館

たて

主
ぬし

と呼ばれる領
りょう

主
しゅ

たちが現れた。館
たて

の一つ志
し

苔
のり

館
だて

の近くからは、大量の銅銭が発
はっ

掘
くつ

されており、
大規模な交易が行われていたことが分かる。
　15世紀半ばには、館主との交易に不満を持つアイヌ民
族が、コシャマインを指導者として館主らと戦い、館を
次々に攻

せ

め落としたが、最終的には敗れた。これ以後、館
を守りぬいた蠣

かき

崎
ざき

氏（のちの松
まつ

前
まえ

氏）が安藤氏の家
か

臣
しん

とし
て和人領主の筆

ひっ

頭
とう

となり、アイヌ民族との戦いをくり返し
ながらも、次

し

第
だい

に安定的な交易体制を整えていった。

近世のアイヌ民族
　近
きん

世
せい

のアイヌ民族は、南に日本、北西に中
ちゅう

国
ごく

、北東に

2

1 2

用 語

3

4 5

アイヌ民族の歴史と文化

N4志
し

苔
のり

館
だて

跡
あと

　津
つ

軽
がる

海
かい

峡
きょう

に臨
のぞ

む丘
おか

の上に
ある。「館

たて

」とは小規模な城のことで、海
に面しており、港を持つ交

こう

易
えき

拠
きょ

点
てん

だった
ことが分かる。北海道 函館市教育委員会

P3十
と

三
さ

湊
みなと

と志
し

苔
のり

館
だて

歴史へのアプローチ④

道南十二館
コシャマインの戦いで陥落した館

津
軽

海
峡

20km0
駒ヶ岳

恵山

蠣崎城
小泊

十三湊
と さ みなと

上之国
かみ の くに

しも の くに

し のりだて

下之国
蝦 夷 ヶ 島

陸 奥

松前

箱館
志苔館

え　　　ぞ　　　が　　しま

はこだて

まつまえ

かきざきじょう

こ どまり

む つ

かんらく

たて

O5銅
どう

銭
せん

　志
し

苔
のり

館
だて

の近くから
は、三つの大

おお

甕
がめ

から39万枚あ
まりの宋

そう

銭
せん

などが見つかった。
北海道 市立函館博物館蔵

OM2擦
さつ

文
もん

土器（左）とオホーツク式土器（右）　
くしの歯のような文

もん

様
よう

を持つ擦文土器と素
そう

麺
めん

の
ような文様が特

とく

徴
ちょう

のオホーツク式土器。左：高砂
遺跡出土 北海道立総合博物館蔵、右：栄浦第二遺跡出土 北海
道 北見市ところ遺跡の森蔵

用 語 解 説

蝦
え

夷
ぞ

ヶ
が

島
しま

と蝦夷地　現在の北
ほっ

海
かい

道
どう

本島は、中世には「蝦夷ヶ島」
などと呼ばれた。近

きん

世
せい

には、松
まつ

前
まえ

・箱
はこ

館
だて

など渡
お

島
しま

半島南部を「松
前地」と呼んで陸

む

奥
つの

国
くに

の一部と見なし、それ以外の「蝦夷地」（現
在の北方四島・樺

から

太
ふと

南部をふくむ）と区分した。

P1熊の彫
ちょう

刻
こく

品
ひん

トコロチャシ跡遺跡出土 北海道 東京大学大学院人文
社会系研究科附属北海文化研究常呂実習施設蔵
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ペ キン

北京

てんしん

天津
こうしゅう

杭州ふくしゅう

福州

那覇
長崎鹿児島

寧古塔

せいけい

盛京

きつりん

吉林

まつまえ

松前

あっけし

厚岸

しらぬし

白主

オホーツク

キャフタ
（チタ）

イルクーツク

マカオ

ペトロバヴロフスク

ヤクーチア（ヤクーツク）

樺太 カムチャツカ半島

千島列島

アリューシャン
列島

ロシア領アメリカ
（アラスカ）

アムールランド
（サハリン）

デレンかんじょう

漢城

おおさか

大坂 え ど

江戸

こうしゅう

広州

オホーツ ク海

バイカル湖

ベーリング海

ベーリング
 海峡日本海

太　平　洋

北極海

黄 ム

ナ

ア

レ

ー
ル
川

川

河

東
シナ海

しん

清 ロ シ ア

日本

長
江

コワンチョウ

フーチョウ

な は

か ご しま ながさき

ハンチョウ
チーリン

テンチンテンチン

からふと

ニン グ ダ
●

●

●

●

●
●

●●

●

●
●

●

●

● ●

●

●

●
●

●

●
●●

●

1900 ●

1800 ●

1700 ●

1600 ●

1500 ●

1400 ●

1200 ●

1000 ●

800 ●

600 ●

400 ●

200 ●

前300 ●

紀元 ●

続縄文文化

擦文文化

オホーツク
文化

アイヌ文化

弥生

古墳

奈良・
平安

鎌倉・
室町

アイヌ（北海道）年 和人（本州）

さつもん

ぞく

縄　文　
じょう もん

やよい

ほっかいどう わ じん ほんしゅう

こ ふん

な　ら

へいあん

かまくら

むろまち

江戸
え　ど

近　代　

24/02/07

ロシアという三つの国に囲まれ、水産物や毛皮・木工芸品
などを中心に盛んな交易活動を行った。毛皮はアムールラ
ンド（山

さん

丹
たん

）経由で中国の産物と交易され、それが日本へ送
られた。また、毛皮の中でもラッコの皮は、ロシアとも交
易された。一方、日本との交易は松前藩

はん

が独
どく

占
せん

した。シャ
クシャインの戦いでアイヌ民族が松前藩に敗れると、次第
に松前藩の支配が強まっていった。

アイヌの伝統文化
　比

ひ

内
ない

（秋
あき

田
た

県）・札
さっ

幌
ぽろ

（北海道）・得
うるっぷ

撫島（千島列島）・ポ
ロナイスク（サハリン）……。これらはいずれも、アイヌ
語に由

ゆ

来
らい

する地名であり、都
つ

岐
き

沙
さ

羅
ら

など古代の地名の中に
は『日

に

本
ほん

書
しょ

紀
き

』に登場するものがある。また、アイヌ語で
は氷をルプ（＝とけるもの）という。北の風土の中で育まれ

6 7

→p. 127

M619世紀初頭の北太平洋地域における交
こう

易
えき

ルート

M8アイヌ民族（北
ほっ

海
かい

道
どう

）の歴史 M9イオマンテの様子『熊送り図』 個人蔵

M7ソウヤの首
しゅ

長
ちょう

チョウケン　中
ちゅう

国
ごく

の錦
にしき

をはおり、
和製の漆

しっ

器
き

を置き、樺
から

太
ふと

アイヌのかさをかぶり、北
海道の熊皮をしく、ソウヤ（現在の北

ほっ

海
かい

道
どう

稚
わっか

内
ない

市）
のアイヌ首長像。アイヌ文化の国際性がえがかれ
ている。18世紀末の図。オランダ ライデン国立民族学博物館蔵

た文化ならではの表現である。
　衣食住の文化も同様で、オヒョウという木の内

うち

皮
がわ

を加工
した繊

せん

維
い

で織られるアットゥシと呼ばれる衣服や、鮭の皮
を加工してつくられるケリと呼ばれる履

はき

物
もの

は、寒冷地に適
した独自の技術によるものである。
　また、狩猟した熊の魂

たましい

を神の国へ送るイオマンテ（熊送
り）の祭りは、オホーツク文化の世界観を取り入れている
といわれるが、近世には漆器・陣

じん

羽
ば

織
おり

・清
せい

酒
しゅ

・刀
とう

剣
けん

など
の和製品が祭りの道具として用いられた。アイヌの文化は
このように、周りの文化を取り入れながら、みがかれた。
　こうした伝統文化は近代には同

どう

化
か

政策の下
もと

で否定され
たが、伝

でん

承
しょう

の努力が今も重ねられている。

9

→p. 183

くわしく調べてみよう
公益財団法人アイヌ民族文化財団ウェブページ

図の中では、どのようなことが行われ、どこで
作られた道具が使われているだろうか。
Q
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上野

根津

向島

本所
両国

山王権現

金毘羅社

江戸城

目黒不動

佃島

御殿山

高輪

麻布

芝

市ヶ谷

牛込

道灌山
吉原

小石川
本郷

湯島

神田

富岡八幡宮

亀戸天神

増上寺
芝神明社

愛宕社

神田明神
回向院

寛永寺

八丁堀
京橋
日本橋

深川

池袋

上板橋

江古田

千住

祐天寺

代々木上原

秋葉原

東京

新橋

新宿

渋谷

品川

江戸湾

荒
川

武家地
町人地
寺社地

いずれも
19世紀中ごろ

現在の海岸線

幕府が1818年に決めた「江戸」の境界線（朱引）

夏

冬 不忍池

秋

春

町奉行所の
管轄内（墨引）

かん だ みょうじん

すみびき

め ぐろ ふ どう

ぞうじょう じ

浅草寺

しゅびき

浅草寺 144～145ページで
取り上げられている
名所

かんえいじ

かめいど てんじん

せんそうじ

さんのうごんげん

こん ぴ　ら しゃ

あたご しゃ

え こういん

とみおかはちまんぐう

しばしんめいしゃ

茗渓

Q　�江
え

戸
ど

の町の人々がレクリエーションを楽しむ場は、
どのようにして生まれたのだろうか。

名所の成立
　江

え

戸
ど

が都市として巨
きょ

大
だい

化し、人口が過
か

密
みつ

になってくると、
そこに暮らす人々は「自然」を求めるようになった。一方
で、現

げん

世
ぜ

利
り

益
やく

を求めた「神仏」への信
しん

仰
こう

も望むようにな
った。こうした人々の望みをかなえる「気晴らしの場」と
しての「名

めい

所
しょ

」が、江戸では17世紀後半から生み出され
ていった。そして出版文化の発達にともない、名所案内記
が地域ごと、季節ごとなどさまざまな形式を採って刊行さ
れた。特に、多くの図を用いた『江戸名所図

ず

会
え

』や、毎月
の見

み

所
どころ

の名所や神社仏
ぶっ

閣
かく

の歳
さい

事
じ

を紹
しょう

介
かい

した『東
とう

都
と

歳
さい

事
じ

記
き

』
は、評判となった。こうした案内記は、貸

かし

本
ほん

屋
や

などを通じ
て民衆にも広まり、また江戸を訪

おとず

れる人々の土
みやげ

産物とも
なった。

「自然」を発見する
　『四季遊

ゆう

観
かん

江戸名物図絵』は自然に関わる名物・名所の
案内記の一つである。近

きん

郊
こう

農村の神
か

奈
な

川
がわ

や市
いち

川
かわ

（千
ち

葉
ば

県）
に至るまで、有名寺社のみならず、植木屋や個人宅などの
べ1000カ所に上

のぼ

る名所が挙げられている。そして、名物
は各月のもののほか、四季を通じて楽しめる松など約150
項
こう

目
もく

がのせられている。江戸の人々は、さまざまな動植物、

23

1

4

都市の暮らしと名所
歴史へのアプローチ⑤

M4『四季遊
ゆう

観
かん

江
え

戸
ど

名物図絵』に見る四季　春、上
うえ

野
の

花
はな

遊
あそび

。夏、茗
おちゃ

渓
のみずの

蛍
ほたる

狩
がり

。秋、根
ね

津
づ

紅
も み じ

葉。冬、不
しのばずの

忍池
いけ

雪
せっ

景
けい

。
1835（天

てん

保
ぽう

６）年刊行。国立歴史民俗博物館蔵

M2江
え

戸
ど

の名所

O3浅
せん

草
そう

寺
じ

仁
に

王
おう

門
もん

（現在
の宝

ほう

蔵
ぞう

門
もん

） 『新板浮絵江戸浅草
金龍山仁王門図』 千葉県 国立歴史
民俗博物館蔵

M1隅
すみ

田
だ

川
がわ

の花火の様子 『江戸名所図会』 東京都 国立国会図書館蔵

春
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23/03/21

風景の中から名所を選び出していったのである。
　この案内記は、折りたたんでふところに入る大きさ
（15.8cm×7.5cm）でつくられている。江戸の人々は、こ
うしたコンパクトな案内記をたずさえて、四季を通じて名
所を楽しんだのだろう。

「神仏」をつくる
　江戸に集まる各

かく

藩
はん

の屋
や

敷
しき

も名所となった。特に19世紀
になると、各藩は、屋敷にまつった神仏（邸

てい

内
ない

社
しゃ

）を人々に
公開した。公開された邸内社は、確認できるものだけでも
大
だい

名
みょう

屋敷でのべ53カ所、旗
はた

本
もと

屋敷でのべ15カ所に上る。
　公開された神仏は、丸

まる

亀
がめ

藩
はん

（香
か

川
がわ

県）上
かみ

屋
や

敷
しき

の金
こん

毘
ぴ

羅
ら

社
しゃ

（現在の虎
とら

ノ
の

門
もん

の金
こ

刀
と

比
ひ

羅
ら

宮
ぐう

）・久
く

留
る

米
め

藩（福
ふく

岡
おか

県）上屋敷
の水
すい

天
てん

宮
ぐう

（場所は移転、現在の日
に

本
ほん

橋
ばし

の水天宮）・西
にし

大
おお

平
ひら

藩（愛
あい

知
ち

県）下
しも

屋敷の豊
とよ

川
かわ

稲
いなり

荷（現在の港
みなと

区の豊川稲荷）な
ど国
くに

元
もと

の有名な神仏を移してきたものが多い。また、いず
れの屋敷でも、公開日を限り、錦

にしき

絵
え

・略
りゃく

縁
えん

起
ぎ

（現在のパン
フレットのようなもの）などで宣伝し、祭礼・見

み

世
せ

物
もの

・興
こう

行
ぎょう

（富くじ・流
や ぶ さ め

鏑馬ほか）を準備するなど、さまざまな工
く

夫
ふう

をこらした。
　ふだんは入ることのできない武

ぶ

家
け

屋敷の空間を開くとい
うことが、集客につながったと考えられる。幕

ばく

府
ふ

は新規の
神仏公開を禁じ、また屋敷の周囲に商人が集まることや、
根
こん

拠
きょ

のない神仏に関する話を流
る

布
ふ

することを取りしまっ
たが、屋敷の開放までは禁止できなかった。

5

6

名所のにぎわいを支えるもの
　邸内社を公開する大きな目的は、賽

さい

銭
せん

収入である。実際
に丸亀藩金毘羅社の場合は、毎年100～150両

りょう

が国元に送
金されている。また、久留米藩水天宮の場合は、1855（安

あん

政
せい

２）年までの収益が3000両に達し、その約半分が藩
はん

主
しゅ

家族の生活費にあてられていた。
　こうした邸内社の公開の宣伝や集客には、近辺の町

ちょう

人
にん

、
特にふだんから屋敷に物資を納入する町人が深く関わった。
例えば、丸亀藩金毘羅社の銅

どう

鳥
とり

居
い

（1821年建立）には、屋
敷に出入りする町人が奉

ほう

納
のう

した人として名を連ねている。
　名所は、気晴らしを求めて訪れる人々のみならず、その
場に利害関係のある人々の活動があってこそ、にぎわいを
見せたのである。

M6江戸の代表的な祭礼、山
さん

王
のう

祭
まつり

の作
つく

り物
もの

『江戸名所　山王まつり』 国立歴史民俗博物館蔵

P5丸
まる

亀
がめ

藩
はん

上
かみ

屋
や

敷
しき

の金
こん

毘
ぴ

羅
ら

社
しゃ

  
歌川広重画『江戸名勝図会　虎ノ門』 国立
国会図書館蔵

夏 秋 冬

幅広い知識と教養を身に付ける
「歴史へのアプローチ」

「歴史へのアプローチ」では、時代を通した視点・グローバルな視点でみたテーマや、
ポイントをしぼってクローズアップしたテーマなど、10 のテーマを取り上げました。それぞ
れ多角的・多面的に考察する力を養い、歴史の理解を深めることができます。

「琉球の歴史と文化」「アイヌ民族の歴史と
文化」では、学習指導要領でも取りあげら
れている琉球やアイヌ民族について、時代
を通して紹介しています。

近世江戸の町や人々の生活の様子を、資料をみな
がら再現し、考える工夫がほどこされています。
名所の誕生、都市と自然の関係など、現在の観光
業や環境問題を考える要素が満載です。

生徒たちと年齢の近い女子たちが、明治初年に
外国へ留学し、どのような経験をし、日本に戻
り、どのように活躍したかをみることで、親近
感をもって歴史にふれることができます。

❶中国の記録に見る日本列島......p.32
❷西アジアとヨーロッパの交流....p.78
❸琉球の歴史と文化.....................p.88
❹アイヌ民族の歴史と文化..........p.90
❺都市の暮らしと名所.............. p.144
❻国家とは何か......................... p.175
❼近代日本と女子留学生.......... p.185
❽日本の植民地......................... p.200
❾1920年代の日本経済............ p.225
�日本の領土の変遷.................. p.268

「歴史へのアプローチ」
ラインナップ

14 15

さらに深い
学びへ

+α
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251地域からのアプローチ⑥

23/03/30

4	 復興と発展から考えよう─中国地方最大の都市広島

3	 歴史と文化が豊かな広島を世界遺産から考えよう

Q 広島平和記念資料館では、時代とともに展示や配置を変更して

いる。なぜだろうか。

■9

Q 呉
くれ

市に「大
やまと

和ミュージアム」、江
え

田
た

島
じま

市に海上自衛隊の学校があるのはなぜ

だろうか。 

■⓾

■�

Q こうの史
ふみ

代
よ

さんが広島や呉をえがい

たマンガや映画は、私たちに何を伝え

ようとしているのだろうか。

■�

Q 広島東洋カープがほかのプロ野球チー

ムと異なる点は何だろうか。

■�

Q 平
たいらの

清
きよ

盛
もり

はなぜ厳
いつく

島
しま

神社を保護し、『平
へい

家
け

納
のう

経
きょう

』を奉
ほう

納
のう

して何を

願ったのだろうか。ほかにはだれが神社を保護したのだろうか。

■6 ■7

O■6厳島神社　厳島神社がある宮
みや

島
じま

は、
江
え

戸
ど

時代から松
まつ

島
しま

(宮
みや

城
ぎ

県)、天
あまの

橋
はし

立
だて

(京
きょう

都
と

府)と並ぶ名
めい

勝
しょう

で、現在は「日本三
さん

景
けい

」に数えられている。

 P■7『平家納経』厳島神社蔵

O■8原水爆禁止世界大会　
被爆から10年目の1955
（昭

しょう

和
わ

30）年８月６日、広
島で第１回大会が開かれ
た。

P■⓾「大和ミュージアム」
（呉市海事歴史科学館）

P■�こうの史代『この世界の片
かた

隅
すみ

に』
©2019こうの史代・コアミックス／「この世界の片隅に」
製作委員会

M■�海上自衛隊第１術科学校（旧海軍兵学校）

M■�広島東洋カープ　プロ野球で初の親会社を持た
ない「市民球団」として戦後に誕生した。

M■9広島平和記念資料館
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い

い
か
も
ん
の
か
み

井
伊
掃
部
頭

御
本
丸

ご
ほ
ん
ま
る

江戸図屛風を読み解く
江
え

戸
ど

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

は、17世紀前半の徳
とく

川
がわ

家
いえ

光
みつ

のころの江戸の様子をえがいた絵画です。インターネット
を利用すると、所蔵する国立歴史民

みん

俗
ぞく

博物館（千
ち

葉
ば

県佐
さ

倉
くら

市）のウェブページで、全体から細部まで
の画像を見ることができます。

1江戸城と大名屋敷を読み解く

M■3城門から城内に入る行列

M■1天守・本丸の御
ご

殿
てん

・城内の武
ぶ

士
し

M■2彦
ひこ

根
ね

藩
はん

の屋敷 M■4江戸図屛風の左
さ

隻
せき

の右半分

●  江戸城に入る行列を見てみよう。
何の行列だろうか。どのような目
的でやってきたのだろうか。

●  建ち並ぶ大名屋
や

敷
しき

を見てみよう。
大名の名前はどのように書かれて
いるだろうか。屋敷の配置にはど
のような特

とく

徴
ちょう

があるだろうか。

W

W

●  江戸城を見てみよう。
どのような構造をし
ているだろうか。登

と

城
じょう

した大
だい

名
みょう

はどのよ
うに感じただろうか。

■2

■6
■7

歴史を
考えよう
④

くわしく見てみよう
『江戸図屛風』

135歴史を考えよう④

23/03/21

2江戸の町を読み解く

　江戸図屛風には、家光とその家
か

臣
しん

たちの姿があちこちにえがかれてい
る。ウェブページの画像の中から、家光を探してみよう。
　家光はどこで、どのようなことをしているだろうか。そこから、江戸
図屛風がどのような目的でつくられたのかを考えてみよう。

家光を探せ

M■■7日本橋周辺にえがかれた人々

 M■5徳川家光

M■6日
に

本
ほん

橋
ばし

周辺にえがかれた品物

●  日本橋周辺にえがかれた人々を見てみよう。ど
のような身分や職業の人々がえがかれているだ
ろうか。人々が見上げているものは何だろうか。

W

W

●  日本橋周辺にえがかれた品物を見てみよう。ど
のような品物がえがかれているだろうか。品物
はどのように運ばれてきたのだろうか。

■1

■3
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4km

3km

2km

1km

福

島

川

川

川
安
元

田

太

可
芸

備
部

線
線

山
陽

本
線

広島市浄水場

広島逓信局 第二総軍司令部
中国軍管区

司令部
福屋百貨店
中国新聞社

広島地方裁判所

広島市役所
広島文理科
大学

中国配電
広島県庁

広島陸軍兵器
補給廠

広島陸軍被服支廠広島高等学校

広島女子
専門学校

陸軍船舶練習部

宇品港

草津港

吉島陸軍
飛行場

広島管区
気象台三菱重工

広島機械製作所

三菱重工広島造船所

広島地方専売局

広島駅
東練兵場

爆心地

全壊全焼地域
全壊地域
半壊地域

ばくしん ち

ぜんかいぜんしょう

はんかい

広島
地域からのアプローチ⑥

1	 	地図から原爆の被害を受けた広島を考えよう

広
ひろ

島
しま

には、アメリカ軍により人の住む都市としては世界で初めて
原子爆

ばく

弾
だん

が投下されました。戦後、平和や核
かく

廃
はい

絶
ぜつ

、人権の尊さを
願う世界中の人々が多く訪

おとず

れ、「ヒロシマ」について学んでいます。
また、中

ちゅう

国
ごく

地方最大の都市である広島は、古くから交通や信
しん

仰
こう

の
中心地でもあり、現在、二つの世界遺産があります。

2	 原爆ドームと平和公園から考えよう

Q アメリカ軍が原爆投下の候補地とした広島や長
なが

崎
さき

、

小
こ

倉
くら

（福
ふく

岡
おか

県）、横
よこ

浜
はま

（神
か

奈
な

川
がわ

県）、新
にい

潟
がた

などの都市

に共通する特
とく

徴
ちょう

は何だろうか。

Q 2016（平成28）年のオバマ大統領の広島訪問では、

事前に何が日
にち

米
べい

両国間で話し合われたのだろうか。

■5

M■3被爆直後の広島県物
ぶっ

産
さん

陳
ちん

列
れつ

館
かん

（原爆ドーム、米軍撮
さつ

影
えい

） 広島平和記念資料館蔵

M■4被爆前の広島県物産陳列館（1915
年建設） 広島平和記念資料館蔵

M■1爆心地を中心とした被
ひ

爆
ばく

地図

P■5オバマ大統領広島訪問の記事（『中
国新聞』、2016年５月28日）　2016（平

へい

成
せい

28）年５月27日、現職のアメリカ大統
領が初めて広島を公式訪問した。

M■2相
あい

生
おい

橋
ばし

　本
ほん

川
かわ

と元
もと

安
やす

川
がわ

の両岸と中
なか

州
す

を結ぶＴ字型のめ
ずらしいかたちの橋は、原

げん

爆
ばく

の投下目標にされたといわれる。
実際には、原爆は約300mはなれた島病院の上空で爆

ばく

発
はつ

した。
現在の島内科医院前には爆心地碑がある。©広島市

爆
ばく

心
しん

地
ち

碑
ひ
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竹沢
御殿

観
音
堂

武家
屋敷

藩校

金
沢
城

犀

川

浅
野

川

金沢
地域からのアプローチ④

「加
か

賀
が

百万石
ごく

の城
じょう

下
か

町
まち

」として発展した金
かな

沢
ざわ

は、江
え

戸
ど

時代に
は江戸・大

おお

坂
さか

・京
きょう

都
と

の三都に次ぐ大都市でした。金沢の歴
史と現代について、さまざまな面から考えてみましょう。

1	 金沢城の変化から考えよう

1546 金沢御
み

堂
どう

の創建

1583 前
まえ

田
だ

利
とし

家
いえ

、金沢城に入城

1871 廃
はい

藩
はん

置
ち

県
けん

城地が兵
ひょう

部
ぶ

省
しょう

（翌年、陸軍省に
かわる）の管

かん

轄
かつ

となる

1876 秩
ちつ

禄
ろく

処
しょ

分
ぶん

1887 第四高等中学校（後の第四高等
学校）の創設

1898 第
だい

九
きゅう

師
し

団
だん

の設置

1949 金沢大学、開学

1978 金沢大学、城内からの移転を決
定（1995年に移転完

かん

了
りょう

）

1996 石
いし

川
かわ

県が国から金沢城を取得し、
金沢城公園として整備

2001 菱
ひし

櫓
やぐら

などを復元

2010 河
か

北
ほく

門
もん

を復元

1857年

 N■21857（安
あん

政
せい

３）年ごろの金沢

第
九
師
団

司
令
部

出羽
町練
兵場

野
村練兵
場

砲
兵
第
九

連
隊
兵
営

騎
兵
第
九

連
隊
兵
営歩

兵第
三
十
五

連
隊
兵
営

工
兵
第
九

大
隊
兵
営

輜
重
兵
第
九

大
隊
兵
営

兵
器
支
廠

倉
庫

兼
六公
園

衛戌
病院

第四
高等学校

招
魂
社

歩
兵
第
七

連
隊
兵
営

金沢停車場構内

犀

川

浅

野

川

1900年

N■31900（明
めい

治
じ

33）年ごろの金沢

Q 下の年表と地図を見て、

金沢城は明
めい

治
じ

維
い

新
しん

後に、

どのように利用された

か考えてみよう。

■1 ■2 ■3

M■1金沢城関連年表

229歴史を考えよう⑥

23/03/21

●  ●3のポスターは何を呼びかけるものだろうか。W

●  二大政党である立
りっ

憲
けん

政
せい

友
ゆう

会
かい

・立
憲民
みん

政
せい

党の選挙ポスターはそれ
ぞれ、何を示しているのだろうか。
それぞれの選挙ポスターを見て、
どのようなことが考えられるだ
ろうか。

→p. 236

■6 ■7W

●  ●4・●5から、どのよう
なことが分かるだろう
か。

W

2選挙ポスターから探る政治家の選挙活動

M■4船にはられた選挙ポスター　玉井清『第一回普選と選挙ポスター』より M●5雪だるまにはられた選挙ポスター
玉井清『第一回普選と選挙ポスター』より

P●6立憲政友会の選挙ポスター
慶應義塾図書館蔵

M●7立憲民政党の選挙ポスター
法政大学大原社会問題研究所蔵

P■3鳩
はと

山
やま

一
いち

郎
ろう

候補者の選挙ポスター
東京都 慶應義塾図書館蔵
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第１回普通選挙の実態を探る
日
にっ

清
しん

戦争後から普
ふ

通
つう

選挙の実現を求める運動はありましたが、第一次世界大戦後に日本でも政治的
に盛り上がり、1925（大

たい

正
しょう

14）年に普通選挙法が成立し、1928（昭
しょう

和
わ

３）年には第１回普通選挙
が実
じっ

施
し

されました。第１回普通選挙について、有権者はどのように普通選挙と向き合い、また政治
家は新たな選挙にどのように対応したのでしょうか。投票率と選挙ポスターの二つの側面から、当
時の社会の様子の一

いっ

端
たん

を探
さぐ

ってみましょう。

●  現代の投票率と比べて、第１回普
通選挙の投票率は低いだろうか、
高いだろうか。そこから、当時の
有権者は選挙にどのように向き合
っていたといえるか考えてみよう。

■1W

●  第１回普通選挙の投票率は、それ以前と比べてどうだろうか。内務省がポスターを作成した理由と
合わせて考えたとき、有権者の意識について、どのようなことがいえるだろうか。

■2W

1投票率から探る
有権者の意識

O■2選挙を管
かん

轄
かつ

していた
内
ない

務
む

省作成のポスター 
東京都 法政大学大原社会問題研究所蔵

45万人（1.1％）

98万人（2.2％）

307万人（5.5％）

1241万人（19.8％）

1億396万人（81.8％）

1億609万人（83.7％）

1億532万人（83.9％）

1890（明治23）年 第 1回 15円以上納税者

1902（明治35）年 第 7回 10円以上納税者

3円以上納税者

納税による制限なし

納税による制限なし

納税による制限なし

納税による制限なし

2014（平成26）年 第47回

2017（平成29）年 第48回

2021（令和 3）年 第49回

総選挙年 選挙人総数（全人口比）と投票率

選挙人総数（全人口比）

選挙権の変化

93.73％

88.39％

86.72％

80.33％

52.66％

53.68％

55.93％

投票率 第1回普通選挙

制
限
選
挙

普
通
選
挙

ふ
つ
う

普
通
選
挙

男

男

男

男

男 女

男 女

男 女

満25歳

25歳

25歳

25歳

20歳

18歳

18歳

年齢
（～以上）性別 その他の条件

めいじ さい

1928（昭和 3）年 第16回
しょうわ

へいせい

れいわ

1920（大正 9）年 第14回
たいしょう

M■1戦前・戦後の衆議院議員総選挙における選挙人総数と投票率

歴史を
考えよう
⑥

総務庁統計局監修『日本長期統計総覧』ほかによる

149地域からのアプローチ④

M■�ゲストハウスの活用事例

M■8町家の改修事例（旧崎川菓子店）

M■�工芸工
こう

房
ぼう

の活用事例M■⓾ギャラリーの活用事例

M■9水回りの整備事例

23/03/21

2	 名産品から考えよう

3	 文化財保護から考えよう

金沢の名産品

　金沢には、金
かな

澤
ざわ

町
まち

家
や

と呼ばれる伝統的な建築物が多く残

っている。金澤町家には、箱階段や大きな吹
ふ

き抜
ぬ

け、坪
つぼ

庭
にわ

など、空間を効率的かつ快適に使う工
く

夫
ふう

が多く見られる。

昔ながらの良い点を生かしつつ現代的な生活が送れるよう、

どのような工夫がなされているか見てみよう。

町家を取りこわさず、後
こう

世
せい

に残すための取り組み

について探ってみよう。
Q

O■4金
きん

箔
ぱく

M■6加賀友
ゆう

禅
ぜん

P■7金沢仏
ぶつ

壇
だん

M■5和
わ

菓
が

子
し

Q これらが名産品になった背景には、何があるの

か、調べてみよう。

美術作品や史料を読み解く力を養う
「歴史を考えよう」

地域と歴史を繋げる力を養う
「地域からのアプローチ」

「歴史を考えよう」では、美術作品や史料・地図、また現代の私たちにも深いかかわり
のある憲法や選挙などを取り上げ、歴史の「思考力」を養うためのさまざまな工夫をしてい
ます。

「地域からのアプローチ」では、地域を通した歴史学習を紹介しています。地域の歴
史について、特定の時期だけに注目するのではなく、各時代の歴史の展開や、文化財保護の
取り組みをふまえて理解することで、歴史を学ぶことの現代的な意味を考えます。

戦前の普通選挙で使用された選挙ポスターを取り上げ
ました。これからの社会を担う中学生向けの主権者教
育の一環としても利用できます。

・ 江戸城に入る行列を見てみよう。
何の行列だろうか。どのような
目的でやってきたのだろうか。

・ 家光はどこで、どのようなこと
をしているだろうか。そこから、
江戸図屛風がどのような目的で
つくられたのかを考えてみよう。

取り上げられている問い

❶�平安京と京都の街を考える.............. p.56
❷�マンガの源流、絵巻物を考える....... p.76
❸関所を考える.................................... p.95
❹�江戸図屛風を読み解く...................p.134
❺�世界遺産・富岡製糸場から日本の近代を

考える............................................p.178
❻�第１回普通選挙の実態を探る.........p.228
❼�大日本帝国憲法と日本国憲法.........p.260

「歴史を考えよう」ラインナップ

中世から近現代に至るまでの広島の歴史
について、さまざまな図版から考えます。

明治時代以降の金沢の街について、地
図や文化財保護の観点から考えます。

・ 平将門はなぜ厳島神社を保護し、
『平家納経』を奉納して何を願ったの
だろうか。ほかにはだれが神社を保
護したのだろうか。

・ 呉市に「大和ミュージアム」、江田島
市に海上自衛隊の学校があるのはな
ぜだろうか。

取り上げられている問い

❶奈良….p.46
❷福岡…p.58
❸平泉…p.68
❹金沢…p.148

❺札幌…p.205
❻広島…p.250
❼沖縄…p.276

「地域からのアプローチ」
ラインナップ

16 17

さらに深い
学びへ

+α
さらに深い

学びへ

+α
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第 5章
　 3節 富国強兵と殖産興業 p.176-177

2

本時の目標

明治維新後、政府は富国強兵をスローガンに、政府主導の殖産興業政策を推し進めた。この殖産興業政策の内
容とその意図を理解する。具体的には、交通・通信の整備、官営模範工場、金融制度について、それぞれの政策
を学ぶとともに、必ずしも順調にいかなかった事例や、民間の人々が国家の近代化に尽力したことも認識する。

学習指導案

発　問 解答例 〇留意点　■評価

導　入 （教科書 p.176 図1）図版を見
て、「近代化」された事例をあ
げてみよう。

・蒸気機関車　　
・人々の洋服、帽子
・客車、貨物車　　
・レンガ造りの駅舎
　（女性は和服、男性は和洋混在）な

ど

〇日本人だけではできない技術
を、外国の技術でつくったこ
とを認識させる。

展　開 Ａ　殖産興業に必要なお雇い
外国人の業績を調べてみよ
う。
Ｂ　鉄道・海運について、ど

この地域で利用されたか考え
てみよう。

C 　電話や電信、郵便制度が
どのように始まり、発展した
か考えてみよう。

D 　（教科書 p.177 図5）図版
を見て、富岡製糸場の様子を
探ってみよう。

E 　諸産業での官営事業には
何があったか考えてみよう。
 学習課題  政府はどのように
して殖産興業政策を進めたのだ
ろうか。

F 　現在のお金について、知っ
ていることをのべてみよう。

Ａ　 （⇒ p.53  授業のアイデア❶ ）

Ｂ　東京～横浜、大阪～神戸など、
経済の先進地域や外国人の多い都市
が中心だった。

C 　大都市から、全国各地に広がっ
ていった。（⇒ p.54  授業のアイデア❷ ）

D ・高い天井　・レンガ造り
・労働者が女性（工女）
・清潔そう

E 　造船所・炭鉱・紡績工場など。

 学習課題の答え  政府は膨大な国家
予算を投じ、欧米から人材・設備・技
術を導入して官営模範工場などをつ
くっていった。さらに経済をさかんに
するために通信や輸送、郵便、金融制
度の充実をはかった。
F ・10 進法　・単位は円

・紙幣は日本銀行が発行
・硬貨は丸い
・造幣局で製造

〇岩崎弥太郎・三菱商会の役割
を考えさせる。

〇労働者の雇用の場、近代産業
を学ぶ場であったことも認識
させる。

■明治政府の殖産興業政策の内
容とその意図について理解す
る。（知・技）

〇現在のお金の原型が新貨条例
で確立したことを説明する

（兌換と不換の説明は難しい）。

まとめ 富国強兵のための殖産興業が、
日本に何をもたらしたかを考え
てみよう。

経済の近代化が国家を豊かにし、欧米
列強に追いつくとともに、国民生活に
も大きな影響を与えたこと。

■国家主導ではあるが、岩崎弥
太郎や渋沢栄一など、民間出
身者も殖産興業に貢献したこ
とに気づく。（態）

学
習
指
導
案
、
学
習
課
題
の
答
え
参
照

②

①

④

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｅ

Ｆ

③

⑤

⑨⑧

⑥

D

⑩
⑦

⑪
⑫

❶新橋駅
駅舎の図を見て、蒸気機関車・客車・貨物車、レンガ造りの駅舎などに気づく。また、荷車から荷物を貨物車

に載せていることがわかる。
江戸時代までは、貨物輸送は水上が中心であり、大小の河川、都市部の運河を利用しながら大

都市へ海上輸送を行っていた。明治時代以降は、鉄道の普及によって大小の地方都市や山間部まで鉄道による貨
物輸送がさかんになり、国内の産業構造にまで大きな変化を与えていった。また、人の往来もしだいに容易に
なっていった。

❷殖産興業
政府の経済近代化政策、とくに官営事業を中心とする工業化政策のこと。一般的に言えば、世界資本主義体制

に組み入れられた発展途上国が、自国経済を発展させるために行う開発政策をさす。明治政府主導の政策には無
駄や失敗も多く、むしろ民間の経済活力が重要で、それと結びついた場合に殖産興業政策は成功している。

 授業のアイデア❶  お雇い外国人の業績を調べてみよう

発問の答え

自
然
科
学

ナウマン ドイツ
地質学者。フォッサ＝マグナの研究にあたる。ナウマンゾウの化石は彼の名
にちなむ。 

モース アメリカ 動物学者・生理学者。大森貝塚を発見した。

クラーク アメリカ 農学者・教育者。札幌農学校教頭の際の“Boys, be ambitious”の言葉が有名。

美
術

フェノロサ アメリカ 東洋・日本美術研究者。日本美術の再評価と海外への紹介に尽力。

コンドル イギリス 建築家。近代建築を日本に普及。鹿鳴館・ニコライ堂など。

法
律
・
政
治

ロエスレル ドイツ 大日本帝国憲法の制定に大きな影響をおよぼす。

ボアソナード フランス 諸法令の作成に尽力。起草した民法をめぐっては民法典論争が発生。

モッセ ドイツ 市制・町村制、府県制・郡制の公布など、地方制度の確立に尽力。
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❸お雇い外国人
工部省・文部省が中心となって外国から技術者や研究者を高給で招いた。イギリスからが最も多く、その他ア

メリカ・ドイツ・フランスなどがおもであった。帝国大学（東京大学）や工部大学校で教鞭をとったり、各官庁
での指導にあたったりするなど、あらゆる分野で日本の近代化に貢献した。

❹鉄道の開業
日本の鉄道開発は、1869 年に東京～京都を鉄道で結ぶ計画が出され、東京・横浜間、大阪・神戸間がまず優

先された。東京（現在の新橋汐留）・横浜（現在の桜木町）間は、イギリスの資本と技術で 1872 年 9 月に開業し
た。大阪・神戸間は 1874 年 5 月に開業し、77 年 2 月に京都まで延長された。これ以降、政府の財政難で鉄道建
設は一時中断され、東海道線（東京・神戸間）全通は 1889 年であった。

❺岩崎弥太郎と三菱
岩崎弥太郎は土佐の郷士出身で、藩の通商機関で商才を発揮した。明治維新後、九十九商会ついで三菱商会を

おこし、事業を拡張していった。郵便汽船三菱会社が発足してからは、台湾出兵や西南戦争において政府軍の輸
送を独占的に行い巨利を得て、政商として名をあげた。1882 年には、三菱による海運業独占が問題となり、三
井を中心に設立された共同運輸会社との激しい競争がおこって社会問題となった。1885 年に政府が主導して両
社合併し、日本郵船会社となった。三菱は 1886 年に新たに三菱社を創設して諸産業に活動し、のちに日本郵船
も支配下におさめ、国内航路から外国航路まで日本の海運業の中心を担っていった。また、のちに三菱合資会社
を中心にコンツェルンを構成し、三井と並ぶ巨大財閥に成長して日本の近代資本主義の発展を担っていった。

❻郵便・通信制度の確立
1871 年 3 月、日数が不安定で費用もかかる飛脚制度から、全国画一的で安価な官営郵便制度が、前島密の建

言で創設された。当初、集配は郵便役所と呼ばれ、3府のみに置かれたが、1875 年には郵便局として 3566 カ所
に増大した。1883 年には郵便条例が制定され、郵便の種類と料金が定められた。
電信は1869年に東京・横浜間が開設され、全国に広がっていった。電話は1890 年に東京・横浜両市内と両市間で
交換業務が開始され、大都市を中心に急速に増加していった。1900年に電信法、15年に無線電信法が公布された。

 授業のアイデア❷  鉄道の普及や郵便・電信制度の確立が政府の統治や人々の生活にもたらした影響を考
えてみよう
鉄道の普及や郵便・電信制度の確立は、政府にとってどのような効果があったか。また、人々の生活をど

のように変えていったかを考えさせる。
・中央と地方を結びつける効果があり、天皇中心の中央集権体制を確立する一助になっていた。
・東京や横浜など、外国人が多く住む大都市部から普及することによって、列強に対して日本が近代国家で
あるという印象づけができた。

・国民は、最初は戸惑いながらもしだいに近代化された文物・制度に順応し、受け入れていった。

❼工部省と内務省
工部省は 1870 年に殖産興業政策の中枢官庁として創設され、民部省から鉱山・製鉄・鉄道部門などが移管さ

れた。西洋先進国の産業構造を日本に移植し、政府直営の官営事業を中心とした。旧幕府が創設した横須賀・長
崎造船所を管理し、大規模で欧米の新技術を導入したものが多かった。のちに財政上の負担となり、多くが民間
に払い下げられ、内閣制度発足とともにその役割を終えたが、民間企業の発展に大いに役立った。
内務省は 1873 年に大久保利通を初代内務卿として発足した。職務は殖産興業政策の推進、地方行政の指導、

警察権など、内政全般にわたる強大な権力を有した。殖産興業においては、工部省の事業に比べて小規模で在来
産業の改良・育成をおもにし、軽工業・農牧畜業が中心で、民間の模範となるものを目指した。また警保察（の
ち警保局）は、全国の警察組織を一元的に掌握し、のちには社会運動や思想を取り締まる特高警察なども指導・
監督した。

❽官営模範工場
明治維新後、富国強兵政策の一環で、明治政府は幕府が経営していた鉱山や造船所を官営化するとともに、官

営事業として模範工場を各地に建設した。富岡製糸場や各地の紡績所などである。採算を考慮しない事業も多
く、赤字経営のものが多かったが、各地の産業の発展に貢献した。1880 年以降、有力な民間人に安価で払い下
げられ、政商が財閥に発展する土台にもなった。

全員女性で、身なりのよい人が働いている。

❾内国勧業博覧会
殖産興業を目的に内務省、のちに農商務省が所管。1877～1905 年に 5回開催。第 1回は 1877 年の西南戦争の

さなかに東京上野公園で開催され、来場者は 45 万人をこえた。審査・受賞の対象となる一般出品や官営模範工
場の最新式機械などが全国から約 8万 5000 点出品され、ガラ紡を発明した臥雲辰致に最高賞（鳳紋賞牌）が授
与された。第 2・3 回は東京、第 4回は京都岡崎公園、第 5回は大阪天王寺公園で開催された。新製品や質の高
い品を展示して参観者を啓発し、その審査・奨励する形式はのちの共進会などに引き継がれた。

10貨幣制度
明治維新後、政府は太政官札（紙幣）・民部省札（小額紙幣）を発行し、旧幕府発行の金銀銅貨・諸藩発行の

藩札の回収、貨幣の統一による財政資金の補塡、殖産興業の資金充当をはかった。しかし、この紙幣は不換紙幣
であり、発行数の増加に伴って経済界は混乱し激しいインフレとなった。政府は 1871 年、欧米の金本位制をも
とにした新貨条例を制定した。このときに発行された紙幣を「新紙幣」と呼ぶが、これも不換紙幣であり、信用
に不安があった。純金 2分（1.5g）を 1 円金とし、円・銭・厘の 10 進法を採用した。金・銀・銭の貨幣を発行
し、金本位制の欧米との貿易に使用したが、慢性的な貿易赤字による正貨流出や退蔵により、流通量は少なかっ
た。また、アジア諸国は銀本位制が多かったため、政府は貿易用の銀貨（貿易銀）を発行した。日本の新しい貨
幣制度は、金本位の正貨、不換紙幣の新紙幣、貿易銀の三本立ての金銀複本位制であった。

11国立銀行条例
新紙幣が不換紙幣である限り、通貨の安定をはかれない政府は、当時アメリカ合衆国で行われたナショナル＝

バンク制度を導入した。1872 年に定めた国立銀行条例である。これは政府公認の民間銀行が、資本金の 6割の
政府紙幣を大蔵省に納入し、かわりに交付される公債を大蔵省に預けて抵当とし、これと同額の銀行券の発行が
認められ、残る 4割の資本金は銀行券の引換準備にあてて金兌換を行うものである。しかし条件が厳しいため、
4行が設立されたにすぎなかった。そこで政府は 1876 年に条例を改正し、条件を緩和して正貨兌換を放棄した
ため、79 年までに 153 行が設立された。国立銀行による資金供給は産業の発展に大きく寄与したが、その資金
が投機にも利用されるとともに、西南戦争などによる通貨流通量の増大などによって、激しいインフレをもたら
した。

12ステップアップ　政府が富国強兵・殖産興業をスローガンとした理由を総合的に考えてみよう。

新政府は欧米列強に追いつくために「強兵」つまり徴兵令による軍隊を整備し、それを支える
ための経済力をつけるために「富国」を目指した。具体的には「殖産興業」、つまり欧米の技術を導入し、工業
を発展させることで経済力をつけようとした。

【参考文献】
井上潤『日本史リブレット人 085　渋沢栄一――近代日本社会の創造者』（山川出版社、2012 年）
堤一郎『日本史リブレット 059　近代化の旗手、鉄道』（山川出版社、2001 年）
中村哲『日本の歴史⑯　明治維新』（集英社、1992 年）

発問の答え

国内情勢 江戸幕府の崩壊、新しい国家づくりが始まったばかり、財政難

国際情勢 列強のアジア進出による植民地化の恐怖、不平等条約の苦しみ

課題の答え

1

2

教科書の単元ごとに学習指導案（発問・解答例・評価および留意点）をご用意しました。評価については、
学習指導要領の 3観点（知識・技能、思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度）に対応した評価
規準を発問ごとに示しています。教師用指導書改訂版では、「主体的に学習に取り組む態度」に関する評価
項目を増やし、より充実させています。

1Point 学習指導要領の３観点に対応した学習指導案

教科書掲載の歴史用語・図版について、単元への理解をより深め、歴史総合・日本史探究・世界史探究など
高等学校での学習との連携を意識した、より詳細な解説を載せており、特に世界の歴史に関する記述を充実
させています。また、教科書に掲載している発問やステップアップの解答例を示しました。

2Point 詳細な用語・図版解説

一つの単元につき 2つから 3つ程度の授業のアイデアを提示しているので、授業の進度に合わせてご活用
いただけます。

3Point 豊富な授業のアイデア

※企画中のため、内容・仕様が変更になる場合があります。

授業のアイデアの例
最も重要な人類の発明は何か／仏教の ｢仏｣ とは何をさしているのだろうか／なぜ北海道と南西諸島には
稲作が普及しなかったのだろうか／都までの行程を現在の地図をみながらたどってみよう／鎌倉幕府はいつ
成立したのだろうか／座のメリット・デメリットについて考えよう／大航海時代に関連した地名を調べよう／
中世と近世の違いは何か／なぜ自由は女性として示されたのか／産業革命を評価しよう／明治時代の祝日
と現在の祝日を比べてみよう／第一次世界大戦開始時の人々の心情／なぜ吉野作造はデモクラシーの訳語
を民本主義としたのか／資本主義と社会主義、どちらが有益であるか　など

・�教師用指導書には、学習指導要領の３観点に対応した学習指導案や、詳細な用語・図版解
説などを収録し、授業にご活用いただける材料を盛り込みました。
・�付属データ集には、教科書紙面データや授業用スライド・テスト例など豊富なコンテンツ
を収録しています。

中学歴史 日本と世界 改訂版
教師用指導書

歴史 081-72 準拠

B5 判　544 ページ（予定）・2 色刷・付属データ集
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2　江戸の町を読み解く
 解説 
日本橋は江戸の商業の中心地で、江戸で消費される

品物が全国各地から集まった。橋の周辺に描かれた品
物を見てみよう（図♸）。

橋に向かって右側の河岸には米俵
が、左側の河岸には材木がぎっしりと積み上げられて
いる。建築資材として、材木の需要の大きかったこと
がよくわかる。橋の右下は魚河岸で魚が荷揚げされて
いる。さらに右側には鮮魚が売買される魚市場が広
がっている。品物は船で運ばれてきた。各地から海路
にて江戸へ運ばれた諸物資は、川舟に積み替えられ、
町地に張り巡らされた水路をたどり、河岸から荷揚げ
されていったのである。
日本橋を行き交う人々は、実に多種多様である（図

7）。
　　　　　　　身分として、武士と町人の違いは帯

刀の有無で判断できる。職業で見れば、行商人・馬子
などのほか、橋の上には乞食の姿も描かれている。武
士といっても裸足姿のものもいる。多様な身分のあり
方があったことに気づかせたい。
日本橋は、東海道をはじめとする五街道の起点であ

る。橋のたもとには、幕府の法令を知らせる高札場が
設けられ、行き交う人々が足を止めて高札を見上げて
いる。

家光を探せ
授業の展開に時間的余裕があれば、屛風のなかの家

光を生徒に探させてみるとよい。
屛風には、将軍家の狩猟や武芸訓練の場面がいくつ

もみられ、家光とその家臣たちの姿が描かれている。
赤い大きな傘に隠された家光は（図♷）、大勢の家臣
を引き連れ、猪狩りを行っている場面に描かれてい
る。他にも、川狩りと呼ばれる魚獲りの場面、徳川将
軍家の菩提寺である増上寺を参詣する場面などに登場
する。傘や幕で隠されたり、輿のなかにいたり、家光
の顔は描かれていない。
ここから家光とその家臣が屛風の主役であることが

よくわかる。屛風は、家光の事績を顕彰するために作
成されたと考えられている。

【参考文献】
小澤弘・丸山伸彦編『図説　江戸図屛風をよむ』（河出書
房新社、1993 年）

水藤真・加藤貴『江戸図屛風を読む』（東京堂出版、2000
年）

黒田日出男『江戸図屛風の謎を解く』（角川学芸出版、
2010 年）

発問の答え

発問の答え

学習のねらい
・�江戸図屛風に描かれた江戸城とその周囲に配置され
た大名屋敷を読み解くことで、江戸時代の政治の特
色を考えさせる。
・�江戸図屛風に描かれた江戸の町の様子や人々の姿を
読み解くことで、江戸時代の身分のあり方、町人の
生活や商業の様子を考えさせる。
江戸図屛風は、江戸城をはじめ大名屋敷、日本橋周
辺の町屋、板橋・品川の宿場町や近郊の農村などを描
き、そのなかにさまざまな階層の人物が約 5000 人も
見え、17 世紀前半の江戸の姿をよくとらえている。
江戸図屛風は国立歴史民俗博物館が所蔵し、そのホー
ムページで高精細な画像を拡大して見ることができ
る。パソコンやタブレット端末など、ICT を利用し
て授業を展開するのが望ましい。
授業での使い方・工夫
屛風に描かれる内容は多岐にわたり、さまざまな学
習事項と関連づけることができる。さしあたり、将軍
と大名（第 4章 3 節 1 江戸幕府の全国支配）、身分と
社会、町と町人（第 4章 3節 2江戸時代の社会の仕組
み）、日朝関係（第 4章 3節 4江戸時代の対外関係）、
五街道の整備、江戸の発展（第 4章 4節 2交通・流通
の発達と三都）などの学習でもちいるとよい。
授業では、屛風を読み解く前に、①屛風とはどのよ
うな絵画か、②江戸の町はいつどのようにしてつくら
れていったか、を教師が説明した方がよい。生徒に調
べさせてもよいだろう。
屛風は部屋の仕切りや装飾にもちいられ、日明貿易
や南蛮貿易の輸出品でもあった。6枚つなぎ 2点（二
隻）からなるもの（六曲一双）が一般的で、向かって
右側の屛風を右隻、左側の屛風を左隻という。
江戸城と城下の整備は、徳川家康の征夷大将軍就任
後、本格的に進められた。工事は「天下普請」と呼ば
れ、幕府が全国の諸大名に命じたものである。こうし
た整備により、徳川家光の代に一応の完成をみること
になった。

1　江戸城と大名屋敷を読み解く
 解説 
屛風の左隻の右半分には、江戸城の全体が描かれて

いる（図♶）。本丸には 5層の天守閣が高くそびえ立
ち、その下に御殿が立ち並んでおり、弓矢を鍛錬する
武士の姿も描かれている（図1）。本丸の御殿は、将
軍の居所であると同時に幕府政治の中心であった。

本丸は、堅牢な石垣と水をはった二
重の堀に囲まれている。複数の城門をとおらないと本
丸にはたどり着けない。このような構造は、防御機能
を目的としているが、それだけでなく登城する大名に
幕府権力の強大さを身をもって感じさせたに違いな
い。
天守閣は 1657 年の明暦の大火で焼失し、以後、再

建されることはなかった。元禄時代の幕府財政の悪化
と関連づけて、指摘しておくとよい。
正門である大手門から城内に入る行列（図♵）は、

外国風の装いをした人々であることに注目させ、どの
ような外国使節が江戸城を訪れたかを考えさせよう。
　　　　　　　描かれた行列は朝鮮通信使の一行で

ある。新将軍就任を祝うなどの目的で派遣され、将軍
に朝鮮国王の国書を渡すために登城した。天蓋を差し
向けられ輿に乗った人物が正使と副使である。見物す
る町人たちも描かれている。また、内堀のほとりに献
上品が並べられている。
江戸城を取り囲むように大名屋敷が立ち並ぶ。これ

らの屋敷は上屋敷と呼ばれ、参勤交代で江戸に詰める
藩主の居所である。屛風の上側には、尾張・紀伊・水
戸の御三家の屋敷が並んでいる。大手門の手前などに
は親藩・譜代大名の屋敷が、屛風の左側には上杉・毛
利・伊達など外様大名の屋敷が並んでいる。
　　　　　　　大名屋敷は、御三家、親藩・譜代大

名、外様大名といった大名の区分ごとに配置されてい
たことがわかる。
大名の名前がどのように記載されているかも注目さ

せたい。彦根藩井伊家の屋敷には、「井伊掃部頭」と
記されている（図♴）。これは名字と官職名による記
載である。大名は朝廷から武家官位を与えられて秩序
づけられており、それが幕府の大名統制にも利用され
たのである。

発問の答え

発問の答え

発問の答え

江戸図屛風を読み解く p.134-135

歴史を考えよう④

親藩・譜代大名の屋敷

外様大名の
屋敷

見物する町人魚魚市場米俵材木高札

朝鮮通信使
の一行

大手門

献上品

本丸の
御殿

弓矢を
鍛錬する
武士

天守閣

御三家の屋敷

24　　評価方法

関連づける姿勢や社会（歴史）に対する新たな課題を
見出す姿勢なども評価の対象にしても良いのではない
だろうか。
本書では、例えば、「1　第一次世界大戦と国際関

係」の評価規準として「戦争を防ぐための姿勢や平和
な社会を形成するための姿勢をつくる」を設定してい
る。この評価規準は、学びへの主体性だけではなく、
より良い社会形成への姿勢も評価の対象としたもので
ある。本書の「主体的に学習に取り組む態度」の評価
規準は、多様な視点から設定されている。本書の評価
規準も活用しながら、授業者が日々の授業実践の中
で、「主体的に学習に取り組む態度」の評価を精緻化
していく必要がある。授業者による実践研究・評価研
究が今後一層重要となるだろう。

【参考文献】
二宮衆一「第 2章�教育評価の機能」西岡加名恵・石井英
真・田中耕治（編）『新しい教育評価入門―人を育てる
評価のために』（有斐閣，2015 年）

『児童生徒の学習評価の在り方について（報告）』（平成 31
年 1 月 21 日　中央教育審議会　初等中等教育分科会　
教育課程部会）

『学習評価の在り方ハンドブック（小・中学校編）』（文部
科学省　国立教育政策研究所　教育課程研究センター，
2019 年）

『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資
料【中学校　社会】』（文部科学省　国立教育政策研究所　
教育課程研究センター，2020 年）
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年間指導計画表・評価規準
第１章　歴史との対話

評価規準の例（章全体）

指導目標 知識・技能

歴史的分野の学習の導入として、歴史学習
に必要な知識・技能を身に着けさせる。身
近な地域をテーマとして、現在の視点から
歴史に問いかけて主体的に課題を設定し、
意欲的に学習する態度を養う。

年代の表し方や時代区分の意義や意味について、基本的な内容を理解す
る。

思考・判断・表現

小学校で学習した人物を取り上げ、時代区分との関わりで考察して表現
する。

主体的に学習に取り組む態度

身近な地域に関心をもって、テーマを設定して調査活動に取り組み、レ
ポートを作成して発表を行う。

評価規準の例（各時間）
学年
月

配当
時間 主な学習内容 学習目標 評価規準の例

第
１
学
年

　
　６
月
（
12
時
間
）

2

私たちと歴史
p.5-7
年代の表し方
時代区分の表し方
歴史を大きく変え
た人物

①歴史学習に必要な年代の表し方や
時代区分の知識と理解を身に着け
る。②小学校で学習した人物の事績
をまとめる作業をつうじて、時代の
移り変わりに気づき、中学校におけ
る歴史学習の導入とする。

・西暦と世紀、年号、干支の意味と
使い方を理解する。（知・技）
・さまざまな時代区分があることを
理解する。（知・技）
・各時代の特色や時代の転換に留意
して人物を考察し、人物カードに
まとめて表現する。（思・判・表）

1

身近な地域を調べよう
①
テーマを設定しよう！

p.8

学習活動の概要を理解する。身近な
地域の歴史について調べてみたいと
思うことがらを探し、グループで話
し合うなどして、テーマを設定する。

・身近な地域に関心をもつ。（態）
・意欲的に話し合い活動に取り組
み、適切なテーマを設定する。
（思・判・表）

2

身近な地域を調べよう
②
さあ調査だ！

p.9-11
図書館を利用しよ
う
荒川ふるさと文化
館に行ってみた
インターネットで
昔の地図を見てみ
た
聞き取り調査をし
よう
フィールドワーク
で道灌山周辺を実
際に歩いてみた

調査方法（インターネット、図書
館、博物館、聞き取り調査、フィー
ルドワーク）を理解する。グループ
で調査方法について話し合い、調査
計画を作成する。グループごとに調
査活動を行い、その結果をカードに
まとめる。

・さまざまな調査方法とその注意点
を理解する。（知・技）

・テーマに応じて調査方法を適切に
判断し、複数からなる調査活動を
意欲的に行う。（思・判・表）
・調査活動で得られた複数の資料に
基づいて、多面的・多角的に考察
を行う。（思・判・表）

1
身近な地域を調べよう
③
レポートをつくって発

レポート作成と発表方法を理解す
る。グループごとにレポートを的確
にまとめ、プレゼンテーションソフ

・調査結果を的確にレポートにまと
める。（思・判・表）

※第 1学年は社会科配当 105 時間のうち、歴史に 47 時間を想定
※第 2学年は社会科配当 105 時間のうち、歴史に 49 時間を想定
※第 3学年は社会科配当 140 時間のうち、歴史に 34 時間を想定
※「月」の欄は第 1学年、第 2学年で地理的分野と歴史的分野を並行して学習し、第 3学年の前半で歴
史的分野、後半で公民的分野を学習することを想定して作成

※企画中のため、内容・仕様が変更になる場合があります。

●教科書特集ページの解説
�　�教科書特集ページ（歴史へのアプローチ・歴史を考えよう・地域からのアプローチ・各時代の世界）の解
説も掲載しています。

● 年間指導計画表・評価規準

▶�学習のねらい、授業での使い方・工夫、発問の解
答などを掲載しています。
　�また、特集ページ掲載の図版すべてについて、
詳細な解説を載せています。

▶�授業での使い方・工夫では、教科書のどの単元で
学習した内容と対応しているかを示しています。

▶�年間指導計画表では、教科書のすべての章・節に対応した学習目標と評価規準例
を示しています。
▶�評価規準例は、指導書内の学習指導案の内容と対応しているため、スムーズに授
業を行うことができます。

中学歴史 日本と世界 改訂版
教師用指導書

年間指導計画表・評価規準のサンプル版はこちらよりご確認ください。
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付属データ集　収録予定コンテンツ一覧

付属データ集のダウンロード方法

①　教科書紙面 PDF 教科書全ページの紙面データ

②　教科書本文テキスト Word 本文・注・史料のテキストデータ

③　教科書掲載地図・図版 JPEG カラー／モノクロの画像データ

④　教科書問い・解答一覧 Excel 問い・解答例の一覧

⑤　指導書紙面 PDF 指導書全ページの紙面データ

⑥　年間指導計画表・評価規準 Excel カリキュラムに合わせて加工が可能

⑦　授業用スライド PowerPoint／Google スライド 教科書の単元ごとに構成。準拠ノートに対応

⑧　定期テスト例 Word 教科書の章ごとに構成。小問ごとに評価規準を明記

⑨　一問一答 Excel 教科書の章ごとに構成

⑩　準拠ノート PDF／Word 『中学歴史�日本と世界 ノート 改訂版』 ➡p.26-27
全ページの紙面データ

⑪　白地図集 JPEG プリント用／黒板用の画像データ
※企画中のため、内容・仕様が変更になる場合があります。

◦�教科書本文データを PDF／Word でご用意しました。用途に応じて使い分けができます。
◦ �PDFはデータ容量が大きくならないように章ごとに分けています。

❶教科書紙面　❷教科書本文テキスト

◦�教科書掲載図版のカラー／モノクロデータです。授業プリントや定期テスト作成などにご活用いただけます。

❸教科書掲載地図・図版

◦�教科書掲載の発問（Q）・学習課題（冒頭の問い）・ステップアップと解答例のテキストデータをご用意し
ました。

問 答

欧米列強の進出によって、世界はどの
ように変わったのだろうか。

アフリカに見られるように、世界の多くの地域が列強によって分割された。また、
イギリス・フランスやドイツ・イギリス・ロシアなど列強どうしの対立が激化した。

万博は参加国にとって、どのような意
義があったのだろうか。

自国の産業や文化を、他国だけでなく自国民へも誇示することができた。それに
よって、産業のさらなる発展をうながし、国への帰属意識を強めることができた。

帝国主義の列強と古代の帝国はどこが
異なっているか、考えてみよう。

帝国主義の列強は、武力だけでなく経済力をも使いながら他地域を支配し、そのこ
とによってさらに自国の経済を発展させた。

❹教科書問い・解答一覧

中学歴史 日本と世界 改訂版
教師用指導書　付属データ集

付属データ集は「山川＆二宮 ICTライブラリ」からダウンロードしてご利用いただけます

①�サイトにアクセス ②�会員登録 ③�ライセンス認証 ダウンロード

STEP ❶ 山川&二宮 ICTライブラリ（https://ywl.jp/）へアクセスしてください
※または、ブラウザから「ICTライブラリ」で検索してサイトへアクセスしてください

STEP ❷ トップバナーの [会員登録／ログイン ]から会員登録 (無料 ) してください
※すでに会員登録がお済みの先生は、登録済み IDでログインしてください

STEP ❸ �ログイン後、右上の アイコンから�[ ライセンス管理 ]�ページへ進み、[ライセンス追加 ]
をクリックし、画面の案内に従ってライセンスコードを入力してください
認証に必要なライセンスコードは、指導書の紙面に記載された 9桁の数字です
※コードは半角数字でご入力ください

　　　◎���ライセンス認証が完了したら、トップページ右上のマイライブラリ>マイコンテンツから
データをダウンロードしてご利用ください

ダウンロード手順

123-456-789

186 第5章　近代の日本と国際関係

5

10

15

　私どもがつつしんで現在政権がどこにあるかを考えてみますと、�
上は皇室にもなく、下は人民にもなく、ただ官

かん

僚
りょう

に独
どく

占
せん

されてい
ます。……法律・命令があまりにも多く、朝出ては夕方には改ま
るありさまで、政治は私情によってなされ、賞

しょう

罰
ばつ

はその人に対す
る愛

あい

憎
ぞう

で決まり、言論の道がふさがれ、困苦のありさまを訴
うった

える

こともできません。……そこでこれ（国家の崩
ほう

壊
かい

）を救う方法をた
ずね求めてみましたが、ただ天下の世

よ

論
ろん

をのばすほかはありませ
ん。天下の世論をのばすには、民撰議院を立てるしかありません。
すなわち、官僚の権力を制限してこそ、上下の者が安全と幸福を
受けることができるでしょう。� （『日新真事誌』）

■2�民
みん

撰
せん

議院設立の建
けん

白
ぱく

書
しょ

（一部要約）

コ
ラム

自由民権運動
の始まり

征
せい

韓
かん

論
ろん

を主張していた西
さい

郷
ごう

隆
たか

盛
もり

や板
いた

垣
がき

退
たい

助
すけ

らが政

府を去ると、大
おお

久
く

保
ぼ

利
とし

通
みち

が政治を主導した。これ

に対し、板垣らは1874（明
めい

治
じ

７）年に民
みん

撰
せん

議
ぎ

院
いん

設
せつ

立
りつ

の建
けん

白
ぱく

書
しょ

を政府に提

出した。建白書には、大久保中心の政治への批判や国会開設の要求が記

されており、国民が政治に参加する権利の確立を目指す自
じ

由
ゆう

民
みん

権
けん

運
うん

動
どう

が

士
し

族
ぞく

を中心に始まった。

士族の反乱
廃
はい

刀
とう

令
れい

などで多くの特権を失い、政府への不満を強

めていた士族は、九
きゅう

州
しゅう

地方を中心に各地で反乱を起

こした。その中でも最大規模の反乱が、1877（明治10）年に発生した西
せい

南
なん

戦
せん

争
そう

である。これは政府を去って鹿
か

児
ご

島
しま

に帰郷していた西郷隆盛を中

心とした反乱で、政府に不満をいだく鹿児島の士族らによって起こされ

たが、政府は徴
ちょう

兵
へい

令
れい

に基
もと

づいて組織された新しい軍隊を投入して反乱を

鎮
ちん

圧
あつ

し、敗れた西郷は自害した。西南戦争を最後に士族の反乱はおさま

り、以後の反政府運動は武力ではなく、言論による自由民権運動が中心

になっていった。

自由民権運動
の高まり

板垣退助らは、1874（明治７）年に高
こう

知
ち

で立
りっ

志
し

社
しゃ

を設立し、自由民権運動に賛同する民権派の全国

組織をつくることを目指した。このような動きに対し、政府は府や県に

議会を設け、地
じ

主
ぬし

（豪
ごう

農
のう

）や商工業者の積極的な政府支持を得ようとする

3

3

2

1

用 語

O■1田
た

原
ばる

坂
ざか

の戦い　西
せい

南
なん

戦争に
おける最大の激戦。1877（明

めい

治
じ

10）年２〜３月にかけて、熊
くま

本
もと

城
じょう

を包囲する西
さい

郷
ごう

軍と政府軍が
激
げき

戦
せん

をくり広げた。この戦いに
敗れた西郷軍は敗退の一

いっ

途
と

をた
どった。熊本博物館蔵

5 自由民権運動と
国会開設

●政府への不満は、どのようなかたちで現
れたのだろうか。

　自由民権運動が盛
さか

んであった五日市（現在の
東
とう

京
きょう

都あきる野
の

市）では、千
ち

葉
ば

卓
たく

三
さぶ

郎
ろう

を中心に
憲法草

そう

案
あん

が作成された。これを一
いっ

般
ぱん

的に「五日
市憲法」と呼んでいる。特

とく

徴
ちょう

は全204条という
条文の多さ、国民の権利の保障に力点を置いて
いることにある。このような憲法は私

し

擬
ぎ

憲法と
呼ばれており、全国で約100種近くあるとされ、
運動の広がりを知ることができる。

五
いつ

日
か

市
いち

憲
けん

法
ぽう

M五日市憲法が発見された土
ど

蔵
ぞう

　あきる野市

なぜ、板
いた

垣
がき

退
たい

助
すけ

らは民撰
議院を設立する必要があると
述べているのだろうか。

Q

1873節　立憲国家への道
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など、地方制度の改革を進めて自由民権運動に対
たい

抗
こう

した。しかし、政府

の意図とは異なり、地主や商工業者は議員となることで政治的な関心を

強め、逆に自由民権運動に参加するようになった。士族だけでなく、新

たに地主や商工業者も参加した自由民権運動は1880（明治13）年に頂点

に達し、全国の民権派が大
おお

阪
さか

に集まって、国
こっ

会
かい

期
き

成
せい

同
どう

盟
めい

を結成した。こ

のように自由民権運動が盛り上がる中、国会期成同盟の方針を受けて、

各地で憲法の私案（私
し

擬
ぎ

憲
けん

法
ぽう

）がつくられた。

国会の開設へ
政府内でも、民権派が主張する国会開設や憲法制

定の必要性については、おおむね意見が一
いっ

致
ち

して

いた。そうした中で、大久保利通の死後に政府の中心となっていた大
おお

隈
くま

重
しげ

信
のぶ

は、早期の国会開設や議
ぎ

院
いん

内
ない

閣
かく

制
せい

の採用などを主張した。しかし、

大隈の急進的な主張が十分な相談もなしに行われたこともあって、伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

らに不信をいだかせることになった。

　同時期に、政府が北
ほっ

海
かい

道
どう

の開
かい

拓
たく

使
し

が保有する施
し

設
せつ

を、不当に安い価格

で政
せい

商
しょう

に売
ばい

却
きゃく

しようとしていたことが発覚し、民権派による政府批判が

強まった。大隈が売却に反対していたこともあって、民権派の背後には

大隈の存在があると考えられた。そこで伊藤らは大隈を政府から追放す

ると同時に、民権派の政府批判をおさえるため、天皇自らが1890（明治

23）年に国会を開設すると公約した。これら一連の動きを明
めい

治
じ

十
じゅう

四
よ

年
ねん

の

政
せい

変
へん

と呼んでいる。この結果、伊藤博文を中心とする薩
さっ

長
ちょう

藩
はん

閥
ばつ

が政府の

実権をにぎることになった。

　民権派は国会開設に備えて、政党を結成し始めた。1881（明治14）年

に板垣退助が立志社を中心に自
じ

由
ゆう

党
とう

を結成すると、翌1882（明治15）年

には大隈重信が立
りっ

憲
けん

改
かい

進
しん

党
とう

を結成した。しかしその後、政府による弾
だん

圧
あつ

などもあり、自由民権運動は一時的に弱体化することになった。

コラム

用 語

4

5

M■4川
かわ

上
かみ

音
おと

二
じ

郎
ろう

のオッペケペー節
ぶし

　自由民権運動
の演説で主張に節

ふし

をつけて歌ったことから、演歌
という言葉が生まれた。自由党員であった川上音
二郎の「オッペケペー節」はその代表例である。
ペケは駄

だ

目
め

という意味で、政治や習慣の欠点（駄
目なところ）を歌って評判となった。
『川上新作おっぺけぺー歌入双六』東京都江戸東京博物館蔵

人々が議会をつくることを求めた理由
を考えてみよう。

ステップアップ

　西郷・大久保はともに明
めい

治
じ

維
い

新
しん

の功
こう

労
ろう

者
しゃ

となったが、幕
ばく

末
まつ

の動乱で
ひときわ活

かつ

躍
やく

したのは西郷であった。新政府軍を指揮し、勝
かつ

海
かい

舟
しゅう

との
交
こう

渉
しょう

で江
え

戸
ど

城
じょう

の無
む

血
けつ

開城を実現させるなど、その軍事的功績は抜
ばつ

群
ぐん

で
あり、明治維新という「革命」期の指導者であった。一方、大久保は
明治国家「建設」期の指導者であった。内

ない

務
む

卿
きょう

として殖
しょく

産
さん

興
こう

業
ぎょう

政策を
指導し、富

ふ

国
こく

の実現を目指した。1878（明治11）年５月14日の朝、大
久保は来客に対して、こう述べている。維新からの10年は創業の10年、
これからの10年は建設の10年、その後は、後進にゆずって引退した
いと。しかし、それから間もなく内務省への出勤途

と

中
ちゅう

に大久保は暗殺
される。大久保が「建設の10年」にたずさわることはなかった。

人 物

■■3西
さい

郷
ごう

隆
たか

盛
もり

（1827〜77）と大
おお

久
く

保
ぼ

利
とし

通
みち

（1830〜78）

用 語 解 説

民権派　自由民権運動に賛同する人々のこと。当
初は士

し

族
ぞく

が中心であったが、のちに地
じ

主
ぬし

（豪
ごう

農
のう

）や
商工業者が加わった。
議院内

ない

閣
かく

制
せい

　内閣総
そう

理
り

大臣が国会議員の中から選
ばれ、内閣が国会（主に衆

しゅう

議
ぎ

院
いん

）の支持によって成
り立つ制度。

大久保利通

西郷隆盛

M■5自由民権運動の演説会 東京都 国立国会図書館蔵

聴
ちょう

衆
しゅう

・警官・弁
べん

士
し

の三者
に着目すると、当時の演説会
の様子についてどのようなこ
とが読み取れるだろうか。

Q
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◦�スライドの内容は、『中学歴史�日本と世界 ノート 改訂版』に準拠しています。ノートをワークシートと
して活用することができます。

❼授業用スライド
◦�教科書の章ごとに構成しています。
◦�授業の予習や確認テストとしてご活用いただけます。

❾一問一答� ※約1,000問収録予定

◦�日本地図・世界地図のプリント用／黒板用データです。授業プリントや定期テスト作成などにご活用いた
だけます。

�白地図集

◦�教科書の章ごとに構成しています。
◦ �1 テーマにつき大問 1題、小問 5〜10題を収録予定です。
◦�小問ごとに評価規準を示しており、定期テスト作成などにご活用いただけます。

❽定期テスト例

５節 幕藩体制の動揺 

 

１ 貨幣経済の発展と享保の改革 

 

次の文章を読み、問いに答えなさい。 

18 世紀ごろ、貨幣経済の浸透によりａａ武士の家計は苦しくなって、藩や幕府の財政も悪

化した。 

1716 年、( Ａ )藩の藩主であった徳川吉宗が江戸幕府の８代将軍に就任した。吉宗が

進めた政治改革を、( Ｂ )という。吉宗は悪化した幕府財政の立て直しを図り、収入を増

やすためにｂｂ上げ米を行い、ｃｃ年貢率を一定期間固定した。また、大坂の商人が運営してい

た( Ｃ )を公認して米相場を調節し、ｄｄ問屋や仲買を株仲間として公認して物価の操作

を試みた。こうした政策によって、幕府の財政はやや持ち直したが、ｅｅ米価安諸色高は解消

できなかった。 

また、吉宗は( Ｄ )を江戸の町奉行に登用してｆｆ都市の防火対策に力を入れた。庶民の

意見も取り入れ、( Ｅ )に寄せられた意見を基に、ｇｇ貧しい病人のための医療施設を設け

た。さらに、ききん対策として( Ｆ )にさつまいもの栽培を研究させるなど、ｈｈさまざま

な政策を実施した。 

 

(１) 空欄( Ａ )～( Ｆ )に当てはまる語句を答えなさい。【知・技】 

(２) 下線部ａａに関して、次の史料は荻生徂徠の『政談』である。荻生徂徠は幕府や諸藩が

財政難におちいる原因をどのようにとらえているか。史料を参考にして、簡単に説明し

なさい。【思・判・表】 

    ……昔は農村では特に銭貨が不足し、いっさいの物を銭では買わず、みな米や麦で

買っていたことを、私は田舎で見て覚えている。ところが、最近の様子を聞いてみ

ると、元禄のころより田舎へも銭が普及し、銭で物を買うようになっている。……

今の時節、武士は旅の宿にいるような不安定な状態なので、お金がなくてはたちゆ

かないから、米を売ってお金にして商人より物を買って日々を送っている。そこで、

商人が主で武士は客である。したがって、諸物価の値段は武士の思うようにはなら

ないのだ。武士がみな知行地に住んでいる時は、米を売らなくてもすむので、商人

が米を欲しがるから武士が主となり、商人は客となる。ゆえに、諸物価の値段は武

士の思うままになる。 

(３) 下線部ｂｂに関して、上げ米はどのような政策か。「100 石」「参勤交代」という語句を

用いて、簡単に説明しなさい。【思・判・表】 

(４) 下線部ｃｃに関して、年貢率を固定して年貢を徴収する方法を何というか。【知・技】 

(５) 下線部ｄｄに関する次の問いに答えなさい。【知・技】 

① 吉宗が改革を行ったころの問屋についての説明として、誤っているものを１つ選

び、記号で答えなさい。 

ア．問屋の中には、各地の城下町に出店を持つ大商人もいた。 

イ．問屋の株仲間として、江戸では十組問屋、大坂では二十四組問屋がつくられた。 

ウ．問屋であつかわれる品は、酒に限定されていた。 

エ．問屋は、流通の独占や輸送中の事故の共同補償のため、同業者の団体を結成した。 

② 次の図は、問屋制家内工業の様子である。この図についての説明として、適切なも

のを１つ選び、記号で答えなさい。 

ア．この図の建物は、図中Ｘの人物が自宅とは別に用意した工場である。 

イ．図中Ｘの人物は、Ｙの人物に商品を売ることをいやがっている。 

ウ．図中Ｚの人物は、Ｙの人物が用意した原料を使って作業をしている。 

エ．図中Ｚの人物は、Ｙの人物の家族である。 

(６) 下線部ｅｅに関して、米価安諸色高とはどのような意味か。簡単に説明しなさい。【思・

判・表】 

(７) 下線部ｆｆに関して、防火対策として実施された政策は何か。具体例を１つ答えなさい。

【知・技】 

(８) 下線部ｇｇに関して、この施設を何というか。【知・技】 

(９) 下線部ｈｈに関して、吉宗が実施した政策として誤っているものを１つ選び、記号で答

えなさい。【知・技】 

ア．支出をおさえるため、倹約令を出した。 

イ．幕府の直轄地を増やすため、町人による新田開発を禁止した。 

ウ．公事方御定書をつくり、裁判の基準とした。 

エ．天文学や医学を奨励し、漢訳洋書の輸入を緩和した。 

 

Ｘ 

Ｙ 

Ｚ 

問 答

中世の東ヨーロッパにおいて、コンスタンティノープルを首都とする東ローマ（ビザンツ）帝国が国
教とした宗教を何というか。 ギリシア正教

中世の西ヨーロッパにおいて、フランク王国と手を結んだキリスト教会を何というか。 カトリック教会

中世の西ヨーロッパ全体に大きな影響をおよぼしていたカトリック教会の首長はだれか。 ローマ教皇（法王）

東ローマ帝国の求めに対して、ローマ教皇がイスラーム勢力から聖地イェルサレムの奪還を目的に派
遣した遠征軍を何というか。 十字軍

14世紀から 16世紀にかけてイタリアの都市を中心に西ヨーロッパ各地に広がった、ギリシア・ロー
マの文化を再生させようとする運動を何というか。 ルネサンス

初めて全国統一を目指した尾張（愛知県）出身の戦国大名はだれか。 織田信長

織田信長の後継者となり全国統一を完成させた尾張（愛知県）出身の戦国大名はだれか。 豊臣秀吉

織田信長と豊臣秀吉が活躍した時代を何というか。 安土・桃山時代
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教師用指導書　付属データ集

92　　４節　幕藩体制の展開

農業生産の発展
1（❶ ）
年
ねん
貢
ぐ
を増やすため、幕

ばく
府
ふ
や諸

しょ
藩
はん
が海や沼

ぬま
地
ち
を干

かん
拓
たく

➡ 18 世紀初め、耕地面積は 17世紀初めの約２倍となる
2技術の進歩

a農具　深耕用：（❷ ）
　　　　脱

だっ
穀
こく
用：（❸ ）

　　　　選別用：（❹ ）
b 農書　宮

みや
崎
ざき
安
やす
貞
さだ
『（❺ ）』

3商
しょう

品
ひん

作
さく

物
もつ

の栽
さい
培
ばい

農村では現金収入を得るため、商品作物の栽培が広まる
木
も
綿
めん
（綿

めん
花
か
）・藍

あい
・菜

な
種
たね
・茶など

➡（❻ ）（鰯
いわし
を干

ほ
したもの）などの肥料を使用

　＊金銭を支
し
払
はら
って購

こう
入
にゅう
するため（❼ ）と呼ばれる

諸産業の発達
1漁業：漁法の改良、漁場の開発が進む

a網
あみ
漁
りょう
：上

かず さ
総（千

ち
葉
ば
県）（❽ ）での鰯漁

b捕
ほ
鯨
げい
：�紀

き
伊
い
（和

わ
歌
か
山
やま
県）・（❾ ）（高

こう
知
ち
県）

＊蝦
え
夷
ぞ
地や陸

む
奥
つ
では鰊

にしん
や昆

こん
布
ぶ
、俵

たわら
物
もの
（いりこ・干し鮑

あわび
・ふかひ

れ）の漁も行われる
2林業：城下町などの建築素材として需

じゅ
要
よう
が高まる

a木
き
曽
そ
（長

なが
野
の
県）の（❿ ）

b 秋田の（⓫ ）
3鉱山：�貨

か
幣
へい
の製造や、貿易での輸出品としての需要の拡大か

ら、開発が進められる
a金山：�（⓬ ）金山（新

にい
潟
がた
県）

b銀山：生
いく
野
の
銀山（兵

ひょう
庫
ご
県）・（⓭ ）銀山（島

しま
根
ね
県）

c銅山：（⓮ ）銅山（愛
え
媛
ひめ
県）・（⓯ ）銅山（栃

とち
木
ぎ
県）

特産物の誕生
a 絹
きぬ

織
おり

物
もの

：西
にし

陣
じん

織
おり

（京都）など
b陶磁器：（⓰ ）焼（佐

さ
賀
が
県）・九

く
谷
たに
焼（石

いし
川
かわ
県）など

c 漆
しっ

器
き
：会

あい
津
づ
塗（福

ふく
島
しま
県）・（⓱ ）塗（石川県）など

d製 塩：瀬
せ
戸
と
内
ない
海
かい
沿岸で（⓲ ）塩田が開かれる

e醸
じょう

造
ぞう
：　酒：伊

いたみ
丹・（⓳ ）（兵庫県）

　　　　　　醬
しょう
油：銚

ちょう
子
し
・（⓴ ）（千葉県）

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

❽

❾

❿

⓫

⓬

⓭

⓮

⓯

⓰

⓱

⓲

⓳

⓴

新田開発

備中鍬

千歯扱

唐箕

農業全書

干�

金肥

九十九里浜

土佐

檜

杉

佐渡

石見

別子

足尾

有田

輪島

入浜

�

野田

1 農業・諸産業の発達 P.128-129教科書
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 Q① 　農業生産はどのように発展したのだろうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 Q② 　農業・諸産業が発達し、特産物が誕生したのはなぜだろうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

挑戦してみよう
下の（1）～（4）の商品作物は、それぞれどのように加工され、何に利用されたのだろうか。

紅花：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
楮：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
油菜：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
藍：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　ステップアップ
現在に伝わっている各地の特産物がどのようにして誕生したのかを調べてみよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

100020003000700～600万年前 200100 300 400 500 600 700 800 900 1000 1100 1200 1300 1400 1500 1600 1700 1800 1900 2000

旧
石
器

時
代

1世紀
紀元前 紀元後

2世紀 3世紀 4世紀 5世紀 6世紀 7世紀 8世紀 9世紀 10世紀 11世紀 12世紀 13世紀 14世紀 15世紀 16世紀 17世紀 18世紀 19世紀 20世紀 21世紀

戦国時代
室町時代

南北朝
時代 安土・桃山時代

江戸時代 明治
時代縄文時代 古墳時代弥生時代 飛鳥

時代
奈良
時代 平安時代 鎌倉時代

昭和
時代
大正
時代

令
和
時
代

平
成
時
代

（2）楮 （3）油菜（菜種）（1）紅花 （4）藍

4
節

第
４
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幕
藩
体
制
の
展
開

商品作物の栽培が普及して、茶・藍・紅花などの農産物が、肥料や輸出品の需要から、鰯・鰊・昆
布などの海産物が、それぞれ特産物となった。また諸藩が奨励し、技術も向上したため、各地に手
工業品の特産物が誕生した。

新田開発が進展し、耕地面積が倍増したことや、農具が発達し、農業の知識・技術が農書を通じて
普及したこと、また、商品作物の栽培が広まり、肥料には金肥が用いられるようになったことなど
によって発展した。

盛岡は古くから鉄資源にめぐまれた地域で、17 世紀半ばに茶道に関心が深かった南部藩主は、京
都から鋳物師を招いて城下町で湯釜をつくらせるようになった。18 世紀半ばに湯釜を一回り小さ
くした「南部鉄瓶」が開発され、湯沸かしの日用品として広く使われるようになった。

　　　花から紅餅（赤い染料）に加工して、織物などを染色するときに利用された。
　　樹皮の繊維を利用し、和紙の原料としてもちいられた。
　　　菜種をしぼって油をとり、灯火としてもちいられた。
　　葉や茎から藍玉（青い染料）に加工して、織物などを染色するときに利用された。

再
校

再
校

ノート紙面 スライド
1４－４－１ 幕藩体制の展開 農業・諸産業の発達

▶農業生産の発展
２ 技術の進歩

a 農具 深耕用：（❷ 備中鍬 ）
脱穀用：（❸ 千歯扱 ）
選別用：（❹ 唐箕 ）

b 農書 宮崎安貞『（❺ 農業全書 ）』

３ 商品作物の栽培
農村では現金収入を得るため、商品作物の栽培が広まる
木綿（綿花）・藍・菜種・茶など
➡（❻ 干鰯 ）（鰯を干したもの）などの肥料を使用
＊金銭を支払って購入するため（❼ 金肥 ）と呼ばれる

2

Q▶（1）～（4）の商品作物は、それぞれどのように加工され、何に利
用されたのだろうか。
（１）紅花 （２）楮 （３）油菜（菜種） （４）藍
A▶
紅花：花から紅餅（赤い染料）に加工して、織物などを染色するときに
利用された。
楮：樹皮の繊維を利用し、和紙の原料として用いられた。
油菜：菜種をしぼって油をとり、灯火として用いられた。
藍：葉や茎から藍玉（青い染料）に加工して、織物などを染色するとき
に利用された。

４－４－１ 幕藩体制の展開 農業・諸産業の発達

1４－４－１ 幕藩体制の展開 農業・諸産業の発達

▶農業生産の発展
２ 技術の進歩

a 農具 深耕用：（❷ 備中鍬 ）
脱穀用：（❸ 千歯扱 ）
選別用：（❹ 唐箕 ）

b 農書 宮崎安貞『（❺ 農業全書 ）』

３ 商品作物の栽培
農村では現金収入を得るため、商品作物の栽培が広まる
木綿（綿花）・藍・菜種・茶など
➡（❻ 干鰯 ）（鰯を干したもの）などの肥料を使用
＊金銭を支払って購入するため（❼ 金肥 ）と呼ばれる

1４－４－１ 幕藩体制の展開 農業・諸産業の発達

▶農業生産の発展
２ 技術の進歩

a 農具 深耕用：（❷ 備中鍬 ）
脱穀用：（❸ 千歯扱 ）
選別用：（❹ 唐箕 ）

b 農書 宮崎安貞『（❺ 農業全書 ）』

３ 商品作物の栽培
農村では現金収入を得るため、商品作物の栽培が広まる
木綿（綿花）・藍・菜種・茶など
➡（❻ 干鰯 ）（鰯を干したもの）などの肥料を使用
＊金銭を支払って購入するため（❼ 金肥 ）と呼ばれる
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66　　第 3章　中世の日本

1農村にいる武士の立場で考えてみよう
●あなたは農村をまとめる武

ぶ
士
し
です。最近、別の武士が支配する隣

となり
村
むら
の人々があなたの領地に立ち

入ってきます。あなたはどのように対応するでしょうか。だれをたよれば効果的か考えながら、
対応策を練ってみよう。

❶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
❷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
❸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2農村にいる農民の立場で考えてみよう
●あなたは農民です。今年は天候が悪く、農作物の育ちが良くありませんでした。自分たちの生活
を守るために、何ができるでしょうか。だれからの支配を受けていたのかを考えながら、対応策
を練ってみよう。

❶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
❷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
❸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

時代 対応策

鎌
かま

倉
くら

時代 将軍に自らの領地の支配を保障してもらう。

南
なん

北
ぼく

朝
ちょう

時代 （ ❶ ）

室
むろ

町
まち

時代 （ ❷ ）

戦
せん

国
ごく

時代 （ ❸ ）

時代 対応策

鎌倉時代 （ ❶ ）

南北朝時代 農民たちで結束して年
ねん

貢
ぐ

の軽減を荘
しょう

園
えん

領
りょう

主
しゅ

に訴
うった

える。

室町時代 （ ❷ ）

戦国時代 （ ❸ ）

中世の日本 P.100-101教科書
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3守護の立場で考えてみよう
●あなたはある国の守

しゅ
護
ご
です。守護は幕

ばく
府
ふ
から任命される存在です。これから先も守護に任命され

続けたいあなたは、どのようにふるまうでしょうか。幕府から守護として何を期待されていたか
をふまえて、何をすべきか考えてみよう。

❶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
❷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
❸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4荘園領主の立場で考えてみよう
●あなたは貴族（公

く
家
げ
）で、京都からはなれた国に荘園を持つ荘園領主です。本来おさめられるはず

の年貢が、なかなか届きません。それはなぜでしょうか。どのようにすれば解決できるでしょう
か。対応策を考えてみよう。

❶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
❷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
❸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
❹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
❺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
❻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
❼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
❽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

時代 対応策

鎌倉時代 （ ❶ ）

南北朝時代 （ ❷ ）

室町時代 京
きょう
都
と
に住んで、幕府の政治に貢

こう
献
けん
する。

戦国時代 （ ❸ ）

時代 年貢が届かない理由 対応策

鎌倉時代 （ ❶ ） （ ❷ ）

南北朝時代 （ ❸ ） （ ❹ ）

室町時代 （ ❺ ） （ ❻ ）

戦国時代 （ ❼ ） （ ❽ ）
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校
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貨幣経済の発達
1貨

か

幣
へい

経済・商品流通の発達
問
とい
屋
や
の下

もと
に商品が集められ、仲

なか
買
がい
や小

こ
売
うり
の手によって全国へ

➡問屋や仲買によって、同業者団体（❶ ）や組合が結成。
流通の独

どく
占
せん
や輸送中の事故の共同補

ほ
償
しょう
を図

はか
る

＊（❷ ）問屋（江
え
戸
ど
）、（❸ ）問屋（大

おお
坂
さか
）が代表的

2村の動向
問屋が進出、百

ひゃく
姓
しょう
に道具・原料や資金を前貸しし、百姓が自分

の家でつくった製品を安く買い取る（❹ ）が行われる

幕府や藩の財政難
1米価の下落
新
しん
田
でん
開発の結果、米の価格が他の商品に比べ下落（（❺ ））

➡武
ぶ
士
し
の生活は、都市生活での出費増大により苦しくなる

2幕
ばく
府
ふ
・藩

はん
の財政

a諸
しょ
藩
はん
：参

さん
勤
きん
交
こう
代
たい
の費用や江戸での生活費の増大で悪化

b幕府：�明
めい
暦
れき
の大

たい
火
か
からの復興や、金・銀の産出量減少、儀

ぎ

礼
れい
や寺社造営などの出費増大によって悪化

享保の改革
1（❻ ）（８代将

しょう
軍
ぐん
）の政治（（❼ ）の改

かい
革
かく
）

　紀
き
伊
い
藩（和

わ
歌
か
山
やま
県）の藩

はん
主
しゅ
から将軍に就任、米将軍と呼ばれる

2財政の再建
a（❽ ）：支出をおさえる（質素・倹

けん
約
やく
をすすめる）

b（❾ ）：�大名の参勤交代での江戸滞
たい
在
ざい
期間を１年か

ら半年にするかわり、石
こく
高
だか
１万石

ごく
につき米

100 石
ごく
を献

けん
上
じょう
させる

c年
ねん
貢
ぐ
の増徴：�年貢率を一定期間固定する（10 ）の採

用、年貢率を上げる
d（11 ）の公認：米価安定をねらう
e（❶ ）の公認：物価調節のため

➡財政はやや持ち直したが、（❺ ）の状態は解消できず
3江戸の都市政策
a消防制度の整備：�町

まち
奉
ぶ
行
ぎょう
（12 ）による（13 ）の創

設、広
ひろ
小
こう
路
じ
の設置

b（14 ）の設置：民衆の意見を聞くため
　➡医

い
療
りょう
施
し
設
せつ
である（15 ）の設置などにつながる

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

❽

❾

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

1 貨幣経済の発展と享保の改革 P.136-137教科書
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1　貨幣経済の発展と享保の改革　　99

4その他の政策
a（16 ）の制定：裁判の基準とする
b飢

き
饉
きん
対策：�（17 ）による（18 ）（甘

かん
藷
しょ
）の栽

さい
培
ばい
研究と生産奨

しょう
励
れい

c 商品作物の生産：（19 ）やサトウキビの栽培を奨励
d（20 ）輸入制限の緩和

 Q①  　なぜ幕府や藩は財政難に苦しんだのだろうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 Q② 　徳

とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

は幕府財政を再建するためにどのような政策を行ったのだろうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

挑戦してみよう
荻
お

生
ぎゅう

徂
そ

徠
らい

の『政
せい

談
だん

』を読み、考えてみよう。
1荻生徂徠は、幕府や諸藩が財政難におち
いる原因をどのようにとらえているか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2荻生徂徠は、1の対策としてどのような
ことを考えているだろうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

荻
生
徂
徠
『
政
談
』

…
…
昔
は
農
村
で
は
特
に
銭せ

ん

貨か

が
不
足
し
、
一い

っ

切さ
い

の
物
を
銭ぜ

に

で
は
買
わ
ず
、
み
な
米
や
麦
で
買
っ
て
い
た
こ
と
を
、
私（
荻

生
徂
徠
。
幕
府
に
仕
え
た
儒
学
者
）は
田い

な
か舎

で
見
て
覚
え
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
の
様
子
を
聞
い
て
み
る
と
、
元げ

ん
禄ろ

く
の
こ

ろ
よ
り
田
舎
へ
も
銭
が
普ふ

及き
ゅ
う

し
、
銭
で
物
を
買
う
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
…
…
今
の
時
節
、
武ぶ

士し

は
旅
の
宿
に
い
る
よ
う
な
不

安
定
な
状
態
な
の
で
、
お
金
が
な
く
て
は
た
ち
ゆ
か
な
い
か

ら
、
米
を
売
っ
て
お
金
に
し
て
商
人
よ
り
物
を
買
っ
て
日
々
を

送
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
商
人
が
主あ

る
じ

で
武
士
は
客
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
諸
物
価
の
値
段
は
武
士
の
思
う
よ
う
に
は
な
ら
な

い
の
だ
。
武
士
が
み
な
知ち

行ぎ
ょ
う

地ち

に
住
ん
で
い
る
と
き
は
、
米
を

売
ら
な
く
て
も
す
む
の
で
、
商
人
が
米
を
欲ほ

し
が
る
か
ら
武
家

が
主
と
な
り
、
商
人
は
客
と
な
る
。
ゆ
え
に
、
諸
物
価
の
値
段

は
武
士
の
思
う
ま
ま
に
な
る
。
こ
れ
は
み
な
、
昔
の
聖
人
の
広

大
甚じ

ん
深し

ん
の
知ち

恵え

よ
り
生
ま
れ
た
永
久
不
変
の
き
ま
り
で
あ
る
。

右
の
よ
う
に
米
を
大
変
高
価
に
す
れ
ば
、
城じ

ょ
う

下か

町ま
ち

に
住
む
町ち

ょ
う

人に
ん

は
み
な
雑ざ

っ
穀こ

く
を
食
べ
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　ステップアップ
享
きょう

保
ほう

の改革後、株
かぶ

仲
なか

間
ま

に対する幕府の政策はどのように変化していったのか、整理してみよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

100020003000700～600万年前 200100 300 400 500 600 700 800 900 1000 1100 1200 1300 1400 1500 1600 1700 1800 1900 2000

旧
石
器

時
代

1世紀
紀元前 紀元後

2世紀 3世紀 4世紀 5世紀 6世紀 7世紀 8世紀 9世紀 10世紀 11世紀 12世紀 13世紀 14世紀 15世紀 16世紀 17世紀 18世紀 19世紀 20世紀 21世紀

戦国時代
室町時代

南北朝
時代 安土・桃山時代

江戸時代 明治
時代縄文時代 古墳時代弥生時代 飛鳥

時代
奈良
時代 平安時代 鎌倉時代

昭和
時代
大正
時代

令
和
時
代

平
成
時
代
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琉球王国の成立1農
のう

耕
こう

開始以前①（❶
）など、旧

きゅう

石
せっ

器
き

時代の化石人骨が多く発見

② 6000 年前ごろから温暖化でサンゴ礁
しょう

が発達し、狩
しゅ

猟
りょう

や採集

とともに、魚や貝を（❷
）する生活が営まれる

2統一まで
① 12世紀前後に農耕が本格化
➡（❸

）を拠
きょ

点
てん

とする有力者が勢力を争う

② 14世紀後半、山
さん

北
ほく
（北

ほく

山
ざん

）・（❹
）・山

さん

南
なん
（南

なん

山
ざん

）が並び

立ち、明
みん

に朝
ちょう

貢
こう③ 15 世紀前半、（❹

）王の（❺
）が沖

おき

縄
なわ

島
じま

を統一

し、（❻
）を都とする琉

りゅう

球
きゅう

王
おう

国
こく

成立
中継貿易による繁栄1貿易の拡大明の海

かい

禁
きん

の中、明と各地の産物を中
ちゅう

継
けい

➡（❼
）港が、重要な国際貿易港に

2貿易の衰
すい

退
たい

16 世紀半ば、明が弱体化し、倭
わ

寇
こう

や（❽
）商人による民

間貿易が活発化➡琉球の中継貿易が衰退琉球の文化外交江
え

戸
ど

時代、文化外交に力を入れ、個性的な王朝文化が開花

・（❾
）という歌

か

舞
ぶ

劇　・（10
）の演奏

・（11　　　）という染
そめ

物
もの

　　・漆
しっ

器
き

の製作
流通ネットワークと食文化
1農業の発達（12　　　）やウコンなどを日本へ

2独特の食文化・中国との交流で発達した豚
ぶた

肉
にく

料理

・蝦
え

夷
ぞ

地
ち

の（13　　　）や薩
さつ

摩
ま

のかつお節
ぶし

を盛
さか

んに用いる

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

❽

❾

10

11

12

13

 Q 　琉球王国と周辺諸国との関わりは、琉球の文化にどのような影
えい

響
きょう

をあたえたのだろうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

琉球の歴史と文化

P.88-89
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アイヌ民族の世界①北
ほっ

海
かい

道
どう

を中心とする（❶
）文化と、オホーツク海沿岸の

（❷
）文化が接

せっ

触
しょく

し、新たな文化を形成

② 13世紀、樺
から

太
ふと

へも進出し、本
ほん

州
しゅう

北
ほく

端
たん

・蝦
え

夷
ぞ

ヶ
が

島
しま

から千
ち

島
しま

列島

全域・樺太南部一帯で、アイヌ民族の世界を形成

十三湊の繁栄とアイヌ民族
1アイヌ民族との交

こう

易
えき① 14 世紀、（❸
）を根

こん

拠
きょ

地
ち

とした（❹
）氏がアイヌ

との交易で繁
はん

栄
えい② 15 世紀、和

わ

人
じん

を束ねる館
たて

主
ぬし

が登場。館
たて

の一つの（❺
）

の近くでは、大量の銅銭が発
はっ

掘
くつ

2アイヌ民族の戦い15 世紀半ば、館主との交易に不満を持つアイヌ民族が

（❻
）を指導者として館主と戦うも、敗れる

➡以後、蠣
かき

崎
ざき

氏（のちの松
まつ

前
まえ

氏）が和人領主の筆
ひっ

頭
とう

に

近世のアイヌ民族1周辺国との交易日本・中国・ロシアと盛んに交易　例：（❼
）の毛皮

2松前藩
はん

の支配①日本との交易は松前藩が独
どく

占
せん

②（❽
）の戦いでアイヌ民族が松前藩に敗れ、次

し

第
だい

に松前

藩の支配が強化

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

❽

❾

10

11

12

 Q 　 アイヌ民族は、どのように周辺の世界とつながり、どのような文化をつくり上げていったの

だろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

アイヌの伝統文化1衣食住
寒冷地に適した、（❾

）という衣服や、（10
）という履

はき

物
もの

2祭礼
①周りの文化を取り入れながら、アイヌの文化をみがく

・熊の魂
たましい

を神の国に送る（11　　　）の祭り

②アイヌの伝統文化は、近代の（12　　　）政策の下
もと

で否定
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P.90-91

教科書
12

歴史へのアプローチ

再
校

再
校

授業でも、自学自習でも使用可能なノートです。教科書の内容を、穴埋め形式で整理してい
ます。中学歴史 日本と世界 ノート 改訂版

B5 判　224 ページ＋解答 32 ページ・2 色刷　予価 1100 円（10％税込）　ISBN978-4-634-08003-4

歴史 081-72 準拠

※企画中のため、内容・仕様が変更になる場合があります。

解答欄が原則として計20個（行）
になるよう調整しました。授業
前後の確認テストとしても使用
可能です。

2

教科書の重要語句
を中心に空欄を設
けました。理解し
たい内容（文章）を
空欄にしている箇
所もあります。

3

教科書の叙述に沿って前後関係をわ
かりやすくまとめました。見出しは
教科書に揃えており、原則として教
科書の段落に沿って内容を1・2と
区分しています。

1

学習している時代がわかる
よう、帯年表を設けました。

4

教科書で黄色い枠で囲われ
ている発問をピックアップ
して掲載しました。オリジ
ナルの発問もあります。

6

教科書見開き末尾のス
テップアップを掲載し
ています。

7

「まとめ」ページや、一部
の「歴史へのアプローチ」
ページもご用意しており
ます。

教科書見開き冒頭の学習課題を掲載しています。

5

ノートをご採用いただきますと、特典として解答入りのWord
とPDFデータを「山川＆二宮ICTライブラリ」からのダウン
ロードでご提供いたします。

PDFWord

26 27

準拠
ノート

26-27_chureki2025_NSM_F1.indd   全ページ26-27_chureki2025_NSM_F1.indd   全ページ 2024/03/14   10:172024/03/14   10:17



中学歴史 日本と世界　改訂版
指導者用デジタル教科書（教材）

中学歴史 日本と世界　改訂版
学習者用デジタル教科書

デジタル教科書は「指導者用」「学習者用」ともに、各端末のブラウザでクラウドサーバーに
アクセスしてオンライン環境にてご利用できる〈クラウド版〉をご用意しています。

651節　中世社会の成立

5

10

15

20

25

21/08/11

清和源氏 藤原氏庶流桓武平氏
その他の氏族および旧来の豪族

かん む へい し せい わ げん じ ふじわら し しょりゅう

ごうぞく

藤原純友の乱  
939～41

ふじわらのすみとも

後三年合戦  
1083～87

ご さんねん

前九年合戦  
1051～62

ぜんくねんかっせん

平将門の乱  
939～40

たいらのまさかど

平忠常の乱  
1028～31

たいらのただつね

　早くから東
とう

国
ごく

（東日本）に住み着いた国司の子孫で，下
しも

総
うさ

（茨
いばら

城
き

県）を根
こん

拠
きょ

地
ち

にしていた平
たいらの

将
まさ

門
かど

は，国司と対立して，939（天
てん

慶
ぎょう

２）年に反乱を

起こした。西
さい

国
ごく

（西日本）でも同じころ，元伊
い

予
よ

（愛
え

媛
ひめ

県）の国司であった

藤
ふじ

原
わらの

純
すみ

友
とも

が，瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

の海賊を率いて反乱を起こした。これらの反乱は

いずれも武士によって平定された（天
てん

慶
ぎょう

の乱
らん

）。

　この乱を通じて武士の実力を知った朝
ちょう

廷
てい

や貴族たちは，かれらを宮中

や都の警備，貴族の身辺警護などに当たらせた。また，地方でも武士の

一部は国司の下
もと

に組織され，国内の治安を守る存在となった。

源氏・平氏の進出
有力な武士は，都と地方を行き来しながら，

双
そう

方
ほう

に拠点を築いていった。11世紀になると，

都で活動する武士の多くは，次第に天皇の血を引く源
げん

氏
じ

（清
せい

和
わ

源氏）と平
へい

氏
し

（桓
かん

武
む

平氏）によってしめられるようになり，地方でもかれらに従う武

士が増加した。その結果，源
げん

平
ぺい

両氏は，多くの武士団を束ねる武
ぶ

家
け

の棟
とう

梁
りょう

として，広く知られるようになった。

　11世紀前半に上
か ず さ

総（千
ち

葉
ば

県）で平
たいらの

忠
ただ

常
つね

の乱が起こると，源氏はこれを

鎮圧して，東国進出のきっかけをつくった。また11世紀半ばに陸
む

奥
つ

の

国司に任命された 源
みなもとの

頼
より

義
よし

は，子の 源
みなもとの

義
よし

家
いえ

とともに，現地で勢力をふ

るっていた豪族の安
あ

倍
べ

氏をほろぼした（前
ぜん

九
く

年
ねん

合
かっ

戦
せん

）。さらに義家は，安

倍氏にかわって勢力をのばした清
きよ

原
はら

氏一族の争いに介
かい

入
にゅう

し，これを制圧

した（後
ご

三
さん

年
ねん

合
かっ

戦
せん

）。こののち東
とう

北
ほく

地方では，義家の支
し

援
えん

を受けた清原

（藤
ふじ

原
わら

）清
きよ

衡
ひら

とその子孫（奥
おう

州
しゅう

藤
ふじ

原
わら

氏
し

）が，北方との交
こう

易
えき

や金・馬などの産

物によって大いに栄えた。その根拠地であった陸奥の平
ひら

泉
いずみ

（岩
いわ

手
て

県）には，

中
ちゅう

尊
そん

寺
じ

金
こん

色
じき

堂
どう

に代表されるはなやかな仏
ぶっ

教
きょう

文化が根付いた。

　東国に進出した源氏に対して，平氏は12世紀初めごろ，瀬戸内海の

海賊平定で活
かつ

躍
やく

するなど，主に西国に勢力を広げていった。

1

6

用 語

5

5

→p. 68，69

M■4各地の武士団

荘
しょう
園
えん
や武士の発生により，国

こく
衙
が
の役

割はどのように変化したのだろうか。

ステップアップ

用 語 解 説

棟
とう

梁
りょう

　もともとは建物の重要な部材である棟
むね

と梁
はり

の意味だが，そこから転じて，ある集団の中で重
要な地位にある人物を棟梁と呼んだ。特に武

ぶ

士
し

団
だん

の指導者を指すことが多く，武
ぶ

家
け

の棟梁ともいった。

関
かん

東
とう

で力を持っていた武
ぶ

士
し

団
だん

は，
どの一族だろうか？

M■5前九年・後三年合戦　清衡の父は藤原氏の人
物だったが，前九年合戦で敗

はい

死
し

したため，清衡は
清原氏の養子となった。

二つの合戦後，東
とう

北
ほく

地方で奥
おう

州
しゅう

藤
ふじ

原
わら

氏が繁
はん

栄
えい

で
きたのはなぜだろうか？

地方の武
ぶ

士
し

をまとめる棟
とう

梁
りょう

に求められた条件と
は何だったのだろうか？

安倍頼時
貞任・

あ べのより とき

さだとう
源  頼義

源 義家

（父）（父）
加
担

介
入（
清
衡
を
支
援
）

か
い
に
ゅ
う

し
え
ん

敗

死亡

敗 勝

勝

勝

（出羽の豪族） （子） （子）

みなもとの

みなもとの

清原武則
きよはらのたけのり よりよし

よしいえ

義家
よしいえ

宗任
むね とう

清原氏一族の内紛

真衡 家衡・（藤原）清衡
きよ ひらいえ ふじわらひら

家衡

さねひら

前
九
年
合
戦

ぜ
ん
く
ね
ん
か
っ
せ
ん

後
三
年
合
戦

ご
さ
ん
ね
ん

（藤原）清衡

で　わ ごうぞく

ないふん

道
長・頼
通
全
盛
期

白
河
院
政

後
白
河
院
政

鳥
羽

院
政

【
桓
武
平
氏
】

【
清
和
源
氏
】

平将門の乱

平忠常の乱

前九年合戦

後三年合戦

清盛
きよ もり

忠盛
ただ もり

正盛
まさ もり

□

□

□

貞盛
さだもり

将門
まさかど

□

国香
くに か□□

桓武天皇
かん  む

□

忠常
ただつね

頼朝
よりとも

義朝
よしとも

義家
よしいえ

頼信
より のぶ

頼義
より よし

為義
ためよし

清和天皇
せい わ

げ
ん
じ

たいらのまさかど

たいらのただつね

ぜんくねんかっせん

ごさんねん

939～940

1028～31

1051～62

1083～87

み
ち
な
が
よ
り
み
ち

し
ら
か
わ
い
ん
せ
い

ご
し
ら
か
わ

と
ば

□

M■6平氏・源氏系図

64 第3章　中世の日本
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1

荘園の形成
８世紀に成立した荘

しょう

園
えん

の多くは間もなく衰
すい

退
たい

したが，

10世紀になると，それにかわって，中
ちゅう

世
せい

につなが

る新しい荘
しょう

園
えん

が登場してきた。

　地方の豪
ごう

族
ぞく

や有力農民の一部は，国
こく

衙
が

から一定の期間，税を免
めん

除
じょ

され

て山
さん

野
や

の開発に乗り出したが，その中から，より有利な条件を求めて開

発地を摂
せっ

関
かん

家
け

などの貴族や大寺社に寄
き

進
しん

する者も現れた。こうして中央

の権力者を領
りょう

主
しゅ

（荘園領主）とあおぐ荘園が成立し，開発者自身は荘園現

地の役人（荘
しょう

官
かん

）となって，さらに土地の開発を進めた。

　荘園の中には，荘園領主の権
けん

威
い

を背景に，政府から税の免除（不
ふ

輸
ゆ

）を

認めてもらう荘園が次
し

第
だい

に増え，やがて税収を確保しようとする国衙と

の対立が激しくなると，国衙の役人の立ち入りを認めない不
ふ

入
にゅう

の特権を

得る荘園も多くなっていった。その結果，11世紀後半には中央に送ら

れる税が減少し，貴族の給
きゅう

与
よ

や大寺社の運営費を支
し

払
はら

えなくなった政府

は，そのかわりに荘園をあたえたので，荘園はますます増加した。

　こうして全国の土地は公
こう

領
りょう

と荘園に分かれたが，いずれもその内部で

は，現地の有力者が開発地を拠
きょ

点
てん

に地域の支配を進めていった。

地方の反乱と
武士の成長

９世紀末から10世紀にかけて盗
とう

賊
ぞく

や海
かい

賊
ぞく

の活動

が活発化すると，京
きょう

都
と

の中級・下級貴族のうち，

特に弓
ゆみ

矢
や

や馬などの武芸に優
すぐ

れた者が国
こく

司
し

などに任命されて鎮
ちん

圧
あつ

に当た

った。かれらの中には任期が終わってもそのまま現地にとどまり，有力

な武
ぶ

士
し

（兵
つわもの

）として勢力を広げていく者もあった。かれらの子孫は一族

や従者を率いて，たがいに戦いをくり返し，ときには国司にも反
はん

抗
こう

した。

　一方，地方の豪族や有力農民たちも，自分の土地を守るために武
ぶ

装
そう

し

始めた。かれらは地方にとどまった国司の子孫などを中心に結集し，や

がて大きな武
ぶ

士
し

団
だん

に成長していった。

→p. 41

→p. 40

→p. 52

用 語 2

3

4

中
世
社
会
の
成
立

節

1 荘園の成立と
武士の登場

●❶どのように荘
しょう
園
えん
が全国的に広まって

いったのだろうか。
●❷�源
げん
氏
じ
が東

とう
国
ごく
で大きな力をにぎること

ができたのはなぜだろうか。

用 語 解 説

公
こう

領
りょう

　古代には公
こう

地
ち

公
こう

民
みん

が原則で，全ての
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直感的に使いやすいビューアは   
を使用しています。 

◀指導者用 ◀学習者用

サンプル版はこちら

「指導者用デジタル教科書（教材）」「学習者用デジタル教科書」共通機能

[クラウド版]

検索 用語を入力して掲載ページを検索・移動します。 道具 タイマー、ふせん、ポインター、リンク貼り付け
などが使用できます。

ペン
マーカー 色、透明度、太さの設定が変更できます。 記録 書き込みをした内容の保存、読み込みができま

す。

図形
スタンプ

図形は色、透明度、太さが選べます。スタンプは初期登録
の素材の他、画像データを読み込んで貼ることができます。 表示設定 全画面表示への切替えや、紙面上のクリックポ

イントの表示などの設定ができます。

消す 消しゴムでの部分消去や全消去、「元に戻す／やり
直す」操作ができます。 ズーム 紙面の拡大表示ができます。

リンク 教科書紙面の2次元コードは動画や文書のアイコンとなっており、動画視聴Webサイトや関連コンテンツへとリンクします。
※オンライン環境が必要です。

◦�小社からライセンス証・学校管理者向けスタートガイドをお送りします。スタートガイドに沿って初期設定の作業をしていただくことで、完了後、
ライセンス証記載のご利用開始日よりご利用いただけます。
◦�オンライン環境にて、各利用者端末のブラウザから当社指定のクラウドサーバーへアクセスしてご利用ください。

【校内フリーライセンス】

指導者用デジタル教科書（教材） 学習者用デジタル教科書

クラウド版利用期間 教科書ご利用期間内（最長4年間） 教科書ご利用期間内（最長3年間）

ライセンス形態

学校内フリーライセンス
ご購入いただくことで、学校内の指導者用端末で何台で
もご利用が可能です。ライセンス有効期間は4年間となり
ます。

1ユーザー1ライセンス
必要な人数分のライセンスをご購入いただき、学習者用端
末でご利用ください。紙の教科書のご利用期間中はライセ
ンスが有効となります。

利用者端末
動作環境

動作保証環境
◦iPad�OS※　ブラウザ：Safari
◦Chrome�OS※　ブラウザ：Google�Chrome
◦Windows�10/11　ブラウザ：Microsoft�Edge･Google�Chrome

※�iPad�OS・Chrome�OSはクラウド版、または学校内Webサーバー環境のみご利用可能。インストール版（DVD
版）の端末インストールはご利用いただけません。

基盤システム
デジタル教科書の提供・表示ビューアの基盤となるシステムとして「みらいスクールプラットフォーム」（https://www.
mirai-school.jp/platform/）を採用しています。
専用のビューアはMicrosoft�Edge、Google�Chrome等のブラウザで動作します。

※�紙の教科書をご採用いただいた場合に限り、対応する「指導者用デジタル教科書」「学習者用デジタル教科書」のライセンスをご購入いただくことが可能です。
※本資料のデジタル教科書の画面イメージ・記載内容は開発中の情報を含むため、製品版において変更になる場合があります。
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教育基本法との対応
教育基本法第2条 教科書における対応

第 1号
幅広い知識と教養を身に付け、
真理を求める態度を養い、豊か
な情操と道徳心を培うとともに、
健やかな身体を養うこと。

①�全体を通してわかりやすい叙述を心がけ、テーマを設定して歴史的に深く掘り下げる「歴史へのア
プローチ」や、地域の歴史を考える「地域からのアプロ－チ」を踏まえることで、幅広い知識と教
養を身に付けることができるようにしました。
②�各ページに設定した豊富な発問や、取り上げた課題を話し合い、考察しながら学ぶ「歴史を考えよ
う」、章末の「まとめ」のページを通して、真理を求める態度を養うことができるようにしました。
③�各時代の人々の生活（p.72-73 など）や、人々の社会との関わり（p.94 など）などを示すことで、当時
の人々の考え方を知り、豊かな情操と道徳心を培うことができるようにしました。
④�オリンピック・パラリンピックの記述や図版（p.272-273,280 など）、第 1章 2節「身近な地域を調べ
よう」（p.8-13）におけるフィールドワークを通して、健やかな身体を養えるよう配慮しました。

第 2号
個人の価値を尊重して、その能
力を伸ばし、創造性を培い、自
主及び自律の精神を養うととも
に、職業及び生活との関連を重
視し、勤労を重んずる態度を養
うこと。

①�「歴史を考えよう」や「地域からのアプローチ」のページをはじめ、課題や発問を置くことで、生
徒一人一人が課題を追究できるように工夫しました。そうした学習から個人の価値を尊重して、そ
の能力を伸ばし、創造性を培い、自主及び自律の精神を養うことができるよう配慮しました。
②�歴史上の人物の生涯や考え方を紹介する「人物コラム」を豊富に設けました。社会を動かした個人
の働きに着目することで、個人の価値を尊重して、その能力を伸ばし、創造性を培い、自主及び自
律の精神を養うことができるようにしました。
③�本文にはユニバーサルデザインフォントを採用し、カラーユニバーサルデザインを取り入れること
で、個人の価値を尊重して、その能力を伸ばすことに配慮しました。
④�産業や技術に関する記述（p.202-204,206-207 など）や、職業に関する記述（p.230,273 など）などから、
職業及び生活との関連を重視し、勤労を重んずる態度を養えるよう配慮しました。

第 3号
正義と責任、男女の平等、自他
の敬愛と協力を重んずるととも
に、公共の精神に基づき、主体
的に社会の形成に参画し、その
発展に寄与する態度を養うこと。

①�人権・差別・平等などに関する記述や、歴史を多面的・多角的に捉えた記述などを通し、正義と責任、
男女の平等、自他の敬愛と協力を重んずるとともに、公共の精神に基づき、主体的に社会の形成に
参画し、その発展に寄与する態度を養うことに配慮しました。
②�当時の社会における正義感や責任感がどのようなものであったのか学べるようにし（p.20,94 など）、
正義と責任を重んずる配慮をしました。
③�男性中心に偏りがちな歴史叙述のなかで、女性の活躍が学び取れるよう、女性を取り上げた人物コ
ラム（p.159,273 など）や「戦後の女性と社会」に関する年表（p.259）を設け、男女の平等を重んず
る配慮をしました。
④�各ページに設定した豊富な発問や、取り上げた課題を話し合い、考察しながら学ぶ「歴史を考えよう」
などの活動を通じて、自他の敬愛と協力を重んずる態度が身に付くよう配慮しました。
⑤�中世の民衆が主体的に社会の形成に参画した事例を紹介し（p.93,94）、日本や世界が抱える現代の諸
課題について考察する内容（p.276-283 など）を設け、公共の精神に基づいて主体的に社会の形成に
参画し、その発展に寄与する態度を養えるよう配慮しました。

第 4号
生命を尊び、自然を大切にし、
環境の保全に寄与する態度を養
うこと。

①�本文叙述や図版の中で、生命を尊び、自然を大切にし、環境の保全に寄与する態度を養えるよう工
夫しました（p.143-145,206-207,283 など）。
②�持続可能な開発目標（SDGs）に関連する、現代の世界が抱えている課題や、それに対する解決策
を探究することで、生命を尊び、自然を大切にし、環境の保全に寄与する態度を養えるよう工夫し
ました（p.283）。

第 5号
伝統と文化を尊重し、それらを
はぐくんできた我が国と郷土を
愛するとともに、他国を尊重し、
国際社会の平和と発展に寄与す
る態度を養うこと。

①�世界遺産や国宝に指定された文化財にマークを示して数多く紹介するとともに、各時代の文化を扱
い、伝統と文化を尊重する態度を養えるようにしました。
②�「地域からのアプローチ」では、地域の歴史や伝統文化などに焦点を当て、我が国と郷土を愛する
態度を養えるようにしました。
③�現在の日本の領土が画定する過程を丁寧に解説し、我が国と郷土を愛する態度を養えるようにしま
した。
④�世界史分野の記述を充実させ、親しみやすいイラスト中心のページ（p.26-27 など）を設けることで、
他国を尊重するとともに、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養えるよう配慮しました。
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検討の観点
指導要領との比較検討の観点 教科書における対応

中学校社会科歴史的分野で育成をめざす資質・能力
知識・技能 ＊�各時代の専門家（大学）と中学校で教える教員が、話し合いを重ねて練り上げた内容を、中学生に理

解できる文章で記述しています。
＊�各単元が、学習課題→本文→ステップアップによる振り返り、という流れで統一され、知識・技能を身につ
ける構造になっています。
＊�第 1章「歴史との対話」では、歴史を学ぶための基礎知識と、歴史の調べ方を示し、歴史学習に必
要な技術が習得できる工夫をしています。
＊�本文に出てくる難しい用語には同じページに「用語解説」や側註をつけ、生徒の理解を助ける工夫をし
ています。
＊�グローバル化に対応し世界史分野をふやす学習指導要領の趣旨をふまえ、世界史の叙述を充実させて
います。

思考力・判断力・表現力 ＊�各単元の学習課題、ステップアップの課題、図版に付した発問など、各所に設けた発問を自ら考え、判
断する力を身につけられる工夫がされています。
＊�政治史のみならず、社会・経済史や文化史も充実した叙述になっており、多面的・多角的な考察がで
きます。
＊さまざまな立場を考慮した叙述を心がけ、価値観の異なる立場の資料も取り上げています。

学びに向かう力・人間性 ＊�基本的に見開き2ページとし、授業時数135で無理なく学べる全体構成になっています（→パンフレットp.6-7
目次と配当時間例参照）。
＊�大きな紙面（AB判）を利用して図版を大きく、みやすくし、発問によって、どこに注目すべきかの示唆を
与え、歴史への興味関心を呼ぶ工夫をしています。
＊�p.8「身近な地域を調べよう」は、実際の中学生を想定し、調査の順序、注意事項を示し、生徒が主
体的に取り組むことを促す工夫をしています。

内容の取り扱い
ア　�生徒の発達の段階を考慮して、各時代
の特色や時代の転換に関係する基礎的・
基本的な歴史に関わる事象を重点的に
選んで指導内容を構成すること。

＊教科書の構成は、学習指導要領の目標・内容に沿って、歴史の流れを理解できるようになっています。
＊�各章の扉（p.14、62、102、154、212、254）に古代・中世・近世・近代・戦間期・現代の各時代の帯
年表を入れ、一目でその時代の日本と世界の大きな流れが理解できる工夫をしています。
＊章末には「まとめ」のページをおき、時代ごとの復習ができます。

イ　�調査や諸資料から歴史に関わる事象につ
いての様 な々情報を効果的に収集し、読
み取り、まとめる技能を身に付ける学習を
重視すること。その際、年表を活用した
読み取りやまとめ、文献、図版などの多
様な資料、地図などの活用を十分に行う
こと。

＊�史資料を多く入れることで、歴史における史資料の重要性を中学生のうちから学べるよう工夫しました。�
史資料には、発問を付し、生徒が活用できる工夫を凝らしています。
＊�p.56「歴史を考えよう①　平安京と京都の街を考える」では、京都の地図や史資料から平安京につい
て考え、興味をもたせる工夫をしています。
＊�p.228「歴史を考えよう⑥　第 1回普通選挙の実態を探る」では、さまざまな史資料から、普通選挙の
実施された当時の様子を考えさせる工夫をしています。

＊�p.260「歴史を考えよう⑦　大日本帝国憲法と日本国憲法」では、二つの憲法の共通点、相違点を考
えさせる工夫をしています。

ウ　�歴史に関わる事象の意味・意義や特色、
事象間の関連を説明したり、課題を設け
て追究したり、意見交換したりするなどの
学習を重視して、思考力、判断力、表現
力等を養うとともに、学習内容の確かな理
解と定着を図ること。

＊�本文は因果関係を意識して記述し、歴史の事象とその背景となった時代の特徴、意味や意義をわかりや
すく説明しています。
＊�p.74の発問「鎌倉時代にはどのような仏教の新しい教えが生まれ、どのように広まっていったのだろうか。」
などのように、歴史が変化する過程でおこる諸課題が、どのような時代を背景に生まれ、どのような影響を
およぼしたのかを考えさせるような発問を用意しています。

＊��「歴史を考えよう」「地域からのアプローチ」では、課題や発問を付し、グループ活動をとおして意見を交
換したりする力を身につけさせる工夫をほどこしています。

エ　�各時代の文化については、代表的な事
例を取り上げてその特色を考察させるよう
にすること。

＊�p.37 飛鳥文化、p.44 天平文化、p.51弘仁・貞観文化、p.54 国風文化、p.74 鎌倉時代の文化、p.98
室町時代の文化、p.118 桃山文化、p.133 元禄文化、p.142 化政文化、p.208 明治の文化、p.230
大衆文化、p.272 戦後の文化など、各時代の文化の代表例を示し、特色を考察させています。

＊�p.76「歴史を考えよう②　マンガの源流、絵巻物を考える」では、絵巻物を紹介しながら、なぜ中世に
絵巻物が盛んにつくられるようになったか考えさせる工夫をしています。

＊�p.144「歴史へのアプローチ⑤　都市の暮らしと名所」では、都市史研究の成果を教科書に取り入れ、
当時のガイドブックといってもよい名所図会をとおし、都市・娯楽・環境などを考えさせる工夫をしています。

オ　�歴史に見られる国際関係や文化交流のあ
らましを理解させ、我が国と諸外国の歴史
や文化が相互に深く関わっていることを考
察させるようにすること。その際、歴史に
見られる文化や生活の多様性に気付かせ
ること。

＊�p.32「歴史へのアプローチ①　中国の記録に見る日本列島」では、中国の史料にみる日本の情報から
当時の交流を考えさせます。

＊�p.38「唐の成立と東アジアの変化」では、唐の情勢や朝鮮半島の状況と日本の関係を考えさせます。
＊�p.68「地域からのアプローチ③　平泉」では、国風文化とともに日宋の交易も意識させる工夫をしていま
す。

＊�p.88「歴史へのアプローチ③　琉球の歴史と文化」、p.90「歴史へのアプローチ④　アイヌ民族の歴
史と文化」では、琉球とアイヌ民族がどのような歴史をたどってきたかを紹介しています。

＊�p.185「歴史へのアプローチ⑦　近代日本と女子留学生」では、生徒たちと年齢の近い女子たちがアメ
リカに留学で派遣されたことを紹介することで、国際交流を理解させるとともに、歴史を身近に感じさせる
工夫をしています。

＊�p.200「歴史へのアプローチ⑧　日本の植民地」では、生徒が理解しにくい、日本の植民地政策をわか
りやすく紹介しています。

その他

小学校との接続への配慮 ＊全体をとおし、小学校で学んだ人物・歴史の知識をふまえ、学べるような記述になっています。
＊�p.7「歴史を大きく変えた人物」では小学校で学習した人物を手がかりに、時代の区分を学ぶことができ
ます。

高等学校との接続への配慮 ＊�高等学校学習指導要領で目標として掲げられている、世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉える
こと、概念などを活用して多面的・多角的に考察することの基礎を身につけることができるよう留意しました。
＊�高等学校の教科書で扱う史資料を口語体にしたり、ポイントを絞って示したりして、中学生に理解しやす
い形で示しています。
＊高等学校の教科書の文体に慣れるため、「です・ます」調ではなく「である」調にしました。
＊�各単元の基本の色彩を日本史と世界史でわけ、今学んでいることが日本のことか世界のことか、すぐわか
るような工夫をしています。
＊�前近代と近現代でも、ベースに使用する色彩をわけました。これは近現代が高等学校の「歴史総合」
に繋がる部分であることを意識しています。

SDGs（持続可能な開発目標）を学ぶため
に役立つ箇所

【全体に関わる箇所】　p.278 今日の世界、p.280 今の日本、これからの日本
【4 質の高い教育をみんなに】　p.173 教育制度の改革、p.208・230 教育の普及、p.259 教育制度の
変化
【5 ジェンダー平等を実現しよう】　p.185 歴史へのアプローチ⑦　近代日本と女子留学生、p.206 製糸工
女の実態、p.219 女性参政権、p.226 青鞜社、p.230 職業婦人
【7 エネルギーをみんなにそしてクリーンに／8 働きがいも経済成長も／9 産業と技術革新の基盤をつくろう】　
p.160 産業革命、p.176 富国強兵と殖産興業政策、p.178 世界遺産・富岡製糸場から日本の近代を考
える、p.202日本の産業革命と経済の発展、p.270 高度経済成長
【10 人や国の不平等をなくそう】　p.156 市民革命の時代、p.162 奴隷解放宣言、p.163 農奴解放、p.186
自由民権運動と国会開設、p.205 地域からのアプローチ⑤　札幌、p.220アジアの民族運動、p.228 第
1回普通選挙の実態を探る
【11 住み続けられるまちづくりを／ 12 つくる責任つかう責任】　p.144 都市の暮らしと名所、p.148 地域か
らのアプローチ④　金沢、p.161 産業革命と人々の暮らし、p.207 田中正造（公害問題）、p.270 過疎化
と公害問題
【15 陸の豊かさも守ろう】　p.160プランテーションと自然破壊
【16 平和と公正をすべての人に】　p.218 国際連盟、p.250 地域からのアプローチ⑥　広島、p.261 歴史
を考えよう⑦　大日本帝国憲法と日本国憲法、p.262 国際連合、p.264サンフランシスコ平和条約、日米
安全保障条約

カラーユニバーサルデザイン・特別支援教育
への配慮ほか

＊�地図・グラフをはじめ資料は、色覚の個人差を問わず、多くの人にみやすいようカラーユニバーサルデザ
インを配慮して作成しています。色彩のみでなく、線種・記号などで差をつける工夫もしています。
＊本文はユニバーサルデザインフォントを使用しています。
＊�本文、図版、キャプションなど、難しい漢字にはふりがなを付しています。固有名詞・歴史用語にはすべ
てふりがなを付しています。
＊この教科書は、環境に配慮した紙（再生紙）と植物油インキを使用しています。
＊この教科書は針金を使用しないPUR製本です。
＊拡大教科書 �を発行いたします。

内容の取り扱い
カ　�国家及び社会並びに文化の発展や人々
の生活の向上に尽くした歴史上の人物と
現在に伝わる文化遺産について、生徒の
興味・関心を育てる指導に努めるとともに、
それらの時代的背景や地域性などと関連
付けて考察させるようにすること。その際、
身近な地域の歴史上の人物と文化遺産を
取り上げることにも留意すること。

＊�p.25イエス、p.39 持統天皇、p.52 菅原道真、p.82 竹崎季長、p.85 足利義満、p.97日野富子、p.99
雪舟、p.105レオナルド=ダ=ヴィンチとミケランジェロ、p.106コロンブス、p.109 鄭和、p.112フランシ
スコ=ザビエル、p.121 徳川家康、p.132 新井白石、p.137 徳川吉宗、p.138 田沼意次、p.140 松平
定信、p.141大黒屋光太夫と高田屋嘉兵衛、p.146 大塩平八郎、p.147 水野忠邦、p.158ナポレオン、
p.159オランプ=ド=グージュ、p.161マルクス、p.162リンカン、p.169 吉田松陰、p.177 渋沢栄一、p.184
知里幸恵・尚泰、p.187 西郷隆盛と大久保利通、p.188 伊藤博文、p.191ビスマルク、p.192 井上馨、
p.193 陸奥宗光・小村寿太郎、p.194 李鴻章、p.195 山県有朋、p.199 孫文・袁世凱、p.207 田中正
造、p.208 樋口一葉、p.219 新渡戸稲造、p.221ガートルード=ベル、p.222 桂太郎、p.224 原敬、p.233
フランクリン=ローズヴェルト、p.237 浜口雄幸、p.240 近衛文麿、p.263ホー=チ=ミン、p.267 佐藤
栄作、p.273 大橋鎭子の52人を人物コラムで取り上げています。

＊�p.178「歴史を考えよう⑤　世界遺産・富岡製糸場から日本の近代を考える」では日本の殖産興業につ
いて深く学ばせることができます。

キ　�歴史に関わる事象の指導に当たっては、
地理的分野との連携を踏まえ、地理的条
件にも着目して取り扱うよう工夫するととも
に、公民的分野との関連にも配慮するこ
と。

＊�主権者教育の観点から取り扱うように配慮された公民分野については、p.21「古代ギリシアの民主政治は、
現代の民主政治とどこが異なるのか、対比して整理してみよう」、p.189「今と昔で選挙の様子はどのよう
に変化しているだろうか」といった発問も用意しています。
＊��地理的分野とも関係する日本の領土については、p.268「歴史へのアプローチ⑩　日本の領土の変遷」で、
北方領土、竹島、尖閣諸島の歴史を紹介しています。
＊p.130「コラム　富士川の開削」では、地理的分野とも関係する河川の利用について記述しています。

ク　�日本人の生活や生活に根ざした文化につ
いては、政治の動き、社会の動き、各地
域の地理的条件、身近な地域の歴史と
も関連付けて指導したり、民俗学や考古
学などの成果の活用や博物館、郷土資
料館などの施設を見学・調査したりするな
ど具体的に学ぶことを通して理解させるよう
に工夫すること。

＊�ユネスコの世界文化遺産と日本の国宝の写真にはマークを付し、みてわかるよう配慮しています。見返し
には日本の世界遺産を示しています。
＊�7カ所の地域（奈良・福岡・平泉・金沢・札幌・広島・沖縄）を取り上げた「地域からのアプローチ」
を用意し、各地域から時代を通じて歴史をみる視点、民俗学や考古学の成果や活用、博物館や史跡・
遺跡の紹介・活用を示しました。

＊�p.8「身近な地域を調べよう」では荒川ふるさと文化館を、p.58「地域からのアプローチ②　福岡」のコ
ラムでは九州国立博物館や松浦市立埋蔵文化財センターを取り上げ、博物館や郷土資料館への見学・
調査を促しています。
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下記データは小社ホームページまでアクセスください。

山川出版社ホームページ
収録データ　一覧

●『中学歴史 日本と世界　改訂版』特設サイト

●『中学歴史 日本と世界』（歴史708）からの
　おもな変更箇所一覧　

●年間指導計画表・評価規準
　・サンプル版

●指導者用デジタル教科書（教材）
　・サンプル版

●学習者用デジタル教科書
　・サンプル版

Topic！

●観点別評価集計表
観点別評価の集計に便利なExcelファイルをご用意しました。
学校の先生が実際に使用しているシートです。
ホームページよりダウンロードしてご活用ください！

Excel

●『山川＆二宮ICTライブラリ』　紹介サイト
約16,000点の地歴・公民のデジタルコンテンツが使い放題！
授業準備やテスト問題作成が効率的に行えます。

〒101-0047　東京都千代田区内神田1-13-13
TEL 03-3293-8131　FAX 03-3292-6469 https://www.yamakawa.co.jp/
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